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「HPE GreenLakeソリューションの構成」コースを受講いただきありがとうございます。 

始める前に
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本コースの最初の2つのモジュールは主にセールスコンテンツとなっており、プリセールスの受講者を対象としています。HPE GreenLakeの機会を見極める方法をよく理解している場合は、モジュール1および2を飛ばして次に進むことができます。モジュール1および2では、機会の把握、お客様のビジネス目標の特定、環境の見極め、お客様の見極め、ソリューションの価値の明確化、お客様のユースケースの特定、ソリューションの説明について取り上げます。 

なお、これらのモジュールを飛ばして次に進む場合でも、試験内容には含まれます。セールスコンテンツが 試験範囲に占める割合は小さいですが、その内容を理解しておく必要があります。 

本コースについて
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7つのモジュールで構成されている本コースの学習時間は、およそ4～6時間です (受講者の学習スタイルによって異なります)。コースはモジュール方式となっており、よく理解しているモジュールを飛ばすことも、必要に応じてコースまたは特定のモジュールを中断して再開することも可能です。コース全体を一度に履修するのではなく、数日かけてすべてのモジュールを修了することをお勧めします。ただし、受講者の学習スタイルはそれぞれ異なるため、このコースはすべてのスタイルをサポートしており、インストラクター主導の場合は、数回の休憩を挟んで約1日で行います。 

このコースは、HPE GreenLakeソリューションの説明、位置付け、提案、デモンストレーション、計画、および見積もりをどのように行えばいいのかを学びたいと思っている人を対象としており、プリセールスアーキテクトおよびテクニカルアカウントマネージャー向けの内容となっていますが、プリセールスエンジニア、セールスエンジニア、システムエンジニア、ソリューションアーキテクト、またはセールスプロフェッショナルも受講できます。HPE GreenLakeの販売には、こうした職種のチームメンバーが複数関与する場合もあります。本コースを修了すれば、単独で (またはセールスプロフェッショナルと連携して) セールスを行うことも可能になります。 

コースマップ
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本コースの最初の2つのモジュールはプリセールスの受講者を対象としており、「セールスのためのHPE GreenLake」コースの入門編となっています。 モジュール1では、HPE GreenLakeソリューションの機会を見極める方法を学びます。モジュール2では、価値を説明し、お客様のニーズに合わせてソリューションを位置付ける方法を確認します。 

モジュール3から、セールスプロセスの概要を含むプリセールスコンテンツとなります。次のモジュール4で、各種の見積もり方法および提供方法を学習します。モジュール5および6ではHPE GreenLakeソリューションの構築方法と設計方法を学習し、それまでの学習内容を総括します。モジュール5ではHPE GreenLake Quick QuoteツールとSwiftセールスプログラム、モジュール6ではカスタムソリューションについてそれぞれ検討し ます。 

モジュール7はHPE GreenLakeのセールスプロセスの完了に役立つ内容となっており、ソリューションの提案方法と変更指示による機会の拡大方法を確認します。このモジュールでプロセス全体の確認が終了します。 


モジュール1: HPE GreenLakeの機会
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モジュール1: HPE GreenLakeの機会 

学習目的
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このモジュールの最初のトピックでは、HPE GreenLakeの機会、および皆さんにとっての機会について学びます。次のトピックでは、Everything as a serviceの必要性とお客様がさまざまな消費モデルを検討する要因となっているトレンドを考察した後、HPE GreenLakeで達成をサポートできるお客様のビジネス目標について学びます。 

最後の2つのトピックでは、お客様の環境を確認してお客様を見極める方法を学習します。 

このモジュールを修了すると、お客様にとってのEverything as a serviceの必要性と、それによって皆さんが得られる機会について説明できるようになります。お客様のビジネス目標を明らかにして、お客様がHPE GreenLakeソリューションに適しているかどうかを見極めることも可能になります。さらに、これまでの購入量の過不足や使用率の低い資産など、役に立つお客様の情報を引き出すための質問やトピックについて学ぶことができます。最後に、お客様の状況を踏まえ、現在の環境を詳しく説明できるようになります。 

トピック1: 機会の把握
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このトピックでは、HPE GreenLakeの機会を詳しく見ていきます。 

HPE GreenLakeが皆さんにとって重要となる理由
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HPE GreenLakeは、従来のITの販売に比べ、多大なメリットをパートナーにもたらします。HPE GreenLakeソリューションに皆さんが提供するサービスを組み合わせれば、複数の収益源を作り出してさらなるリベートを得ることができます。そして何より、信頼できるアドバイザーとして、追加の容量が必要になったときや新しいプロジェクトについて検討するときにお客様から頼ってもらえるようになります。 

このようにお客様からの信頼を得ると、継続的な高額販売機会を創出して顧客ロイヤルティを向上させ、更新率を高められるようになります。実際に、HPE GreenLakeの更新率は95%に上ります。しかし、このように更新率が高いのも当然のことです。HPE GreenLakeでは、お客様がビジネスにおいて最も野心的なビジョンを実現するうえで必要となる、包括的なサポートを提供できます。 

HPE GreenLakeは、皆さんをはじめとするパートナーの助けを借りて作られたものであるため、皆さんが利用しやすいようにプロセスが簡素化されています。Business Caseツール、価格設定ツール、HPE GreenLake Quick Quoteのアウトプットなどのドキュメントは簡単に使用できるようになっており、必要に応じて価格設定テンプレートやサイジングツールを使用することも可能です。 

そして何よりも、より優れた価値を提供できます。As a serviceのセールスモデルに移行するということは、セールス手法を変える必要があることを意味しますが、皆さんが提供する価値が減るわけではありません。HPE GreenLakeの従量制課金モデルを利用すれば、皆さんの利益を減らすことなく、お客様にさらなる価値を提供できます。次ページ以降で学習するように、市場はas a serviceの消費モデルへと向かいつつあり、皆さんはHPE GreenLakeにより、お客様がこの流れに後れを取らないようにサポートできます。 

パートナーにとってのHPE GreenLakeの経済的なメリット
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お客様がHPE GreenLakeを契約すると、お客様との関係によってもたらされる生涯価値が向上しますが、それに伴って利益が減少することはありません。スライドのグラフは、従来の案件とHPE GreenLake案件の長期間にわたる累積利益を比較したものです。当初の利益は従来の案件の方が多いものの、長期的な消費量の増加に伴い、HPE GreenLake案件の累積利益は5倍以上に増え、通常1年以内に従来案件の累積利益を上回ります。 

年月が過ぎるにつれて、HPE GreenLake案件の利益は同じような従来の案件の利益を上回るペースで増え続け、パートナーにもたらされるHPE GreenLakeの利益も大きくなります。またHPE GreenLakeのセールスサイクルには、お客様との従来の案件の割引交渉に起因する利益面でのプレッシャーが大きく減るというメリットもあります。 

HPEは、皆さんがHPE GreenLakeでより多くの報奨を受け取れるようにしたいとも考えています。HPE GreenLakeは、短期間でリベートを受け取れる構造になっており、作業範囲記述書の最初の予約値に対して事前にリベートが支払われます。また、新しいインフラストラクチャが追加された時点で変更指示書に対して追加でリベートが支払われるうえ、予約値を超えた四半期の使用量に対してもリベートが追加されます。さらに、月額料金から一定の割合の利益を受け取ることになるため、毎月一定の売上を得られます。 

HPE GreenLakeパートナーにもたらされる経済的効果
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ここで、HPE GreenLakeソリューションを販売する前と後のパートナーのコストと利益の実例を見ながら、HPE GreenLakeがどのように皆さんの企業にメリットをもたらすのかを確認します。従来のCAPEXモデルの場合、この組織の売上総利益率はHPEハイパーコンバージド インフラストラクチャの販売額の10%でした。 

それに比べ、HPE GreenLakeでは、パートナーは7倍の売上総利益と532%の売上総利益率を記録することができました。HPE GreenLakeでは、さまざまな会計処理が可能になるため、このパートナーは売上総利益を増やせたわけですが、この例では、売上高ではなく、売上原価にリベートチェックが適用されました。これは、HPE GreenLakeがコストと利益の面で皆さんにどのようなメリットをもたらすのかを示すほんの一例であり、この実例と同じリベートや売上総利益率が得られないこともありますが、HPE GreenLakeによって財務状況を改善できることは明らかです。 

学習チェック

皆さんはここまでの学習で、HPE GreenLakeがパートナーにもたらすメリットを要約できるようになっています。HPE GreenLakeは、販売する皆さんにどのようなメリットをもたらしますか。3つ選択してください。答えは次のページに記載されています。 
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学習チェックの答え
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HPE GreenLake と従来のIT購入の比較
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HPE GreenLakeはお客様に多くのメリットをもたらしますが、多額の投資が必要となります。HPE GreenLakeと従来のITソリューションを購入する方法とを比較することで、お客様がHPE GreenLakeに投資すべき理由を理解できます。 

このグラフが示しているように、企業は一般的に将来の容量のニーズを満たすために容量をオーバープロビジョニングしており、余分なインフラストラクチャの電力、冷却、および管理コストを支払う必要があります。必要な容量が使用可能な容量を上回ると、企業は時間のかかる調達プロセスを経て追加の機器を購入しなければならず、プロセスが完了するまでIT部門はビジネスニーズに対応できません。 

一方、HPE GreenLakeなら、企業は簡単かつ迅速に需要の一歩先を行くことが可能です。キャパシティ管理およびプランニング機能とオンサイトバッファーにより、企業は必要に応じて使用可能な容量をすぐに増やすことができます。 

お客様は、HPEの高度な測定および容量管理ツールを使用することでコストを完全に透明化して予測し、使用した容量の料金を支払うだけで済むようになります。また、お客様のニーズに合わせてサポートサービスがカスタマイズされるうえ、容量が必要になったときは、シンプルな変更指示書で追加することが可能です。このプロセスと時間のかかる従来の調達プロセスを比較すると、お客様の価値実現時間をどれだけ短縮できるのかがわかります。 

企業がオーバープロビジョニングをどれほど削減できるかを示す、削減部分に注目しながらTCOを説明することができます。また、実際に必要な容量が従来モデルの容量を上回らないようにすることで、企業はコストを削減できます。お客様の予算の見通しを見ると、HPE GreenLakeを利用することで、ほぼ予算どおり (予算内) を維持できます。従来の購入モデルでは、予算線を大幅に超過する必要があります。 

HPE GreenLake がもたらす成果
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Forrester Researchの調査結果が示すように、HPE GreenLakeの経済的メリットはさまざまな形で証明されています。Forrester Researchは、HPE GreenLakeを利用している5社のお客様にインタビューを実施してさらなる財務分析を行いました。ここに記載されている成果は、お客様がHPE GreenLakeを利用することで得たメリットの一例です。正味現在価値 (NPV) などの一部の評価基準には馴染みがないかもしれませんが、本コースの後半で詳しく学習します。その他の評価基準 (特にROI、TCOの削減、市場投入までの期間の短縮、 傑出した3年間の総利益) については説明不要のはずです。すべてのお客様にここに示されている数値を提示することはできないかもしれませんが、実現可能な例として示すことが可能です。 

HPE GreenLake のメリット: パートナーとお客様
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ここまで、HPE GreenLakeが投資として優れていることを数字で確認してきました。次は数字やデータから離れて、HPE GreenLakeが実際にそれを利用する人にどのように役立つのかを見ていきます。HPE GreenLakeは、パートナーとお客様の双方に革新的な機会をもたらすことが証明されています。 

学習チェック

皆さんはここまでの学習で、HPE GreenLakeがお客様にもたらすメリットを要約できるようになっています。お客様に説明するHPE GreenLakeのメリットを5つ選択してください。答えは次のページに記載されています。 
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学習チェックの答え
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トピック2: Everything as a serviceの必要性の把握
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このトピックでは、主要なお客様がEverything as a serviceソリューションを必要としている業界の動向について詳しく見ていきます。 

クラウドがもたらすメリット
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今日のIT環境は、クラウドコンピューティングが主流となりつつあります。しかしなぜ、これほど多くの企業がクラウドの導入を急いでいるのでしょうか。一般的にクラウドコンピューティングでは、ITリソースを共有することで、より効率的かつ迅速に、低コストでそうしたリソースを利用できるようになります。 

迅速に拡張できることから、Amazon Web Services (AWS)、Microsoft Azure、Google Cloud Platform (GCP) などのパブリッククラウドサービスを導入するお客様も増えています。こうしたパブリッククラウドは、ボタンを押すだけで、事実上無限に拡張できます。また、パブリッククラウドプロバイダーは、ITリソースの資金調達を容易にする、サブスクリプションベースのサービスも提供しています。パブリッククラウドには従量制課金という定義もあり、そのコストは通常、従来の環境よりも使用量との整合性が確保されています。クラウドプロバイダーは柔軟な支払いモデルを提供しており、企業は季節などで変動するニーズに合わせてIT予算を調整することができます。また、パブリッククラウドは耐障害性にも優れています。自然災害や世界的なパンデミックなどの障害が発生した場合でも、クラウドのワークロードは影響を受けないことをお客様は認識してい ます。 

パブリッククラウドの課題
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クラウドサービスはさまざまなメリットをもたらす一方で、ITリソースをより効率的に利用できるという期待が裏切られることもあります。パブリッククラウドを利用するお客様は、パブリッククラウドの欠点を補うために他のソリューションを探すことになります。たとえば、Flexeraの『State of the Cloud Report 2021』によると、多くの企業がセキュリティやクラウドのコストへの対応に苦慮しており、こうした問題が広がっていることは明らかです。また、企業がリソースや専門知識の不足、ガバナンスやコンプライアンスの欠如といった課題に直面にしていることもわかりました。企業は、非機密データにはパブリッククラウド、企業の財務データや顧客データなどの機密データにはオンプレミスを利用する傾向があります。 

企業がクラウドを活用するようになると、別の問題も生じます。クラウドで障害が発生した場合はどうなるでしょうか。また、プロバイダーが提供していない機能を追加しなければならない場合はどうすればよいでしょうか。そして、プロバイダーの変更が必要となったときに、データやワークロードを移行できるでしょうか。 

パブリッククラウドへの依存度が高い場合は特に、こうした問題を解決することが困難になります。また、パブリッククラウドが必ずしもコスト効率に優れているとは限りません。パブリッククラウドは、予想外に高額な請求書を残していくことがあります。企業は、クラウドのコストの30%は無駄になっていると見ています。ITリーダーはコスト最適化のさまざまな取り組みを増やしており、クラウドへの支出を抑制して制御する必要性がこれまで以上に高まっています。 

つまり、企業が新たなパブリッククラウドサービスを購入する以外の方法をとらない場合、クラウドサービスのメリットを得るためのコストは高くなりますが、パブリッククラウドのみを利用するモデルから、ハイブリッドクラウドのアプローチへと移行することで、耐障害性を向上させることができます。また、継続的にサービスを提供しながら、データと支出を適切に制御できるようになります。 

両者のメリットを兼ね備えたハイブリッドクラウド

[image: ]

お客様は、オンプレミスでパブリッククラウドのメリットを享受したいと考えています。それを実現できるのが、ハイブリッドクラウドです。80%の企業がハイブリッドクラウド戦略を採用していることから、ハイブリッドクラウドはパートナーの皆さんにとって大きな機会となります。ハイブリッドクラウドでは、プライベートクラウドの制御性とセキュリティに加えて、クラウドサービス、柔軟な支払い方法、迅速な拡張といったメリットがお客様にもたらされます。データはオンプレミスにあるため、プライベートクラウドでそうしたデータを適切に制御できます。また、プライベートクラウドは一般に、従来型のオンプレミス環境よりも優れた耐障害性を備えています。 

クラウドネイティブアプリケーションは別として、企業を支える多くのアプリケーション (ERP、CRMなど) がスピードやアジリティに欠けているのは、パブリッククラウドで運用されていないからです。こうしたエンタープライズアプリケーションは、パブリッククラウド向けに簡単にリファクタリングできないものもあれば、データセンターやコロケーション施設の近くに配置しなければならないものもあるなど、さまざまな理由からオンプレミスで維持する必要があります。エッジのデータが急増し、新しいML/AIアプリケーションによってあらゆる場所で膨大なデータが生成され、データグラビティ、レイテンシ、アプリケーションの依存関係が増えるなか、こうしたコンテナ化アプリケーションやクラウドサービスをデータの近くに置いて有益な情報を引き出す必要があり ます。 

多くの企業は、オンプレミス環境とパブリッククラウド環境の両方を組み合わせて使用する、ハイブリッドクラウドを導入することで、両者のメリットを実現しようしています。また、ハイブリッドクラウドを最適化するためのサポートを求めています。Flexeraによると、61%の組織は、2021年にクラウドのコストを最適化する計画を立てています。 

Everything as a service に移行すべき理由
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従来のオンプレミスとパブリッククラウドには、お客様がインフラストラクチャの料金をどのように支払うか、誰がインフラストラクチャを管理するか、データとワークロードはどこにあるかといった質問に対して決まった答えがありました。では、プロバイダーが管理しているものの、データグラビティやレイテンシなどの理由からオンプレミスに展開されているインフラストラクチャで、従量制課金モデルのサービスを利用したいというお客様がいた場合、どうなるでしょうか。これまで、お客様は残念ながらいずれかのデリバリモデルを選択しなければならず、完全に満足することはできませんでした。 

ハイブリッドクラウドではこうした問題のいくつかを解決できますが、お客様は、それがプライベートクラウドにあるか、従来型の環境の一部であるかにかかわらず、引き続きオンプレミスインフラストラクチャで大規模な設備投資を行う必要があります。またお客様は、こうしたオンプレミス環境を自社で管理しなければなりません。 

一方、HPE GreenLakeでは、プロバイダーが管理するオンプレミスのクラウドを従量制課金モデルで簡単に利用できます。  

HPEはすべてのインフラストラクチャを従来型とas a service型の両方で提供する取り組みを進めており、お客様はビジネスの要件に合わせてあらゆる組み合わせを選択し、目指すビジネス成果を達成できます。HPEは、優れたテクノロジーを優れた人材および専門知識とともに提供し、優れた経済性を実現します。 

Everything as a service がお客様にもたらすその他のメリット

HPE GreenLakeなどのas a serviceの「クラウドエブリウェア」ソリューションが、お客様のビジネス成果の向上にもたらすその他のメリットについては、以下をご覧ください。 

リソースをイノベーションに活用

お客様は、通常なら多額のインフラストラクチャ費用の前払いに充てていたIT資金を、ビジネスに最も利益をもたらす領域に投入できます。前払いの費用が少なくなれば、イノベーションの予算を増やすことができます。 

また、as a serviceでの提供により、ITスタッフが通常業務から解放され、より大きな価値を生み出すイニシアチブに注力できるようになります。 

TCOの最適化

HPEがソリューションをサービスとして提供する際は、必要に応じて容量を展開することで有効活用をサポートします。お客様は、電力、冷却、サポート、データセンター設置面積、ソフトウェアライセンスのコストを削減できます。 

アジリティの向上

HPE GreenLakeソリューションにはバッファーが含まれています。お客様は、必要なリソースが増えた場合、即座にバッファー内のリソースを使い始めることができます。新たな展開やプロビジョニングがすぐに行えるということは、お客様が新製品を市場に投入するまでの時間を短縮できることを意味しており、それによって収益を増やして競合他社に打ち勝つことが可能になります。 

使用量とコストの整合性を向上

HPE GreenLakeでは、HPEが単価を約束します。お客様は一定量を使用することを約束しますが、その容量を超えて使用した場合は、使用した分の料金だけを支払います。お客様は、使用量とコストの相関関係を把握できます。また、部門などのグループへのチャージバックを実行することも選択できます。 

拡張が必要になると、通常は簡単な変更指示だけで容量を拡張できます。また、容量が増えれば増えるほど単価が下がるため、お客様にとっての価値も向上することになります。 

ダウンタイムの削減

ソリューションにサービスとサポートが組み込まれているため、お客様の可用性の要件に確実に対応できます。また、ソリューションに専任のアカウントチームが割り当てられるため、お客様のITスタッフが他の重要な業務に注力できます。 

価値の向上

こうしたメリットにより、実際の経済的価値が向上します。お客様にHPE GreenLakeソリューションを提案する際は、インフラストラクチャ、サービス、サポート、OPEXの削減額など、ソリューションの総価値を強調するようにしてください。 

HPE が Everything as a service のパートナーに選ばれる理由
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90%の企業がハイブリッドクラウド、またはプライベートクラウドファーストを採用するなか、HPEはこうした現状に十分対応できるようにHPE GreenLakeを設計しました。HPEでは、エッジ、オンプレミス、パブリッククラウドのリソースをシームレスにカバーする、包括的なマネージドクラウドを提供しています。 

ハイブリッドクラウドの設計や管理は容易ではありません。各ワークロードはどこに属しているでしょうか。どうすればワークロードを移行できるでしょうか。ハイブリッドクラウドを無数の複雑なセグメントとしてではなく、包括的に管理するにはどうすればよいでしょうか。HPE GreenLakeでは、ハイブリッドクラウドの面倒な管理業務をHPEに任せることができます。お客様は、クラウドの設計と管理に関するHPEの専門知識、HPEのグローバルなサポート、広範なエコシステムなどを活用できます。HPEは、お客様が各ワークロードをクラウド、オンプレミス、またはオフプレミスに適切に配置できるようにサポートします。また、クラウド環境全体の使用状況を把握できるようにするため、多くの企業でクラウドのコストが増大する要因となっている無駄を最小限に抑えることができます。 

お客様は、自社のコスト面、技術面、および運用面の要件に合わせて最適化したマネージドハイブリッドクラウドを活用できます。 

学習チェック
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ここで少し時間を取り、このトピックで今までに学んだことを復習します。企業がオンプレミス向けの従量制のITソリューションに移行したいと考える理由を1つ選択してください。答えは次のページに記載されています。 

学習チェックの答え
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トピック3: お客様のビジネス目標の把握
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このトピックでは、どのようなビジネス目標を持つお客様がHPE GreenLakeソリューションの有望な見込み客になるのか、またお客様のビジネス目標の達成をどのようにサポートできるのかを中心に見ていきます。 

役割によって異なる目標
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HPE GreenLakeの販売にあたっては、IT部門の1～2人の技術系スタッフだけでなく、全社の関係者に売り込む必要があります。つまり、役割によって異なる目標を把握したうえで、HPE GreenLakeがそれぞれの役割における目標の達成をどのようにサポートできるのかを明確にしなければなりません。 

CIOは、社内のテクノロジー利用に関する広範で持続可能な戦略を推進したいと考えています。CIOにとっては、変更指示によって簡単かつ迅速に拡張できることがHPE GreenLakeのメリットとなります。また、インフラストラクチャがオンプレミスにあるため、パブリッククラウドのサービスよりも強固なセキュリティが得られます。さらにHPE GreenLakeは、新しいサービスをすぐに立ち上げられるだけの柔軟性と処理能力を備えています。 

LOBのマネージャーは、ビジネスのお客様側の面に高い関心を持っています。LOBのマネージャーに対しては、HPE GreenLakeによって価値実現時間を短縮できることを説明します。HPE GreenLakeはパブリッククラウドのような消費モデルを採用しており、ビジネスのアジリティを大幅に向上させます。また消費モデルでは、お客様がコストと実際の使用量を整合させ、オーバープロビジョニングをなくすことができます。 

CFOは、組織の財務健全性を確保する必要があります。CFOに対しては、HPE GreenLakeによって電力/冷却コストを大幅に削減することで、TCOを劇的に低減できることを説明します。さらに、HPE GreenLakeでは、お客様が古くなったレガシー資産を収益化することができます。またお客様は、管理ツールを使用して使用率を最適化し、投資の価値を最大限に高めることができます。 

システムアーキテクトは、組織の技術インフラストラクチャを設計します。こうしたプロフェッショナルには、HPE GreenLakeでは設備投資なしに分散した環境を統合できることを伝えると、ソリューションに興味を示すはずです。また、HPE GreenLakeでは、HPE GreenLake Centralなどの機能によってツールも統合できます。 

IT/インフラストラクチャ責任者は、部門内の日常業務を監督するとともに、それらの業務が技術的に実行可能であることを確認する必要があります。こうしたプロフェッショナルには、HPE GreenLakeによって管理を自動化および簡素化することで、ダウンタイムを削減できることを説明します。また、HPE GreenLakeでは単純作業をHPEに任せることもできます。 

購買責任者は、適切な資産を調達する必要があります。HPE GreenLakeでは、精密な測定ツールを利用してITのニーズとビジネスのニーズを整合させ、資産利用の透明性を確保できることを説明すれば、購買責任者は喜びます。また、購買部門はシャドーITを減らしたいと考えています。皆さんは、エンドユーザーがその場しのぎでソリューションを作成する必要がなくなることを保証できます。代わりに購買部門は、HPEと自社のITチームで構成された組織を活用できます。 

ビジネス目標
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HPE GreenLakeの機能とビジネス目標との関連付けを行うために、組織全体のビジネス目標を把握することも必要となります。 

シンプルな運用に関心を抱くお客様が増えています。ハイブリッドクラウドの機会が増えるなか、企業はクラウドを適切に組み合わせ、その複雑に絡み合ったクラウドの管理を一元化しつつ、ダウンタイム、データ損失、セキュリティ脅威などのリスクを軽減する方法を把握しておかなければなりません。お客様は、ビジネス・アジリティを向上させるソリューションを見出す必要もあります。そのために、需要を予測して容量を提供するとともに、製品やサービスの価値実現時間を短縮して収益向上に貢献するソリューションを求めています。 

お客様は、こうした抽象的な目標を達成するにあたり、自社の財務状況に問題がないことを確認しておかなければなりません。適切な予算配分で部門やプロジェクトの規模を適正化するとともに、キャッシュフローを最適化して、従量制課金モデルなどの市場のイノベーションを活用する必要があります。また、お客様が今後も確実に成長し続けるために、予測可能な価格も必要となります。そして例外なくすべての企業が求めているのが、優れた拡張性です。需要の急激な増減に先立って対応したいと考えています。また、リソースを即座にプロビジョニングして、生産の妨げとなるボトルネックを回避したいとも考えています。お客様は、こうした目標のすべてを達成するとともに、拡張プロセスにおけるオーバープロビジョニングをなくして財務状況を改善することを目指しています。 

お客様にとって最適なソリューションはどれか
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HPE GreenLakeは、すべての組織に対して訴求力のあるソリューションではありますが、実際にコスト面などのメリットを得るには、そのお客様が一定の基準を満たしていることが重要となります。当然のことながら、お客様によってはas a serviceソリューションを導入する準備が整っていない場合もあります。 

10%以上の前年比成長率を見込む、急速に拡大している企業に対しては、ITリソースの柔軟な調達モデルが大きなメリットをもたらしますが、ほとんど成長が見込めないお客様には従来型のITの方が適しています。 

また、ITニーズの予期しない変化や、調達サイクルが長期にわたるなかで生じる問題に即座に対処する必要があると述べるお客様もいます。そうしたお客様は、競争に勝つために必要なリソースを6か月後ではなくすぐに入手できるよう、調達サイクルを短縮したいと考えます。このようなお客様がHPE GreenLakeに適しているのは、ハードウェア資産を頻繁に更新しないお客様やビジネス上のメリットよりも単価を重視するお客様とは異なり、提供される価値を重視するためです。その一方で、レガシー資産に割り当てられたままの資本の有効活用をサポートする、HPEファイナンシャルサービス (HPEFS) にも適している可能性があります。 

現在のインフラストラクチャや資金調達モデルに不満を抱いているお客様も、HPE GreenLakeに適しています。こうしたお客様は、インフラストラクチャソリューションの資金を賄えないことが競争で能力を最大限に発揮できない原因であると考えている可能性があります。その一方で、通常のライフサイクルが終了した後も資産を使用し続けたいというお客様は避けます。 

お客様と話し合うときは、パブリッククラウドだけでは、IT環境の複雑さに対する組織の懸念を払拭できないという声にも耳を傾けます。このように考えているお客様は、セキュリティポリシーに準拠するためや、ワークロードに対する制御を強化して維持するためにオンプレミスの容量を必要としている可能性があります。 HPEがソリューションを実行し、お客様が過不足のない容量の料金を支払うことで複雑さが軽減されることを評価する可能性が高いため、サポートサービスに関心がなくHPE GreenLakeの価値を理解する可能性が低いお客様よりも、HPE GreenLakeに適しています。 

学習チェック
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ここで少し時間を取り、お客様の課題を復習します。HPE GreenLakeに最適なお客様の特徴を表しているのはどれですか(2つ選択してください)。答えは次のページに記載されています。 

学習チェックの答え
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トピック4: 環境の見極め

[image: ]

このトピックでは、どのようなビジネス目標を持つお客様がHPE GreenLakeソリューションの有望な見込み客になるのか、またお客様のビジネス目標の達成をどのようにサポートできるのかを中心に見ていきます。 

必要な情報
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皆さんは、このスライドの見極めチェックリストの別バージョンを見たことがあるかもしれませんが、ここでは案件を見極めるために収集する必要がある情報の一例を示します。これらすべての質問は、左側に記載されているごくわずかな要件にまとめられます。このトピックでは、左側のカテゴリとお客様からその情報を収集する方法を詳しく見ていきます。 

最初に、アクセス可能な意思決定者など、お客様の状況を確認します。調達部門や財務部門が、セールスを行ううえで極めて重要な部門となることに留意しながら、ITの課題とお客様の環境を確認します。ソリューションをサイジングする方法やお客様の環境を見極める方法については、次のモジュールで学習します。 

次に重要となるのが、信用調査など、財務情報を収集することです。お客様の今後の成長計画やワークロードの価値を確認することも必要です。 

お客様の状況
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リードジェネレーションで機会を特定したら、さまざまなやり取りに必要となる、お客様の財務履歴と財務情報を確認する作業を開始する必要があります。これらの情報はさまざまな情報源から得ることができますが、取得のために意思決定者と会話する必要がないという点で他のお客様情報とは異なります。見極めのための情報を収集するときは、業界と固有のユースケースに的を絞った質問ができるよう、お客様のことを十分に把握しておく必要があります。 

HPE Pointnext ServicesまたはHPEFSの担当者は、こうした情報の収集をサポートでき、お客様がすでにHPEの機器を所有している場合は、その機器の支払いの方法やインフラストラクチャの購入頻度といった、お客様の購入履歴を皆さんに伝えることが可能です。また皆さんは、HPEFSがお客様と関係を築いているかどうかも確認できます。そして株式公開企業の場合は、オンラインに膨大な財務情報があります。このモジュールの後半で学習しますが、皆さんが入手できる財務諸表は対象となるお客様を見極めるうえで役に立ちます。 

皆さんは、このような財務情報を入手するだけでなく、調査を行ったり、最初の段階で情報の開示を求めたりしてもかまいません。皆さんは、お客様がどのような業界に属しており、その業界でコストや従量制に関してどのような課題があるのかを明らかにする必要がありますが、それがわかれば、IT部門がサポートする必要のあるユーザーやワークロードの数を見積もることができます。こうした情報は、提供するHPEのソリューションのサイジングと決定に役立ちます。また、見極めチェックリストにある最初のカテゴリの質問に回答するうえでも有用です。財務履歴は、お客様がプライベート、パブリッククラウド、またはハイブリッドクラウド戦略を採用しているかどうかや、最大の課題は何かを見極める手がかりとなります。業界に関連する情報は、パブリッククラウドに移行できるアプリケーションに対して、オンプレミスで維持しなければならないアプリケーションを把握するのに役立ちます。また、お客様がどのような業務を外部に委託したいと考えているかについてのヒントにもなります。 

ITの課題とビジネスの課題の特定
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お客様のITの課題を見極めるには、シンプルさ/複雑さ、ビジネス・アジリティ、コスト、制御/支出など、トピック3で学習したビジネス目標と同じカテゴリに注目する必要があります。 

お客様と課題について話すときに、運用の非効率な面と、お客様が新しいプロジェクトに費やしている時間を聞き出します。運用の複雑さによって生じる繰り返しの単純作業がビジネスの足かせとなっていることが明らかになるはずです。 

ビジネス・アジリティの低さが課題となっている場合もあります。需要の変化に合わせて容量を調整することがどれほど難しいか、また、需要に影響を及ぼす新しいプロジェクトやアプリケーションがあるかどうかをお客様に尋ねます。さらに、調達サイクル、IT支出の把握できていない領域、資金不足について質問することで、お客様が抱えるコスト面の課題を見極めることができます。 

最後に、制御性の低さや拡張の難しさについて確認します。データを保管している場所と、新しいリソースのプロビジョニングにかかる時間を聞き出します。ビジネス・アジリティの課題と同じように、拡張性についての課題を抱えるお客様も、多くの場合、急速に成長して新しいリソースのプロビジョニングが必要となります。 

財務情報
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皆さんは、IT環境と容量のニーズに関する会話の中で財務情報を収集していく必要があります。こうした情報はCFOやその他の財務意思決定者から収集する必要がありますが、ITディレクターが課題を認識していることもあります。HPE GreenLakeの有望な見込み客は、コストと使用量を整合させることに苦労しており、コストを測定できないか予算の課題があるために可視性が欠如していると訴えるお客様がいるかもしれません。どちらにしても、それはビジネス・アジリティを制限する要因となります。 

また、調達サイクルや市場投入までの期間の長さに頭を悩ませているお客様がいる可能性もあり、そのようなお客様は、使用量に直接関係していないか時間がかかりすぎるサイクルで資産を購入しているかもしれません。このような情報は、次のような質問をするか、財務諸表を入手することで得られます。 

重要な財務諸表
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お客様からこれらの重要な財務諸表を入手するようにしてください。これらの財務諸表は、皆さんが提供できる金銭的メリットを示すうえで役に立ちます。 

損益計算書を見れば、特定の期間の収益性がわかります。貸借対照表は、任意の時点の企業の財務体質の概要を示すものであり、これを見れば、負債に属する資産と純資産がわかります。キャッシュフロー計算書には、損益計算書の対象となる期間に生み出された現金と現金の使い道が示されます。信用調査は、お客様が融資の対象となるかどうかを判断するためのものであり、お客様が融資を得られるのかどうかがわかれば、HPE GreenLakeがそのお客様に適した選択肢であるのかどうかが明確になるため、できるだけ早くお客様の信用調査を手配することが重要です。信用調査はHPEが行いますが、皆さんとお客様はそのための準備を行い、HPEの調査に協力する必要があります。 

これら財務諸表を個別に見ても有益な財務データは得られますが、これらをまとめれば、その企業の現在、過去、さらには将来の財務状態がわかります。そして何より、財務諸表を確認すれば、提案するソリューションが金銭的に適したものであるのかどうかをより的確に判断できるようになります。  

ワークロードの価値
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お客様にHPE GreenLakeの価値を説明するにあたっては、お客様のワークロードの価値を理解することが重要です。そしてそのためには、ワークロードの価値実現時間や製品の市場投入までの期間だけでなく、現在の使用率についても考える必要があります。現在の使用率が低ければ、HPE GreenLakeによって不必要なコストが削減され、基本的に採算を取ることができます。 

特定のワークロードをサポートするのに必要なコストを把握するには、ITから財務、コンプライアンス、流通、HPE、運用に至るまでのサプライチェーン全体を把握することが重要です。 

お客様がこれらのコストを算出できるとは考えられませんが、お客様と連携すれば、一部のワークロードのサポートにどれだけの時間とコストがかかるのかがわかるようになってきます。各ワークロードの価値に影響を与えるその他の要因としては、ワークロードをサポートするインフラストラクチャデバイスでのオーバープロビジョニング、ワークロードの立ち上げと管理に要する時間とリソース、インフラストラクチャデバイスのパフォーマンスなどがあります。 

学習チェック
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ここで少し時間を取り、学んだことを復習します。ワークロードやソリューションの種類 (Storage as a service、VDI、または仮想化) にかかわらず、現在のお客様の環境に関してお客様からどのような情報を収集する必要がありますか。正しい答えを選択してください。答えは次のページに記載されています。 

学習チェックの答え
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トピック5: お客様の見極め
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このトピックでは、見極めチェックリストを使用して、お客様の情報を見極める方法を確認します。 

対象となるお客様を見極めるための質問

このトピックでは、HPE GreenLakeカスタムソリューションの見極めチェックリストを使用してお客様の情報を確認します。なお、GLQQやSwiftソリューションの見極めについては、別のモジュールで詳しく学習します。見極めのためのチェックリストやワークシートは他にも数多くありますが、それらはどれも、全体的な成長率、価値実現時間、サポートのニーズ、調達サイクル、インフラストラクチャの年間コストの削減を希望しているかどうかといった、同じお客様の属性を確認する目的で作成されています。このサンプルチェックリストの前半4つのセクションは、コスト面から見てソリューションを導入できるかどうかを判断するために単独で使用できます。 

サイズ、容量、またはソリューションのコストを検討した結果、対象とはならないお客様も、Swiftセールスプログラムで提供されるソリューションの対象となる可能性があります。見極めチェックリストだけで、お客様が対象外だと判断しないようにしてください。 

チェックリストの各項目については、以下をご覧ください。 

#1.コスト

お客様に以下を尋ねます。 

•新しいインフラストラクチャの意思決定プロセスを進めるためにどのような財務評価基準を使用していますか。それらを使用する特別な理由はありますか。

#2.運用 (資産の使用率) 

お客様に以下を尋ねます。 

•オンプレミスの資産の使用率はどの程度ですか。

#3.運用 (オーバープロビジョニング) 

お客様に以下を尋ねます。 

•新しい容量を購入するときは、どのような点に留意していますか。現在の使用量を超える容量を購入していますか。購入している場合はどの程度ですか。

#4.価値実現時間 (T-t-V) 

お客様に以下を尋ねます。 

•プロジェクトを開始してから価値が得られるまでの期間はどの程度ですか。

#5.エグゼクティブへのアクセス

お客様に以下を尋ねます。 

•支持者は誰ですか。またその人物はどの程度の影響力を持っていますか。

#6.差し迫った事情はありますか。

お客様に以下を尋ねます。 

•近い将来に会社の運営に変化があると思いますか。

#7.成長

お客様に以下を尋ねます。 

•前年比成長率はどの程度ですか。

#8.プロセスの簡素化

お客様に以下を尋ねます。 

•調達/承認プロセスの迅速化が優先事項であると思いますか。

#9.お客様のクラウドの推進状況を教えてください。

お客様に以下を尋ねます。 

•調達/承認プロセスの迅速化が優先事項であると思いますか。

#10. 容量のガイドライン

お客様に以下を尋ねます。 

•必要な基本容量はどの程度であり、どのように変わっていくと見積もっていますか。

#11. チャネルパートナー

チャネルパートナーとしてのステータスを入力します。 

#12. 次のステップ

このモジュールの最初のトピックに示されている次のステップを確認し、以下の点などでどのようなサポートを求めるのかを考えます。 

•信用調査の実施

•お客様からの同意の取得

#13. HPE GreenLakeがこのお客様に適している理由

この質問には簡単に答えます。 

質問に対するお客様の回答を振り返り、特にどのような点でHPE GreenLakeがお客様の役に立つと思うのかを考えます。 

対象者の採点
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ここで、HPEの担当者が機会の評価と採点に使用する見極めレビューチェックリストの例を見ていきます。ここに示されている回答の選択肢に注目してください。次に、このシートに記入して、お客様を採点してください。 

見極めチェックリストを使用してみる

ここで、一般的なお客様の事例を使用して、HPE GreenLakeの対象となるお客様の見極めに関して学んだことを練習します。この例では、1つの病院と複数のクリニックを展開する医療機関が、現在の環境をよりコスト効率のよいものへと変革する可能性について皆さんに話をしており、HPE GreenLakeに関心を示してい ます。 

見極めチェックリストを使用して医療機関のお客様を評価する方法については、以下をご覧ください。次のページで、見極めチェックリストを使用して販売活動を続けるかどうかを判断しますので、対象となるお客様を見極められるよう、これらのスコアを書き留めておいてください。 

#1.コスト

あなたはITマネージャーから費用を正当化するためにROIを用いているという説明を受けました。 

•#1のスコアは3/3とします。

#2.運用 (資産の使用率) 

アプリケーションがミッションクリティカルであり、ピーク時に必要な容量が多くなる可能性があるため、使用率は30～35%程度です。 

•#2のスコアは5/7とします。

#3.運用 (オーバープロビジョニング) 

ITマネージャーは、調達サイクルが長いため、実際に必要な分より最大20%多く容量を購入していると述べています。 

•#3のスコアは3/7とします。

#4.価値実現時間 (T-t-V) 

テクノロジーのプロビジョニングには、構想から本稼働まで6か月から1年程度かかる場合があります。 

•#4のスコアは5/7とします。

#5.エグゼクティブへのアクセス

あなたの支持者であるITマネージャーは、CFOや調達部門とのミーティングを設定し、あなたをデータマネージャーとセキュリティマネージャーに紹介してくれました。 

•#5のスコアは5/5とします。

#6.差し迫った事情はありますか。

この組織はすべてのデータをデジタル化したいと考えています。これは、組織の支援を受けている、大規模なプロジェクトです。 

•#6のスコアは5/5とします。

#7.成長

ITマネージャーは、組織のデータ増加率が10%になると考えています。 

•#7のスコアは1/5とします。

#8.プロセスの簡素化

ITマネージャーは、調達プロセスには多くの部門が関わっているため、資本購入の承認を得るのに苦労していると述べています。 

•#8のスコアは5/5とします。

#9.お客様のクラウドの推進状況を教えてください。

この組織は、コスト削減の手段として、医療記録をデジタル化するためのクラウドストレージに投資していますが、まだクラウド戦略を策定していません。 

•#9のスコアは3/5とします。

#10. 容量のガイドライン

この組織のインフラストラクチャは老朽化しており、ストレージデバイスの5%を今すぐ交換する必要があります。また、成長に伴って容量を10%追加する必要があり、現在約120TBのストレージを探しています。 

•#10のスコアは5/5とします。

学習チェック
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ここで少し時間を取り、学んだことを復習します。このお客様はHPE GreenLakeの対象にすべきですか。答えは次のページに記載されています。 

学習チェックの答え
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まとめ
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HPE GreenLakeは、収益性を高めて売上を拡大する機会をもたらします。HPEパートナーセールス担当ワールドワイド責任者のGeorge Hopeによると、「GreenLakeは、パートナーの皆様にとって最大の機会となります。マージンが大きく、顧客維持率も高いためです」。 

George Hopeはさらに、お客様に継続的な価値を提供できると説明します。「お客様にGreenLakeに興味を持っていただき、その価値をお客様に示すことができれば、このソリューション以外には考えられなくなります。お客様にとっての戦略的なベンダーとなることができ、遅かれ早かれお客様は多くのワークロードをGreenLakeに移行し始めます」 

モジュール2では、皆さんが得られる具体的なメリットと、お客様に提供できる価値について学習します。 


モジュール2: HPE GreenLakeポートフォリオの価値の売り込み

[image: ]

モジュール2: HPE GreenLakeポートフォリオの価値の売り込み 

学習目的
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このモジュールではまず、HPE GreenLakeポートフォリオの詳細を見ていきます。その後、HPE GreenLakeのバリュープロポジションを伝える方法を確認します。それにはまず、ITの課題とビジネスの課題を、それを解決できるHPE GreenLakeの機能と関連付ける必要があります。HPE GreenLakeの価値は、それぞれの企業に固有の課題に重点を置くことによってお客様に伝えます。次に、HPE GreenLakeによってビジネス目標の達成をサポートすることでお客様に提供できる価値について学びます。 

トピック3では、ビジネスまたはITの課題とイニシアチブからワークロードの要件までをカバーするHPE GreenLakeのユースケースについて詳しく見ていきます。そしてトピック4で、HPE GreenLakeに追加できるソリューションとその他のHPE GreenLakeソリューションについて学びます。 

このモジュールを修了すると、HPE GreenLakeソリューションの主要なビルディングブロックを明確化して説明できるようになります。さらに、お客様のシナリオを前提として、HPEおよびHPEFSとともにお客様の目標と目的を満たすうえでのベストプラクティスについて説明できるようにもなります。また、パートナーがカスタムソリューションのBOMを作成するプロセスについて説明できるようになるほか、パートナーがGLQQソリューション、Swiftセールスプログラムソリューション、およびHPE GreenLakeクラウドサービスを設計するプロセスについて説明できるようになります。 

トピック1: HPE GreenLakeポートフォリオ
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ここでは、HPE GreenLakeポートフォリオの構成要素を詳しく見ていきます。 

HPE GreenLake 
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HPE GreenLakeは、お客様のデータセンター内でパブリッククラウドのようなエクスペリエンスを提供します。HPE GreenLakeクラウドサービスでは、お客様のワークロードのニーズに対応するソリューションが提供されます。 

HPE GreenLakeソリューションは、直感的なセルフサービスポータルを通じて、簡単なポイントアンドクリックによる自動プロビジョニングを実現します。従量制課金モデルでは、お客様が必要に応じてリソースを増減しながら、財務面の柔軟性を向上させて資本を有効活用し、コストを適切に管理しつつ、コストとビジネス成果を一致させることが可能です。 

管理およびガバナンスサービスでは、お客様がHPEに運用を委託できるため、ITリソースの負荷が軽減され、生産性の向上につながります。またHPEでは、一元的なポータルであるHPE GreenLake Centralを通じて、ソリューションに関するデータや有益な情報を提供しています。 

HPE GreenLakeのコンポーネント
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HPE GreenLakeソリューションはすべて、ハードウェア、ソフトウェア、サービス、および固有の料金測定基準という4つのコンポーネントで構成されます。ソリューションは特定のコンポーネントで事前に定義できますが、お客様に固有のニーズに合わせてカスタマイズしたり設計したりすることも可能です。お客様は色別に示されている各コンポーネントでソリューションを柔軟に拡縮できます。HPE GreenLakeのお客様は、HPE GreenLake CentralとConsumption Analytics Portal (CAP) も利用することができます。HPE GreenLake Centralは、直感的なセルフサービスのポイントアンドクリックポータルおよび管理コンソールであり、CAPは、コストと使用量に関する有益な情報を提供します。 

また、HPE GreenLakeの基本ソリューションは、インフラストラクチャとOS (およびバックアップソフトウェアなどの一部のアプリケーション) を提供します。こうしたソリューションはすべて、従量制の料金測定基準に基づいてサービスとして提供されます。HPE GreenLakeソリューション向けのインフラストラクチャはデータセンターに重点を置いたものとなっており、サーバー、ストレージ、およびデータセンターネットワーキングデバイスが含まれています。このコースでは、HPEが提供するすべてのハードウェアおよびソフトウェアソリューションを取り上げないため、皆さんはHPEのソリューションを販売してきた経験を活かして、お客様のニーズに合ったインフラストラクチャを提案していく必要があります。 

HPE GreenLakeソリューションには、必ずサポートサービスとインストールサービスが含まれていますが、それらの一部を提供したり、皆さんの組織またはHPEのその他のサービスを追加したりできます。 

トピック2: HPE GreenLakeのバリュープロポジション
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このトピックでは、HPE GreenLakeのバリュープロポジションを伝える方法を詳しく見ていきます。 

HPE GreenLakeの価値を売り込む
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HPE GreenLakeの価値を売り込むには、まず、HPE GreenLakeを他のソリューションから差別化してお客様の注意を引くための基本的なバリュープロポジションを伝える必要があります。それには、次のページで紹介する資料を確実に使いこなせなければなりません。 

次に、価値が実現される仕組みを説明する必要があります。バリュープロポジションにより、皆さんがHPE GreenLakeの価値を実現する仕組みを知りたいと考えているお客様の関心を引くことができます。 

また、価値が実現される仕組みを説明したら、その価値を具体的な成果で裏付ける必要があります。それでも、HPE GreenLakeについての説明があまりにもすばらしく聞こえる場合は特に、お客様が疑念を抱く場合があります。皆さんの主張を裏付ける実際のデータが、セールスを成功させるうえで不可欠となります。 

HPE GreenLakeのバリュープロポジション

[image: ]

HPE GreenLakeにより、お客様はビジネス・アジリティを向上させて市場投入までの期間を短縮できます。HPE GreenLakeの容量は実際の使用量に基づいているため、必要に応じて増やしたり減らしたりすることが可能です。短時間でビジネスを拡大する必要が生じた場合はいつでも追加の容量を利用することが可能なため、お客様はビジネスに関する決定を迅速に下すことができます。お客様はHPE GreenLakeによって新たなサービスを迅速に立ち上げることができるため、投資の価値実現時間を短縮できます。 

HPE GreenLakeは、クラウドの経済性のあらゆるメリットをお客様に提供します。時間のかかる調達サイクルがなくなるため、お客様は承認を得て機器を購入するまでに何か月も待ってから、さらに長い時間をかけて既存の環境に新しいハードウェアを統合する必要がなくなります。また、HPE GreenLakeはオーバープロビジョニングもなくします。IT部門が必要以上の機器に電力を供給したり、ライセンスを付与したり、それらをメンテナンスしたりすることに時間とコストを費やさなくなるため、総所有コスト (TCO) が大幅に削減されます。 

さらに、HPE GreenLakeはお客様に柔軟な融資ソリューションを提供します。HPE GreenLakeでは実際の使用量が明確化されるため、お客様は使用したサービスの料金を支払うだけで済むようになり、ITコストとビジネスニーズを整合させると同時にキャッシュフローを最適化できます。 

HPE GreenLakeは、お客様によるIT環境の簡素化をサポートする設計にもなっています。HPE GreenLakeはカスタマイズできるため、皆さんはお客様とともに必要なサービスを決定します。HPEでは、インストール、展開、管理サービスからエンタープライズグレードのサポートや大規模なパートナーエコシステムの追加リソースまで、幅広いサービスを提供しており、お客様は、ソリューションを全面的に管理することでHPEに「面倒な作業」を任せられます。そしてそれにより、IT部門がイノベーションに注力できるようになるだけでなく、ビジネスのリスクも軽減されます。 

さらに、このようなあらゆるメリットがもたらされると同時に制御が強化されます。お客様は、セキュリティと制御を強化するためにオンプレミスで維持する必要があるワークロードとクラウドに移行すべきワークロードを柔軟に決定するとともに、事前にパッケージ化されたワークロードソリューションか完全にカスタマイズされたソリューションのいずれかから、環境に最適なテクノロジーを選択することが可能です。なお、事前にパッケージ化されたワークロードソリューションについては、このトピックで詳しく見ていきます。 

価値が実現される仕組み
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このHPE GreenLakeの価値を示すグラフはモジュール1でも確認しましたが、ここではこのグラフを使用して、アジリティを向上させてIT環境を簡素化し、クラウドの経済性でビジネスの財務状況を改善するとともに制御を強化するためにお客様に提供できる価値を説明する方法を見ていきます。 

それぞれのバリュープロポジションとHPEがHPE GreenLakeの価値を実現する方法については、以下をご覧ください。 

ビジネス・アジリティ

変動/バッファーキャパシティの線は、お客様がどのように以下を実現できるのかを示しています。 

•変動/バッファーキャパシティを使用して数分で対応できる

•HPEが容量を管理するため、容量を使い果たしたり、容量が不足したりすることがなくなる

•高度な測定機能により、容量の使用量と使用可能な量を把握できる

シンプルなIT 

これらの差は、従来の調達手法ではビジネスを十分にサポートできないことを示しています。また、HPE GreenLakeには次のようなメリットがあるため、IT運用を簡素化することも可能です。 

•インフラストラクチャを設置、サポート、更新できるHPEに運用を任せられる

•テクノロジーのロックインを回避できる

•リフレッシュオプションによって新しいテクノロジーを簡単に導入できる

•HPEが資産を所有するため、ライフサイクルを管理しなくて済む

クラウドの経済性

この部分は、以下によって実際に得られる削減効果を示しています。 

•先行投資が不要になるため、資金を温存して再投資が行える

•単価が決まっているため、将来の支出を予測できる

•オーバープロビジョニングされた資本購入に対して、キャッシュフローを改善できる

制御の強化

変動/バッファーキャパシティの線と実際の使用量との間に小さなスペースがありますが、これには次のような理由があります。 

•HPE GreenLakeは、GreenLake Centralによって正確に測定と予測が行える

•お客様は、IT支出がどのように推移していくのかを十分に理解し、コストと使用量を整合させることがで きる

具体的な成果で価値を裏付ける
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HPE GreenLakeの価値に関する主張を裏付けられるようにするため、HPEはForrester Consulting社に総合的経済効果の調査を委託し、企業がHPE GreenLakeを活用することで実現できる潜在的な投資収益率を調べてもらいました。 

同社は、HPE GreenLakeを複数年使用している複数のお客様にインタビューを実施し、HPE GreenLakeが組織のビジネスにもたらす可能性がある総合的経済効果を検討しました。 

同社は、HPE GreenLakeの平均的なお客様が価値実現時間を大幅に短縮し、従来のソリューションを使用した場合より75%短い時間でグローバルITプロジェクトを展開していることに気付きました。ビジネス・アジリティの向上により、お客様はアプリケーションやサービスの展開を迅速化して価値実現時間を短縮できます。 

また、HPE GreenLakeによってITリソースの負荷が軽減され、スタッフの業務効率を向上させることができます。Forrester社の調査では、ITのサポート業務を減らすことで、ITチームの生産性が40%向上したことが明らかになりました。ITプロセスの簡素化により、IT部門が業務効率を向上させ、ビジネスの改善に注力できるようになりました。 

HPE GreenLakeでは、お客様がオンプレミスでクラウドの経済性を実現し、初期投資が不要な従量課金制モデルを利用してインフラストラクチャのオーバープロビジョニングをなくすことが可能です。IDC社によると、お客様は、適切な管理によって計画外のダウンタイムを85%削減することに成功しており、オーバープロビジョニングが不要になったことで、CAPEXを30～40%削減できる見込みです。 

これらの調査結果を要約すると、HPE GreenLakeソリューションには、迅速にビジネス成果を実現できる適切なハードウェア、ソフトウェア、およびエキスパートサービスが事前に構成されており、専用のソリューションは、HPEとパートナーのテクノロジーを活用してお客様に合ったソリューションを設計、実装、運用します。このように、HPEがお客様のビジネスに合ったソリューションを設計、実装、運用する一方、お客様はカスタマイズされたソリューションか事前にパッケージ化されたソリューションを選択し、求めている成果を得ることができます。複雑な管理は必要なく、パブリッククラウドを統合するためのコストも発生しません。また、データやアプリケーションの再設計も必要なく、オンデマンドで容量を確保できます。 

学習チェック

ここで少し時間を取り、HPE GreenLakeのバリュープロポジションを復習します。お客様の課題を読み、実現可能な成果とお客様のニーズに最も合ったHPE GreenLakeのバリュープロポジションを強調しているお客様への回答と組み合わせてください。答えは次のページに記載されています。 
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学習チェックの答え
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トピック3: HPE GreenLakeのユースケース
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このトピックでは、HPE GreenLakeのユースケースとセールスプレイの例をいくつか紹介します。最初にHPE GreenLakeの有望な見込み客から示される可能性があるいくつかの変更イベントとITニーズを考察してから、HPE GreenLakeを使用して求めているビジネス成果を実現した実際のお客様の例を見ていきます。 

主なビジネス課題から生じるユースケース
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このトピックでは、HPE GreenLakeの主要なユースケースをいくつか見ていきます。各ユースケースは、お客様が今直面している重要なビジネス課題に基づいています。皆さんはすでに、こうしたビジネス課題についてお客様と話し合う準備が整っているはずです。このトピックでは、HPE GreenLakeを利用して主なビジネス課題に対処する方法を示すユースケースを検討していきます。 

アジリティの向上
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最初に取り上げるのは、アジリティのユースケースです。HPE GoldパートナーであるMilestone Computer Technology社は、アリゾナ州政府機関に極めて重要なストレージ容量を提供していました。クラウドファーストイニシアチブを推進しつつ、新型コロナウイルス感染症の世界的流行に対処するため、複数のパブリッククラウドプロバイダーによるリモートワーク環境に移行していたお客様は、すぐにでもストレージ容量を増やす必要があり、調達スケジュールにも余裕がない中で従量制のモデルを希望していました。 

中規模組織のお客様がHPE GreenLakeを利用するケースは多くありませんが、お客様はパートナー向けのSwiftセールスプログラムを利用することで、数時間以内に作業範囲記述書を受け取ることができました。パートナーであるMilestone社とHPEの連携により、わずか2日でソリューションが出荷されたため、州政府はクラウドへの移行をサポートしつつ、ニーズに応じて簡単に容量を増減できるようになり、使用していない容量の料金を支払う必要がなくなりました。 

HPEの幅広いソリューションとHPEアカウントチームとの連携も、Milestone Computer Technology社にさまざまなメリットをもたらしています。セールスプロセスの短縮と簡素化により、同社は優れた顧客価値を提供しつつ、必要なセールスリソースを削減することができました。HPE GreenLake: Swiftセールスプログラムが、小規模なお客様への迅速なデリバリと従量制課金の優れた経済性を実現しています。Swiftセールスプログラムについては、モジュール4および5で詳しく見ていきます。 

コストとビジネスの整合
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HPE GreenLakeでは、お客様が求める柔軟な技術的能力を得られるだけでなく、目標である財務健全性も実現できます。 

HPEは先頃、フィンランドの通信会社であるNokia社のNokia Software事業部門が、ハイパフォーマンスR&Dデータセンターの1つでHPE GreenLakeソリューションを導入することを選択した際に、こうした成果をNokia社に提供しました。  

Nokia社のチームはこのデータセンターにおいて、オンプレミスの制御性を維持しつつ、パブリッククラウドのユーザーエクスペリエンスと低コストで提供したいと考えていました。データセンターでは、継続的インテグレーション/継続的デリバリ (CI/CI) モデルで5Gアプリケーションの開発およびテストを行う、数千人のソフトウェアエンジニアをサポートする必要がありました。また、年間600万ものVMを展開する必要があり、その数も急速に増え続けていました。 

さらに、Nokia社は先進的な環境目標を掲げており、Nokia Softwareはこのデータセンターをカーボンネガティブにしたいと考えていました。 

HPE GreenLakeソリューションを導入することで、Nokia社はこれらの目標をすべて達成しつつ、コストを削減することができました。HPE GreenLakeでは、求めていたユーザーエクスペリエンスをパブリッククラウドの数分の1のコストで実現できるようになりました。今では、実際に使用するストレージ容量の料金だけを支払いながら、エンジニアをサポートすることができます。また、二酸化炭素排出量の削減にも成功しました。たとえば、ストレージの容量は以前と同じでも、以前の環境のおよそ6分の1のハードウェアでその容量を確保できるようになりました。そして設置面積を減らしたことで、Nokia Softwareが支払う電力、冷却、スペースのコストも減っています。 

HPE GreenLakeにより、Nokia社では、コストと実際の使用量を整合させ、オーバープロビジョニングを回避しつつ、さまざまな金融工学によって節約した資本を展開できるようになりました。 

拡張性の実現
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ボン大学病院の例が示すように、HPE GreenLakeは、今日の組織が求める拡張性の実現に向けた、信頼できる独自の基盤となります。ボン大学病院は、成長中の医療部門、研究機関、および事業を抱えており、処理が速く拡張性の高いデータストレージシステムを探していましたが、HPE GreenLakeの提供開始後すぐに導入したことで、as a serviceソリューションのアーリーアダプターとなりました。 

病院として、患者の医療データのセキュリティを適切に維持できるオンプレミスインフラストラクチャを必要としていた同院は、HPE GreenLakeによって必要なときに適切な容量を過不足なく導入し、厳格なデータプライバシー規制に対応できるようになりました。HPE GreenLakeなら、追加の容量を迅速にプロビジョニングしてお客様のニーズの変化に対応するとともに、不要になった機能を非アクティブ化することが可能ですが、このような拡張機能は、特にオンプレミスまたはハイブリッドインフラストラクチャを必要としているお客様に有用です。HPE GreenLakeは、このようなニーズを念頭に置いた設計となっており、ニーズに合わせて簡単にスケールアップしたりスケールダウンしたりできます。 

複雑さに対処

[image: ]

自動運転車および安全運転サポート車向けソフトウェアの大手デベロッパーであるZenuity社は、複雑さの問題への対処に精通しています。このスウェーデン企業は、スウェーデンの自動車メーカーであるボルボ社とVeoneer社の合弁会社です。Zenuity社が自動運転車の開発に取り組むなかで、テスト車両や開発センターからデータを収集して保存、整理、分析する機能が必要となりました。難しい問題を解決して自動運転車の開発を成功させるうえで特に必要となったのが、人工知能をサポートするインフラストラクチャとハイパフォーマンスコンピューティング (HPC) インフラストラクチャです。 

そうしたインフラストラクチャなどを提供するにあたり、同社が選択したのがHPE GreenLakeでした。HPE GreenLakeソリューションにより、ネットワークのエッジでコンピューティングを行いつつ、データセンターで標準的なストレージサービスとコンピュートサービスを利用できるようになりました。AIとHPCをサポートするために、サービスとして提供され、HPE Pointnext Servicesによって管理されるHPE ApolloシステムとHPE ProLiantサーバーを利用しています。 

Zenuity社のように先進的な目標を掲げる組織は、HPE GreenLakeの包括的な機能を通じて、複雑なDevOpsや最先端のテクノロジーを導入するうえで必要なサポートが得られます。 

トピック4: その他のHPE GreenLake 
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ここでは、お客様に提供できるその他のサービスについて見ていきます。 

提供可能なその他のサービス
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HPE GreenLakeは、多くのお客様に固有のニーズに合わせてきめ細かくカスタマイズできるソリューションですが、お客様のすべての財務、IT、およびビジネス目標を達成するには、これまで見てきたオプションだけでは十分でない場合もあります。しかし、HPE GreenLakeには、HPEおよびHPE GreenLakeファミリのサービスや他のソリューションを追加できるというメリットがあります。 

ソリューションの価値を高めるために、パートナー独自のサービス、HPE Pointnext Services、HPE GreenLake Management Services (GMS) を追加することが可能です。これらのサービスはHPE GreenLakeに含まれていませんが、HPE GreenLakeソリューションを補完したり、ニーズの異なるお客様に追加提供したりするサービスとして役に立ちます。また、一部のHPEサービスを提供することも可能です。 

見込み客によっては、HPE GreenLakeの代表的なお客様のいくつかの要件に適合する場合もありますが、そうした見込み客のITやコストに関するニーズは、従来のHPE GreenLakeではカバーされません。そのような見込み客は、追加の管理や融資、またはArubaのエッジ/キャンパスネットワーキングソリューションを必要としている場合があります。こうしたお客様に対しては、他のソリューション向けのGMSサービス、HPEファイナンシャルサービス、ArubaのNetworking as a serviceを提案できます。 

GMSサービスは、HPE GreenLakeの従量制課金コンポーネントを含まない管理サービスを必要とするお客様向けに、HPE GreenLake以外のソリューションに付加できます。HPEFSソリューションでは、追加の融資オプションを提供することが可能です。また、Aruba as a serviceソリューションでは、パートナーがPartner Ready for Aruba Managed Services Provider (MSP) Program、またはManaged Connectivity Services (MCS) を通じてArubaのソリューションを提供するオプションを用意しています。 

HPE GreenLakeソリューションの最新情報については、ページの右上にあるリソースタブ内のリソースをご覧ください。これらすべてのオプションについては、このトピックの残りの部分で説明します。 

HPE Pointnext Services 
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HPE Pointnext Servicesは、世界で23,000人以上のエキスパートを抱えており、HPEのお客様が資産の価値を最大限活用できるようにサポートしています。HPE GreenLakeを販売する際は、HPE Pointnextについて話し合い、ソリューションに一部のサービスを含めることを検討します。HPE Pointnext Servicesは、クラウド、AI、エッジに対応する最新のソリューションで変革を成功させると同時に、新たな環境で効率的に運用できるようにするためのツール導入について従業員にトレーニングを行います。 

運用サポートサービスは、お客様中心のグローバルなテクノロジーサービスによってITサポートサービスを再定義し、リソースや専門知識に迅速にアクセスできるようにすることで問題解決までの時間を短縮します。これらのサービスにはTech CareとComplete Careが含まれており、いずれもHPE GreenLakeソリューションに組み込むことができます。Tech Careは、問題解決に役立つ技術的なヒントやエキスパートによるチャットサポートを提供します。またComplete Careは、その基盤を活用して環境全体の運用を改善し、お客様を日々の面倒なIT運用業務から解放することで、IT部門がビジネス成果の向上に注力できるようにします。 

アドバイザリおよびプロフェッショナルサービスでは、お客様がビジネスとITのニーズに対応しつつデリバリまでの時間を短縮できるよう、エキスパートがデジタルトランスフォーメーション戦略をカスタマイズします。サービスには、環境全体に関するコンサルティングとアドバイスが含まれます。ここで少し時間を取り、利用可能なサービスをいくつか確認し、それらのサービスがお客様のニーズに適合するかどうかを見ていきます。 

HPE GreenLake Centralで利用可能なその他のサービス
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HPE GreenLakeを販売する際は、その他のサービスもいくつか提案することで販売機会を拡大することができます。前述のこれらのサービスが、いずれもクラウドベースのサービスであることに留意してください。 

HPE GreenLakeのContinuous Cost Controlは、クラウドにおけるコスト面の監視および最適化機能を提供します。お客様は、使いやすくカスタマイズ可能なダッシュボードを通じて、クラウドのコストパフォーマンスに関する長期的な評価、最適化についてのアドバイス、ビジネスイベント監視などの情報を受け取ることができます。また、こうした機能を利用すれば、実績のある客観的な分析に基づいてコストを適切に把握し、最適化できるようになります。 

HPE GreenLakeのContinuous Complianceは、クラウドにおけるコンプライアンスの可視化およびアラート機能を提供します。お客様はこのサービスを通じて、クラウドガバナンス、リスク、およびコンプライアンス (GRC) 設計者チームによるサポートが受けられます。GRC設計者は、米国国立標準技術研究所 (NIST)、Payment Card Industry (PCI)、一般データ保護規則 (GDPR) といった一般的なコンプライアンスの枠組みを利用して、お客様の継続的コンプライアンスの実現をサポートします。このチームが主な規制対応を継続的に評価するため、お客様は、ビジネスリスクの大きな要因が軽減されていることを知って安心できます。 

また、HPE Right Mix Advisorでは、ハイブリッドクラウド アプリケーション移行戦略のアドバイザリサービスも提供しています。このサービスでは、クライアントマスターデータレポジトリ (MDR) を使用して、将来のハイブリッドクラウド資産を明示します。また、アプリケーションの依存関係を明確化し、アプリケーションの確認、分析、移行プランを提示するため、お客様はハイブリッドクラウド環境のメリットを確実に得ることができます。 

サービスの追加
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HPEパートナーは、HPEと連携して、確認から消費までがサービスとして提供されるようにお客様の既存の環境を変革し、ソリューションを統合して新たなポートフォリオを実現することで、お客様の「as a service」への移行をサポートすることが可能です。重要なのは、HPEにはこうした変革を最後まで推進する力があり、パートナーの皆さんをいつでもサポートできるということです。 

皆さんはまず、お客様の環境にあるものを把握する必要がありますが、Customer Asset Program (CAP) を通じてHPEのサポートを受けることができます。HPEはCAPを使用して、環境内のすべてのハードウェアのリストを取得します。このリストには、HPEだけでなく他社製の機器も含まれているため、環境全体についてお客様と話し合うことが可能になります。 

皆さんは、Software Defined Opportunity Engineを使用して環境内にあるものを分析し、どのワークロードをハイブリッド環境内のどこに配置すべきかをお客様にアドバイスすることができます。また、既存の環境の資金を有効活用できるようにサポートすることも可能です。お客様は「as a service」への移行により、環境に配慮した方法で廃棄しなければならない資産を活用できます。また、HPEアドバイザリおよびプロフェッショナルサービスがこうしたサービスのすべてを監視し、プロジェクトを管理することで、お客様の「as a service」への移行を加速させることができます。本コースの後半でも、各サービスについて詳しく見ていきます。 

皆さんはHPEと連携することで、お客様の環境にあるものを把握し、ワークロードを配置する場所についてアドバイスし、既存環境の資金を有効活用するとともに、「as a service」への移行を推進しつつプロセス全体を管理することができます。ただし、すべてのプロセスについてHPEに頼る必要はありません。皆さんは単独でこうしたサービスの一部を提供することができます。 

また、インフラストラクチャの管理、アドバイス、運用から提供やインストールに至るまで、as a service環境の一部を提供することも可能です。HPE GreenLake Management Servicesでも、特定のISVソフトウェアの組み込みやコロケーションパートナーを通じた環境のホスティングなど、一部のサービスを実行できます。 

HPE GreenLake Management Services 
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HPE GreenLakeを通じて提供されるHPE GreenLake Management Services (GMS) は、製品に依存しないサービスプラットフォームであり、お客様がHPE GreenLakeに含まれるハードウェア、ソフトウェア、およびサービスを実行できるようにサポートします。HPE GMSは、HPE GreenLakeのワークロードだけでなく、ITスタック全体をカバーするリモート監視、運用、管理、アドバイス、および最適化機能を提供します。これらのサービスでは、インフラストラクチャ、オペレーティングシステム、仮想化レイヤー、ミドルウェア、さらにはアプリケーションやワークロード上の機能を実行でき、それぞれのITハードウェアまたはソフトウェアコンポーネントをオンプレミス、お客様のデータセンター、またはパブリッククラウドなどのホスティングサイトに置くことが可能です。 

HPE GMSは、HPE GreenLakeに選択的に組み込むことができます。サービスは階層化されており、お客様の管理チームを補完する基本的なタスクから、管理チームがアプリケーションやワークロードに注力できるようにすべてを任せるクラウドのようなエクスペリエンスまで多岐にわたります。HPEは、データセンター全体を運用したり、定期的にデータセンター内の小規模な環境のアドバイスや管理を行ったり、リモートサイトを監視したり、それらのサービスをその他の形で組み合わせて実行したりできます。また、HPE GMSによるサポートは、エッジからクラウドまでの資産全体で利用できます。 

HPEは、お客様が制御を維持しながらIT環境の運用を簡素化できるソリューションを提供するのに必要な専門知識、インフラストラクチャ、エコシステム、およびツールを有しています。 

HPEファイナンシャルサービス (HPEFS) の柔軟な資金調達オプション
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HPEファイナンシャルサービス (HPEFS) でも、変革の資金を調達し、変革をサポートするIT投資戦略を策定できるようお客様をサポートすることが可能です。HPEFSは、移行ソリューション、販売/リースバックオプション、資産リサイクルなどのサービスを通じて、お客様が既存の資産から資金を調達し、アジリティを向上させてイノベーションを推進し、リアルタイムのインサイトを取得しつつ、持続可能なソリューションを提供できるようにサポートしています。柔軟な支払いソリューションなどの幅広いポートフォリオを活用することで、ビジネスリーダーが財務力を強化し、差し迫ったニーズに対応しつつ長期的な成功を収めることができるようにサポートします。HPEFSプログラムの主なメリットと利用可能なサービスについては、以下をご覧ください。 

既存の資産から資金を調達

HPEFSは、お客様が既存の資産を現金に換えて新しいテクノロジーに投資できる、買い戻しオプションを提供しています。また、お客様が新たなIT投資や他の事業領域の資金を調達できるように、余分な新しい機器を買い戻すことも可能です。HPEFSはこの方法で、過去2年間に6.42億ドルの資金を生み出してきました。数千ドルから数百万ドルまでの買い戻しに対応することで、あらゆる規模の企業をサポートしています。 

アジリティを向上させてイノベーションを推進  

HPEがコスト面の障害を取り除くことで、お客様は、イノベーションを推進するうえで必要なテクノロジーを導入するためのアジリティが得られます。HPEFSが不要になった資産から価値を引き出し、その投資を新たなソリューションに回せるようにサポートするため、お客様はリスクを抑えて新たなテクノロジーを導入できます。 

近年の世界的な混乱のなか、多くの企業は、テクノロジーを活用して競争力を維持することを強く求められる一方で、現金を温存したいと考えていました。HPEは、2020年支払い救済プログラムなどのプログラムにより、企業が対立する部門のバランスを取れるようにサポートしました。 

リアルタイムのインサイトを取得

HPEFSは、お客様が保有しているIT資産と、そうした資産が生み出す価値についての詳細なインサイトを取得できるようにサポートします。また、お客様にとって最も関連性の高い評価基準を利用して、財務部門に ソリューションのビジネス価値を証明できるようにIT部門をサポートすることも可能です。 

持続可能なソリューションを提供

お客様はサステナビリティの必要性を理解しており、レガシー機器に含まれる貴重な資源をごみにしたくないと考えています。 

HPEFSは、リソースが再利用され、誰もが次のようなメリットを得られる、循環経済の実現に取り組んでい ます。 

•買い戻しなどのオプションにより、お客様がレガシー機器から価値を得られる

•HPE がHPE認定中古製品や資産リサイクルソリューションにレガシー機器を活用することで、長期間にわたって資源を循環させる

特定のユースケースに対応するレガシー機器を必要としているお客様は、HPE認定中古製品から見つけることができます。 

学習チェック

ここで少し時間を取り、ソリューションについて学んだことを復習します。HPE GreenLakeに追加できるオプションと、それによってニーズが満たされるお客様を一致させてください。答えは次のページに記載されています。 
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学習チェックの答え
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まとめ
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このモジュールでは、HPE GreenLakeの価値がどのようにお客様のビジネス目標の達成に貢献するのかを伝える方法を学習しました。また、ITインフラストラクチャから融資ソリューション、その他のサービスに至るまでのHPE GreenLakeの構成要素についても学びました。 

そしてその他にも、HPE GreenLakeが皆さんのようなパートナーにどのような価値をもたらすのかを学習しました。HPE GreenLakeは、お客様との関係を維持するのに役立つうえ、プロセスを簡素化してかなりの経済的メリットをもたらします。 


モジュール3: HPE GreenLakeのセールスプロセス
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モジュール3: HPE GreenLakeのセールスプロセス 

学習目的
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ここでは、HPE GreenLakeのセールスプロセスについて学習します。トピック1では、セールスプロセスの5つの段階を確認します。トピック2では、HPEと連携してHPE GreenLakeの契約を獲得する方法を学びます。トピック3では、セールスプロセスを通じてHPEが提供する各種ツールを見ていきます。 

このモジュールを修了すると、皆さんに求められる役割やアクションを含む、セールスプロセスの各段階について説明できるようになります。また、お客様のライフサイクル全体を通じてリセラーが有する責任範囲とタッチポイントを明確にするためのリソースや専門知識を特定できるようになります。さらに、HPEパートナーである皆さんが、役割の異なるさまざまなHPE担当者と連携する状況を明らかにすることができます。 

また、お客様の状況を踏まえ、HPEおよびHPEFSとともにお客様の目標と目的を満たすうえでのベストプラクティスについて説明できるようにもなります。最後に、地域や役割によってHPE GreenLakeのセールスプロセスがどのように異なるのかを明らかにすることができます。 

トピック1: セールスプロセス
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このモジュールの最初のトピックでは、HPE GreenLakeのセールスプロセスを通じて皆さんがHPEとどのように連携していくのかを概説します。 

HPE GreenLakeのセールスプロセス
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この図が示すように、HPEは、5つの主要な段階で構成されたHPE GreenLakeのセールスプロセスを通じて皆さんをサポートします。また、セールスプロセスも、カスタムソリューションと標準ソリューションでは多少異なります。標準ソリューションには、SwiftセールスプログラムとHPE GreenLake Quick Quote (GLQQ) ツールで構成されたサービスが含まれています。 

セールスプロセスの第1段階では、機会の特定、登録、見極めを行います。プランニングに必要なドキュメントがすべて揃っており、主要な関係者が含まれていることを確認しながら、引き続き案件の準備を進めます。GLQQでは、ツール内で情報を入力することで、次の2つのセクションを実行します。カスタム案件では、期首と期末の部品表 (BOM) を含む初期段階の価格設定および予算ソリューションを構築します。 

Initial Budgetaryソリューションフェーズでは、最初に案件責任者 (DO) とパートナービジネスマネージャー (PBM) から価格の承認を得る必要があります。次に、お客様にHPE GreenLakeソリューションのビジネスケースを提示します。皆さんは、案件責任者とともに、お客様から提供された情報に加え、HPEが提供するツールやアセットを使用して競争力のあるバリュープロポジションを作成する必要があります。 

次に、発注で終了するFormalソリューションプロセスを実行します。HPEのさまざまな組織が関与しており、皆さんは、HPEファイナンシャルサービス、ハイブリッドIT、およびHPE Pointnext Servicesのアカウントマネージャーや担当者とやり取りすることになります。発注を完了するには、パートナー向けとお客様向けのSOWを作成して署名したうえで承認を得る必要がありますが、合計価格についても、このタイミングで承認を得る必要があります。 

使用した見積もり方法が標準かカスタムかを問わず、HPE GreenLakeソリューションの発注が完了したら、お客様のソリューションのデリバリと実装をサポートします。また、ディストリビューターとHPE、その中でも特に移行マネージャーと緊密に連携します。新しいHPE GreenLakeソリューションの実装は、セールスチームとデリバリチームが力を合わせて行います。 

最後に、お客様がビジネス目標の達成に必要なリソースを確実に得られるようにすることに注力します。皆さんはBilling Managerでお客様の使用量を確認できます。アカウントサービスマネージャー (ASM) もキャパシティプランニングを行うため、皆さんはASMと連携して追加のニーズに備えることができます。お客様の要件が明確になったら、皆さんとASMが、お客様による変更指示書の作成をサポートする必要があります。変更指示や案件の拡大に関しては、サポートおよび拡大セクションと特定および登録段階が重複することがあります。

次のページでは、こうしたプロセスの各手順を完了する方法を詳しく見ていきます。 

特定、登録、見極め
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セールスプロセスではまず、ソリューションの位置付けとお客様の見極めを行う必要があります。モジュール2では、見極めに関する質問 (該当する場合) への回答など、これらの手順を完了する方法を学びました。バリュープロポジションの提示とお客様の見極めが完了したら、エンゲージメントの準備とお客様の要件の定義を行います。この手順には、測定単位を決定するためのアセスメントとサイジング、適切なサイズの検討、適切なサイズの検討、お客様の環境の略図などが含まれます。 

チャネル担当者と連携することも必要です。チャネル担当者は、アセスメントだけでなく、さまざまな段階で皆さんをサポートすることができます。専任のエンゲージメントマネージャーがチャネル担当者となります (HPE Pointnext Servicesのセールス担当者、エンタープライズアカウントマネージャー (EAM)、パートナービジネスマネージャー (PBM)、またはHPEかHPEFSのその他の担当者が務める場合もあります)。この担当者は、皆さんを支援するとともに将来の計画の詳細をまとめます。こうした手順は標準見積もりでもカスタム見積もりでも同じです。 

案件の準備
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チャネル担当者 (PBMまたはエンゲージメントマネージャーの場合もあります) と連携して対象となるお客様の見極めが完了したら、Salesforce.com (SFDC) で案件を登録します。この作業はGLQQで行えますが、チャネル担当者がその作業をサポートすることも可能です。次に、信用調査を行います。ここでも必要に応じてチャネル担当者によるサポートが受けられます。 

機会の作成と登録

案件の登録は、プロセスにおける最初の重要な手順です。すべての国で案件の登録が求められるわけではありませんが、念のため、登録できるようにしておきます。黄色の矢印で示されている以下の手順に目を通し、HPE GreenLakeのチャネル機会のエントリーを作成して案件を登録するプロセスの詳細を確認してください。 

1.HPE Partner Ready PortalのHPE Deal Registrationにログインします。
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Salesforce.comのフォームからHPE Deal RegistrationでHPE GreenLakeのチャネル機会のエントリーを作成するプロセスを開始するには、次の手順に従います。 

•HPEのPartner Ready Portalにログインします。

•[業務管理]をクリックします。

•[案件]の[案件管理]または[案件登録] (地域によって異なる) をクリックします。

•ページの下までスクロールして[移動]をクリックします。

2.機会を作成します。
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機会を作成するには、次の手順に従います。 

•[新規作成]をクリックします。

•お客様を探してお客様名を選択します。

•詳細を入力します。

•[機会を作成]をクリックします。

3.ディストリビューターを選択します。
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ディストリビューターを選択するには、次の手順に従います。 

•チャネルパートナーまでスクロールダウンします。

•[ディストリビューターを追加]をクリックします。

•機会のディストリビューターを選択します。

4.製品のグループとサブグループを入力します。
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製品のグループとサブグループを入力するには、次の手順に従います。 

•[製品グループ]フィールドに「HIT GreenLake」と入力します。

•[サブグループ]フィールドに「GreenLake」と入力します。

•残りの情報を入力します。

•[機会に追加]をクリックします。

5.機会を完成させます。
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機会を完成させるには、次の手順に従います。 

•追加された製品を選択します。

•[保存]をクリックします(機会の作成が完了したら、必要に応じて返却したり管理したりできます)。

6.案件を登録します。
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案件を登録するには、次の手順に従います。 

•正しい機会が選択されていることを確認します。

•ページの下までスクロールします。

•[案件の登録]をクリックして[案件登録]タブを開きます (または、HPEから承認を得て、標準ソリューションの[見積もりの作成]をクリックします)。

7.質問に答えます。
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案件登録を完了させて質問に答えるには、次の手順に従います。 

•チェックを入れてHPE GreenLakeを適用します。

•質問に答えます。

•完了したら[保存して確認]をクリックします。

8.案件を送信して承認を求めます。

[image: ]

案件を送信して承認を求めるには、次の手順に従います。 

•送信したい案件を選択します。

•[承認のために送信]をクリックします。

信用調査
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案件を登録したら (または早期に)、信用調査を行う必要があります。信用情報は、お客様の適格性を判断し、ソリューションの融資の方法を決定する際に考慮に入れられるため、見極めとソリューションの価格設定の前に信用調査を行うことが非常に重要です。信用調査はHPEが行いますが、皆さんはそのための情報を提供できます。HPEのチャネル担当者は、HPEが調査を行えるようになるまで皆さんをサポートします。 

信用が低くてもお客様が対象外になることはありませんが、価格は高くなる可能性があります。ただし、セールスプロセスの終盤で信用が低いことがわかった場合は、皆さんとHPEの担当者の作業が増えることになります。早い段階で信用調査を行うことにより、皆さんとHPEFSの担当者は、ソリューションがお客様のビジネスニーズに合ったものになるようにするためのテクノロジーの買い戻しといった、柔軟な融資オプションを利用できるようになります。 

HPEFSは、プロセスの終わりに改めて最後の信用調査を行います。最初の信用調査の機会を逃した場合、この最後の信用調査を受けて案件が不成立に終わる可能性があります。 

学習チェック

ここで少し時間を取り、このトピックで今までに学んだことを復習します。Salesforce.comに案件を入力するのはいつですか。答えは次のページに記載されています。 
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学習チェックの答え
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カスタムソリューションの価格設定とSOWの作成
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次のフェーズは、ソリューションのサイジングです。それにはまず、期首と期末の容量を定義する必要があります。このモジュールでは、こうした手順を行う際に活用できるツールとリソースについて学びます。それには、アセスメントやサイジングのためのツールも含まれます。HPE GreenLake Quick Quote (GLQQ) ツールが事前定義済みの構成を提供するため、皆さんは適切なオプションを選択するだけで済みます。ただし、お客様によってはツール以外に必要なものがあるため、GLQQを選択できない場合もあります。このようなお客様には、期首と期末のBOMを作成し、機会レビュー (OR) を通じてHPEに提出する必要があります。その後、HPEとディストリビューターから皆さんに価格と提案書が送付されます。GLQQツールでは、手順2～4がツール内で実行されます。その後は、アップリフトを追加して正式な価格承認を得るだけで済みます。 

標準ソリューションおよびカスタムソリューションの提案とSOW 
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提案段階に到達するまでのプロセスは、見積もり方法やソリューションのオプションによって多少異なります。どのオプションを選択しても、ソリューションをサイジングできるようにお客様の環境を評価する必要があります。それを終えると、どの見積もり方法とソリューション内容がお客様にとって最適かを見極めることが可能になります。 

お客様がSwiftセールスプログラムに適しており、皆さんの地域でSwiftプログラムの価格表が利用できる場合は、ディストリビューターから事前承認済みの価格を受け取り、ディストリビューターとともにHPE GreenLakeの契約書を作成できます。また、GLQQツールを使用してSwiftセールスプログラムまたはクラウドサービスワークロードソリューションを構築することも可能です。GLQQでは、ソリューションの提案と実行可能な価格をアウトプットとして受け取ります。 

カスタムソリューションの場合、期首と期末のBOMを作成する必要があります。クラウドサービスソリューションではBOMが簡素化されており、HPEのサイジングツールがBOMの作成に役立ちます。特に、One Configuration Advanced (OCA) は、BOMの情報をインプットするためのフォーマットとなります。ソリューション設計者やディストリビューターが皆さんの価格設定をサポートします。 

GLQQツールを使用すれば、発注可能な価格を受け取り、提案段階に進むことができます。価格を受け取れないカスタムソリューションの場合は、機会レビュー (OR) と価格の最終承認を行うために、価格がHPEに送付されます。GLQQでは、このプロセスを合理化してミーティングを省略できます。価格が承認されると、ツールまたはエンゲージメントマネージャーとディストリビューターによって最終承認された価格と提案書を使用して、ソリューションを提案できます。 

最後の手順
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HPEによって価格が承認されたら、提案書を作成してお客様に提出します。次に、SOWの法的手続きを実行します。これは長期契約となるため、SOWと最終合意が皆さんの会社の方針とお客様の要件に従っていることを法務部に確認してもらう必要があるかもしれません。 

その後HPEが、皆さんの協力を得てデリバリを実行します。皆さんは自社またはHPEのインストールサービスを追加しており、デリバリの一部をサポートする必要があるかもしれませんが、こうしたプロセスの大部分はHPEが実行します。お客様のソリューションが稼働したら、変更指示プロセスに進みます。 

お客様向けのSOWの作成
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HPE GreenLakeの契約はHPEとのサービス主導の契約であるため、契約が自社の規定に違反していないことを確認する必要があります。HPE GreenLakeの契約を初めて結ぶ場合、法的対応に問題がないことを確認する手続きに時間がかかったり、複数の部署が関与したりする場合があります。また、その契約がお客様固有のSLAを遵守していることを確認する必要もあります。 

非標準ソリューションの場合、皆さんは、お客様向けのSOWと呼ばれるSOWを作成する必要があり、その作成に先立って、SOWの注文書とHPE GreenLakeチャネルSOWのパススルー条件のドキュメントで構成されるパートナー向けのSOWを受け取ります。パススルー条件のドキュメントは、HPEと最終顧客間でやり取りされるものであるため、お客様向けのSOWにそのままの状態で含める必要があります。 

ディストリビューターから受け取ったSOWの注文書には、HPE GreenLakeパートナー契約の条件の多くを含めることができますが、この注文書の一部の項は、皆さんが構成するソリューションとは関係がないため、変更するか削除する必要があります。たとえば、ディストリビューターは多くの場合、皆さんに提供するパートナー向けのSOWに縮小量の上限値を含めますが、皆さんがお客様に提供するお客様向けのSOWには、縮小量の上限値を含める必要はありません。こうしたドキュメントはすべて同じ契約書にまとめられますが、皆さんのパススルー条件はHPEとは異なる可能性があるため、必要に応じて削除または修正できるようにしておきます。 

これらの条件の多くに加え、皆さんは合計価格、自社のロゴ、および一般的にSOWに含められるその他の項目を追加します。 

成約とデリバリ
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このスライドには、最初の注文書の作成からお客様に対するサービスの開始に至るまでのHPE GreenLakeのデリバリプロセスのスケジュールが示されています。Swiftのセールスプロセスと皆さんが提供するサービスでは、このスケジュール (中でも構築フェーズ) を大幅に短縮できます。 これらの各手順では、お客様から示された要件に従って慎重にソリューションを構成します。 

注文プロセスで皆さんに連絡が入ることもありますが、このプロセスの大部分はHPEが処理します。ただし、デリバリと実装のスケジュールについてお客様から質問を受けることもあるため、ソリューションの使用を開始できるようにするために何をしなければならないのかを理解しておくことが重要です。また各手順、特に設置フェーズのスケジュールはおおよそのものであるという点に注意してください。皆さんは主に、デリバリチームが設置をスムーズに進めるとともに、設置後のフォローアップを行うのに必要な情報を確実に得られるようにすることに責任を負います。 

このプロセスをスムーズに進められるようにするための方法の1つとして、皆さんは電力/冷却要件が定められており、お客様のサイトが新しい機器を設置できる状態になっていることを確認しておく必要があります。 

サポートと拡張

[image: ]

デリバリと実装が完了すると、お客様はようやくHPE GreenLakeソリューションを使用できるようになります。しかしまだ、セールスサイクルの最後のフェーズである「変更指示」が残っています。 

HPE GreenLakeでは、お客様にバッファーキャパシティが提供されますが、これは容量全体のごく一部にすぎません。お客様の使用量が増加してバッファーに近づくと、変更指示に何を含める必要があるのかについてお客様と話し合います。同じテクノロジーの容量を増やす簡単な変更はすぐに実行できます。これについては、SOWですでに価格が設定されているため、お客様の容量を追加するためのBOMの作成だけが必要です。また、お客様の使用量が常に90%を下回っている場合の簡単な変更に関しては、HPEから承認を得る必要がなく、たとえば、お客様がすぐに現在の容量を使い果たすことになる大規模なプロジェクトを予定しているといった説明をするだけで済みます。 

お客様がソリューションに新たなテクノロジーやサイトを導入したいと考えている場合は、プロセスの中でより詳細なプランニングを行う必要があります。これに関しては、今まで行ってきたようなお客様のニーズの評価、新たなテクノロジーを念頭に置いたソリューションの構築、およびお客様との詳細の確認が必要になります。 

ソリューションのデリバリスケジュールの変動

お客様とHPE GreenLakeのデリバリスケジュールについて話し合うときは、いくつかの要因によって予定が長引いたり短くなったりする可能性があることを伝えておく必要があります。 

HPE GreenLakeソリューションは、それぞれのお客様によって異なる場合があるため、デリバリスケジュールも違ってきます。皆さんは、お客様にこのソリューションのスケジュールがどのようになりそうなのかを説明できるよう、こうしたスケジュールの変動について理解しておく必要があります。デリバリスケジュールが変動する要因については、以下をご覧ください。 

ソリューションの構築

サイジング、設計、価格設定の段階において、何らかの不確定要素によってスケジュールが延びたり短くなったりします。 

•HPE GreenLake Quick QuoteツールまたはSwiftセールスプログラムを使用してソリューションを構築すると、即座にプロセスが短縮される

•従来のサイジングを念頭に置いて構築されたソリューションをHPE GreenLakeのソリューションとして構築するには時間がかかる

•正式な割引または段階的な割引が追加されると、承認に時間がかかる

•OR後にBOMの調整が行われると、開発のスケジュールが延びる

テクノロジーの指定

お客様から求められたテクノロジーの製造に時間がかかると、デリバリプロセスが長期化する可能性がありますが、HPEでは、ソリューションとそのデリバリに必要な時間を示すために3段階の複雑度を指定しています。複雑度は、最初の製造だけでなく設置の複雑度も示しています。 

•シンプル: ブレードサーバーやHPE Nimbleなどのシンプルなテクノロジーを指します。

•やや複雑: デリバリスケジュールを長引かせる可能性がある、複数のサイトやその他の緩和要因を含むシンプルなテクノロジーソリューションが含まれます。

•複雑: CS 900 SAP HANAソリューションなど、設置のスケジュールを長引かせるソリューションを指し ます。

依存関係と前提

HPEでは、特定の前提を念頭に置いてHPE GreenLakeソリューションのデリバリを提案しています。 お客様がスケジュールを理解できるよう、皆さんはお客様に次のルール、依存関係、および前提をわかっておいてもらう必要があります。 

•収益認識のルール

•標準的な構築、発送、設置の前提 (お客様が設置日を先に延ばした場合、サービスの遅延が生じる可能性がある)

•お客様が日割料金に合意したという前提 (セールスサイクルのSOWの作成中に完了した場合)

•前提は、事前構築や非標準のプロセスまたはソリューションの可能性を説明するものではない

リスク

どのプロセスにもスムーズな進行を妨げる障害があります。お客様がデリバリの段階における想定外の遅延に対応できるよう、お客様に次のような一般的なリスクを伝えておいてください。 

•お客様サイトの準備の問題

•お客様による設置日の先延ばし

•製造のリードタイム/供給上の制約

•設置のためのリソースの制約

•予約パッケージなどの内部アクティビティのやり直しが必要になる問題

トピック2: HPEとの連携
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このトピックでは、皆さんがHPEとどのように連携していくのかを見ていきます。 

エンゲージメントのガイドライン
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リードジェネレーションは、HPEのアカウントチームとの連携を含む双方向的なものです。利用単価はHPEが設定しますが、HPEの契約はディストリビューター (またはTier 1パートナー) との間で交わされ、HPEがTier 2パートナーやお客様と価格、または提案書やSOWなどの正式なドキュメントを共有することはありません。皆さん (Tier 1またはTier 2パートナー) は単価に自らの利益を上乗せすることになりますが、ソリューションに独自のサービスを追加することもできます。HPEのセールスチームは、このプロセスを通じて皆さんをサポートする役割を果たし、皆さんが必要に応じて段階的な価格引き上げの承認を求められるよう支援することが可能です。 

パートナー、ディストリビューター、およびHPEの責任

パートナー、ディストリビューター、およびHPEにはいずれも、HPE GreenLakeのセールスプロセスを通じて果たすべき役割があります。皆さんが負う責任、および他の関係者が負う責任については、以下をご覧ください。なお、販売活動はそれぞれ異なり、HPEの担当者やパートナーセールス担当者との関係によって責任を負うタスクの数が増減することがあります。 

パートナーセールスの責任

•パートナーは、SFDCかPartner Ready Portalを通じてHPE GreenLakeのすべてのリードを登録する必要があります。

•パートナーは、見極めチェックリストで求められている情報を提供してHPEによる機会の見極めをサポートします。

•パートナーは、各自の販売契約の締結とお客様へのHPE GreenLakeのプロビジョニングに責任を負います。

•HPE GreenLakeサービスを再販する場合は、複数年 (3年以上) の利用を条件にする必要があります。また、変更指示書によって既存のお客様のHPE GreenLakeサービスを追加する場合も、3年以上の利用を条件にする必要があります。

パートナープリセールスの責任

•パートナープリセールスは、ソリューションのサイジングとBOMの作成に関してすべての責任を負います。HPEはアセスメントとサイジングをサポートできますが、ソリューションの構築はパートナープリセールスが行う必要があります。

•また、パートナープリセールスは、パートナーセールスが責任を負うすべての作業をサポートできるほか、プロセス全体を通じてHPEと協議する必要があります。

ディストリビューターの責任

•HPEからHPE GreenLakeサービスを購入する場合、ディストリビューターはHPEと連絡を取ります。

•ディストリビューターは、自らの販売契約の締結とパートナーへのHPE GreenLakeのプロビジョニングに責任を負います。

HPEの責任

•HPEの担当者は、パートナーが登録した機会の確認、見極め、承認を行います。

•HPEの担当者は、ディストリビューター (またはパートナー (該当する場合)) と連絡を取り、サービスの購入に関する詳細を決定します。

•HPEの担当者は、最初の設置とその後のキャパシティ管理でパートナーとともに作業を行う、HPEデリバリ連絡先担当者の氏名を知らせます。

•HPEの担当者は、ハードウェアをプロビジョニングしてお客様に直接発送します。

役割と責任
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自分自身が何に責任を負うのかを認識できるよう、これらの役割と責任を確認してください。皆さんが初めて販売活動を行う場合、HPEは、パートナーセールスとパートナープリセールスの列に記載されている大部分のタスクをサポートすることが可能です。また、見極め、アセスメント、BOMの作成、SOWの作成などに役立つさまざまなツールも利用できます。 

このスライドは、パートナープリセールスがソリューションのサイジングに責任を負うとともに、その他の大多数の手順で意見を求められることを示しています。パートナープリセールスのプロフェッショナルである皆さんは、セールスチームやディストリビューターと協力して、インストールとサポートを除くすべての作業を行います。皆さんの組織がインストールおよびサポートサービスを行っている場合は、その作業も担当します。HPEから皆さんに使用量レポートへのアクセス権を付与しますので、皆さんのチームがその内容をお客様に伝達する必要があります。  

このコースを修了すると、皆さんが責任を負う各タスクを完了するか、その完了をサポートするリソースや個人にアクセスする準備が整います。 

学習チェック

ここで少し時間を取り、皆さんが負う責任について学んだことを復習します。パートナープリセールス担当者である皆さんは、販売の大部分の段階でサポートとコンサルティングを行う必要があります。次のうち、皆さんが責任を負う段階、責任を負わない段階、情報を受け取るだけの段階はどれですか。それぞれ回答を1つ選択してください。答えは次のページに記載されています。 
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学習チェックの答え
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役割の定義
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プリセールスエンジニア、セールスエンジニア、システムエンジニア、ソリューション設計者、またはセールスプロフェッショナルが混在するなかで、皆さんの役割を明確にすることが重要です。HPE GreenLakeの販売には、皆さんの組織でこうした職務を担うチームメンバーが複数関与する場合もあります。このコースでは、パートナープリセールス担当者を、カスタマーエンゲージメントと関係管理、価格設定とSOWの作成、およびキャパシティ管理を行う者と定義します。パートナープリセールス担当者は、ソリューションのサイジングと設計を行うとともに、プロセスを通じてHPEおよびパートナーセールス担当者と協議します。 

HPE GreenLake for Partnersは、パートナーである皆さんが最終的なソリューション、価格、およびお客様との契約に責任を負うという点で、他の類似したプログラムとは一線を画しています。皆さん、またはいずれかのチームメンバーがプロジェクトマネージャーを務めます。皆さんの組織が基本姿勢を定めて、(必要なソリューションの決定を含む) ビジョンを伝えます。皆さんがあらゆる分野の専門家になる必要はありません。チームを構築し、必要に応じてHPEのチームメンバーに頼ることができます。何が把握できていないかを明確にしたうえで、HPEにサポートを求めます。 

GreenLakeの機会の複雑なチーム構成
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次は、皆さんをサポートするHPEのチームメンバーの構成について見ていきます。皆さんはまず、GreenLakeプリセールスマネージャー、またはPointnext GreenLakeセールスプロフェッショナルのサポートを受けます。その人物がチームにエンゲージメントマネージャー (そして場合によってはハイブリッドITリーダーまたはプリセールスプロジェクトマネージャー) を追加します。ソリューションによっては、皆さんが提案する製品を専門とするソリューション設計者をマネージャーが追加する場合もあります。また、必要に応じて、アカウントデリバリマネージャーとGreenLakeビジネスサポートマネージャーの支援も得られます。 

チームを構築する方法
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チームを構築するには、まずHPEに連絡を取り、HPE Pointnextセールスまたはプリセールスプロジェクトマネージャーから案件IDを取得します。または、GreenLakeプリセールスマネージャーに機会の概要を説明します。このメールには、お客様の関連する目標やテクノロジーについて皆さんが知っている情報に加え、皆さんが抱える課題や懸念事項、または必要とする設計サポートについても記載します。GreenLakeプリセールスマネージャーは、エンゲージメントマネージャーのほか、皆さんが必要とするチームメンバー (ソリューション設計者など) を選任します。 

皆さんはチームと連携するにあたり、お客様の目標と皆さんのビジョンに重点を置いたキックオフミーティングを開催する必要があります。ミーティングを省略して、標準ソリューションまたは小規模なカスタム案件についてのメールを送信するだけでもかまいません。どちらの場合でも、皆さんがスケジュールを提示し、予測を立て、役割を決定する必要があります。また、プロセスのどの段階をサポートし、誰と連絡を取るのかをチームメンバーが把握できるように、エンゲージメントのルールを定めることも必要です。 

サポートする人員とタイミング
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ここで、セールスプロセスと各タスクを実行する人員について確認します。ただし、これらの役割は流動的です。手順9の実行方法については、モジュール5および6で詳しく説明します。 

HPEFSを関与させる
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皆さんは、金銭的メリットを伝えられるようにするために、HPEファイナンシャルサービス (HPEFS) をプロセスに関与させる必要があります。HPEFSは、コスト面での話し合いに関して豊富な経験があり、皆さんはそれらを活かすことができます。また財務用語に精通しており、お客様との会話で皆さんを強力にサポートすることが可能です。HPEFSを関与させるタイミングが早ければ早いほど、HPEFSの専門知識を活用できる機会が増えます。 

HPEFSは、お客様とコストについて話したことがある場合も多く、コストに関する説明でさらなる成果を得られる重要な知識を有しているということを頭に入れておき、HPEFS内の誰がお客様と関係を築いているのかを尋ねるようにしてください。すでにコストについてお客様と話したことがある人物と連携すれば、商談をより効果的に進めることができます。 

また、お客様の既存の機器をHPE GreenLakeソリューションに含めるかどうかも確認しておく必要があります。HPEFSは、お客様が現在のソリューションから価値を引き出せるようサポートすることが可能なため、皆さんはこれらの選択肢を検討してからお客様にソリューションを提案しなければなりません。 

最後に、お客様が融資の対象となるかどうかを確認します。構築したソリューションとそのソリューションがお客様の計画にどのように適合するのかによって必要な準備が異なるため、できる限り早い段階でHPEFSを関与させるようにしてください。 

トピック3: セールス支援ツール
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次は、皆さんの販売活動に役立つHPEの各種ツールについて見ていきます。 

エレメント自動化ツール - 発注からデリバリ後まで
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このスライドには、皆さんが利用可能なツールの一部が示されています。次のページから、各ツールについて詳しく見ていきます。ここでは、BOMを作成する方法にはGLQQとOCAの2つがあることに留意してください。ソリューションセールス イネーブルメントツールキット (SSET) とAssessment Foundry (SAF) は、どちらもサイジングをサポートするツールです。SSETは、2022年にGLQQおよびSAFと統合されます。Software Defined Opportunity Engineなどのその他のアセスメントツールおよびサイジングツールには、間もなく追加機能が組み込まれる予定です。 

皆さんがOCAでソリューションを構築するか、GLQQを使用するかにかかわらず、必要となるのがUCIDです。HPEはこのID番号を使用して、皆さんのソリューションの評価や構築を行います。Smart CIDは、UCIDを取得する方法の1つです。 

確認/アセスメントツールおよびプログラム

お客様の環境を評価することは、セールスプロセスで最も重要な段階の1つであり、これを行うことでソリューションをサイジングする準備が整います。皆さんは独自のアセスメントツールを使用できますが、HPEのアセスメントツールおよびプログラム (Assessment Foundry、HPE CloudPhysics、Customer Asset Program、Right Mix Advisorsなど) を使用することもできます。これらのツールの詳細については、以下をご覧ください。 

Assessment Foundry (SAF) 

Assessment Foundryでは、サイザーとアセスメントツールを使用できるほか、OCAに統合して最終BOMを作成できます。元はストレージのアセスメント用に作成されたこのツールにより、ストレージを評価するだけでなく、1時間未満で見積もりに必要なデータを収集できます。さまざまなツールで構成されていますが、サイジングに使用できる主なツールは次のとおりです。 

SAF Collect 

•お客様の環境にインストールする必要がない

•ワンクリックのアップロードで、データの即時自動収集を実行

•サーバー、ストレージアレイ、vSphereアプリケーションを含む、複数のデータソースを検出

SAF Analyze Online Application 

•収集された評価基準を詳細に分析し、収集されたデータをサイジング目標および目的に変換

•クラウドアセスメントとリードジェネレーションの実施

HPE CloudPhysics 

HPE CloudPhysicsは、簡単に使用できるHPEのSaaSプラットフォームであり、お客様のデータセンター環境をオンデマンドで分析します。HPE CloudPhysicsのアセスメントにより、お客様のデータインフラストラクチャを継続的に監視および分析することで、皆さんはお客様の信頼できるアドバイザーとなることができます。 

HPE CloudPhysicsを使用すれば、仮想化インフラストラクチャでデータ主導の有益な情報を引き出し、ITパフォーマンスの向上、適切なサイジング、ワークロード配置の最適化などを実現できます。お客様が利用できるソリューションには、HPE Simplivity、HPE Alletra、HPE Nimble、HPE Nimble Storage dHCIなどが含まれます。また、HPE CloudPhysicsでは、HPE GreenLake環境とData Services Cloud Console環境のアセスメントも行えます。今も新しい機能が追加されているため、HPE Seismicで最新情報をご確認ください。 

CloudPhysicsが以下の点でお客様をサポート: 

•非効率な領域を特定する

•最適化の機会を特定する

•可能性のあるHPEソリューションのサイジングとモデリングを行う

•ワークロードが互いに影響し、時間とともに拡張する仕組みを理解する

Customer Asset Program (CAP) 

お客様の既存の機器を把握しておけば、適切なソリューションのサイジングに役立つことがあります。HPE GreenLakeソリューションには、レガシーハードウェアを含めることはできませんが、レガシーハードウェアの買い戻しなどのサービスを追加することが可能です (詳細については、モジュール5で説明します)。 

HPEは、Customer Asset Program (CAP) を通じて無料の物理監査も行っています。 

HPE CAPでは、お客様の現在のハードウェアのインベントリを取得したり、HPEのITインベントリ資産の権限を検索したり、包括的なレポートを作成したりします。このプロセスにはさらなる時間を要するため、このプログラムがお客様のインフラストラクチャを把握するのに役立つかどうかは各自で判断してください。 

HPE Assetは、お客様がこのようなインベントリを作成するのに役立つことがある、ネットワークを巡回するソフトウェアです。お客様がこのようなソフトウェアを許可することに不安を感じている場合は、お客様が各自の環境を把握できるようにHPEからこのソフトウェアが提供されるということを強調してください。このソフトウェアを使用すると、お客様はどのような削減を望んでいたとしても、それらに関する情報を皆さんに提供できるようになります。

Right Mix Advisors (RMA) 

RMAでは、オンプレミスで維持するワークロードとオフプレミスに移行するワークロードの計画だけでなく、オンプレミス環境の規模を適正化するための計画も立てることができるよう、HPE Pointnext Servicesがお客様をサポートし、エキスパートによるアドバイスと各種ツールを組み合わせてワークロードを評価します。RMAの成果物は次のとおりです。 

•カスタマーマスターデータレポジトリ (MDR)

•対象となるすべてのアプリケーションをカバーする大まかな移行のロードマップ

•対象となるアプリケーションのリストとそれぞれを展開する場所についてのガイダンス

•移行アプローチの明確化

•最初に移行するアプリケーションの提案

サイジングツールと見積もりツール

カスタムのHPE GreenLakeソリューションのサイジングは従来のソリューションのサイジングとよく似ているため、引き続き使い慣れたツールを使用することになります。HPEでは、お客様の正確な要件に基づいてBOMを作成するのに役立つ幅広いSizerを提供しています。Sizerの完全なレポジトリは、HPE Tech ProとHPE Products and Solutions Now (PSNow) にあります。これらのツールの詳細については、以下をご覧ください。 

Assessment Foundryおよびその他のサイジングツール

Assessment Foundryは、以下を含む、さまざまなソリューション向けの各種サイザーツールと接続して使用できます。 

•NinjaSTARS: 3PAR、Nimble、StoreOnce

•HPE Storage Sizer: MSA、XP7、StoreEasy、StoreEver、スイッチ

•HPE Solution Sizer: Exchange、SharePoint、Skype、SAP、HANA、EPA

SSET 

ソリューションセールス イネーブルメントツールキット (SSET) は、一般的なワークロードやアプリケーションでソリューションの適切なサイジングをサポートします。皆さんは、以下を利用できます。 

•サイジング済みで価格競争力のある、最適なソリューションを選定するためのガイド

•高パフォーマンスと将来の拡張に対応するソリューション (1つまたは複数のソリューション)

•SAFなどのツールとの統合

•お客様のデータセンターのニーズに合わせてカスタマイズされたソリューション

•工場またはオンプレミスで検証済みのブラックボックス構造

•検証済みの設計によるエンドツーエンドのソリューション

•Element APIによるリキャストなど、ライフサイクル運用で完全に運用可能なソリューション

•ROIの最大化と価値実現時間の短縮

SSETツールを利用するには、https://sset.ext.hpe.com/にアクセスしてください。 

HPE GreenLake Quick Quote 

HPE GreenLake Quick Quote (GLQQ) は、ユーザーガイド付きの自動見積もりシステムです。これを使用すれば、HPE GreenLakeのセールスサイクルを簡素化して短縮できます。このツールは、仮想化、プライベートクラウド、ストレージ、コンピュート、データベースといったHPE GreenLakeクラウドサービス向けとなっており、すべてのパートナーにご利用いただけます。 

ハードウェアの選択について話し合うよりも、お客様が提供しなければならないワークロードに重点を置くことで、そのワークロードに最適なソリューションをすばやく入手できます。GLQQツールについては、モジュール4および5で詳しく見ていきます。 

GLQQツールは、次のような点でお客様をサポートします。 

•ユーザーガイド付きの見積もりとワークロードベースの提案により、5分で見積もりとビジネス価値を提示する

•勘や推測に頼ったり、BOMを何度も作る必要がなくなる

•プロセスではなく、お客様に重点を置く

OCA 

One Configuration Advanced/Simple (OCA/OCS) は、BOM作成を支援するツールです。OCAを使用すれば、皆さんやお客様が、展開に先立ってWebベースのGUIで具体的な構成などの見通しを立てることができます。モジュール 4では、OCAの使用方法を詳しく見ていきます。ここで重要なのは、このツールで何ができるかを把握することです。

•期首と期末のBOM (複数のテクノロジーとUCIDを使用した期首と期末の構成を含む) を作成する

•必要なレポート、他のレベルのHPE Pointnextサポート、HPE GMSなどのサービスを追加する

•BOMまたは機器に関連するサービスにインストールサービスを追加する

•製品で必要となるか、お客様に要求されたときに、コンサルティングサービスを追加する

学習チェック

ここで少し時間を取り、セールスプロセスについて学んだことを復習します。右側のセールスシナリオを読み、その状況に最も適したツールを組み合わせてください。答えは次のページに記載されています。 
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学習チェックの答え
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まとめ
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このモジュールでは、特定、登録、見極めから、お客様の環境の評価、案件の準備、ソリューションのサイジング、価格設定とSOWの作成、案件の提案と成約、実装とデリバリ、サポートと変更指示による拡張に至るまで、セールスプロセスの各段階について学習しました。 

また、HPEと連携してチームを構築する方法を確認しました。トピック3では、SSETとOCAを中心に、皆さんが利用できるさまざまなツールについて学びました。 


モジュール4: HPE GreenLakeソリューションの特定
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モジュール4: HPE GreenLakeソリューションの特定 

学習目的
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このモジュールでは、HPE GreenLakeで利用可能なソリューションおよび見積もりのオプションについて見ていきます。最初に、各オプションを選択するタイミングと理由を確認します。トピック2では、HPE GreenLakeで利用可能なHPE GreenLake Quick QuoteツールとSwiftセールスプログラムについて学習します。次のトピック3では、HPE GreenLake for Compute、Storage、VMなどのHPE GreenLakeクラウドサービスについて見ていきます。最後のモジュールでは、HPE GreenLake Management Services (GMS) など、ソリューションに追加できるサービスを確認します。 

このトピックを修了すると、利用可能なHPE GreenLakeのサービスとメリットについて説明し、お客様のビジネスニーズや技術面のニーズに合わせてソリューションをカスタマイズすることが可能になります。また、GLQQ、Swift、カスタム、またはクラウドサービス向けの各種ソリューションについて説明し、ソリューションの主なビルディングブロックを明確に示すとともに、各ツールに適したセールスプロセスを見極めたうえで、お客様に固有のビジネスニーズや技術ニーズに合わせて各手法を選択するタイミングを決定できるようになり ます。 

トピック1: HPE GreenLakeソリューションの見積もりおよびデリバリオプション
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ここでは、HPE GreenLakeポートフォリオの構成要素を詳しく見ていきます。 

HPE GreenLakeのオプション
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HPE GreenLakeでは、3種類のデリバリ方法 (Swiftセールスプログラム、クラウドサービス、またはカスタムソリューション) のいずれかを使用してオンプレミスで提供される、as a serviceソリューションを提案できます。Swiftセールスプログラムは、小規模なワークロードに適したエントリーレベルのHPE GreenLakeソリューションです。その名のとおり、Swiftセールスプログラムでは、短時間でソリューションを設計して承認を得ることができます。より大規模で複雑なニーズを抱えているお客様に対しては、カスタムソリューションを設計することが可能です。これらのソリューションは全世界で提供されており、お客様固有のニーズに合わせてカスタマイズされます。最後に、特定のワークロードニーズがあるお客様に対しては、HPE GreenLakeクラウドサービスを提案します。これらのサービスは、クラウドのユースケースを念頭に置いて構築されており、最短14日で運用を開始できます。 

またHPEでは、こうしたソリューションの見積もりを作成する方法を複数用意しています。標準ソリューションの見積もりは、Distributor MarketplaceまたはHPE GreenLake Quick Quote (GLQQ) ツールを使用して作成します。GLQQツールでは、一般的なパラメーターに適合するHPE GreenLakeソリューションの事前承認済み価格をすぐに取得できます。GLQQで設計されたソリューション (クラウドサービスとSwiftセールスプログラムを含む) の場合、数か月ではなく数分で実行可能ドキュメントを入手できるため、セールスプロセスを大幅に短縮できます。GLQQが使用できない地域では、Distributor Marketplaceを使用して事前承認済みの価格を取得できます。 

カスタムソリューションとクラウドサービスソリューションを対象とするカスタム見積もりは、より複雑なプロセスとなりますが、お客様固有のニーズに対応するソリューションを構築できます。次の数ページにわたって、お客様に適したデリバリ方法と見積もり方法を選択する方法を学習します。 

デリバリオプションを提案するタイミング

見積もりオプションによって見積もりとサイジングのプロセスが変わる一方で、デリバリオプションにより、お客様のソリューションのサイズや形態などの特性が決まります。お客様に最適なソリューションを提供するには、HPE GreenLakeの各デリバリオプションがお客様固有のニーズをどのようにサポートしているのかを把握しておく必要があります。皆さんがHPE GreenLakeを販売すべきタイミングと、各種のデリバリオプションを使用してHPE GreenLakeを提案すべきタイミングについては、以下をご覧ください。 

皆さんが以下に該当する場合は、HPE GreenLakeなどのas a serviceソリューションを販売できるように準備します。

•競争で優位に立ち、長期にわたってお客様を維持したい

•競合他社との差別化を図りたい

•HPE GreenLakeソリューションと簡単に組み合わせて利用できるサービスを提供している

次のようなお客様には、HPE GreenLakeを提案します。

•as a service消費モデルへの移行を希望している

•セキュリティ上、またはパフォーマンス上の理由から、オンプレミスで維持しなければならないワークロードがある

•「適切なサイジング」と従量制課金により、コストを削減したいと考えている

•テクノロジーを刷新する必要がある、またはリース期間の終了が迫っている

•パブリッククラウドによってコストを削減できると考えている

次のようなお客様には、HPE GreenLakeクラウドサービスを提案します。

•VM、コンテナ、コンピュート、AI/MLなどのワークロードに最適化されたインフラストラクチャを必要としている

•エッジ、コロケーション施設、データセンターで提供されるクラウドサービスを必要としている

次のようなお客様には、Swiftセールスプログラムを提案します。

•地域のASMによる、HPE GreenLakeの包括的なサービスを求めていない

•必要な拠点が3つ未満、またはリモート管理を希望している

•ITの予算やスタッフが限られており、総契約額 (TCV) を25万ドル未満に抑える必要がある (およそ26台のサーバーまたは130TBのストレージ)

•短いセールスサイクルで、すぐにソリューションを導入する必要がある

見積もりオプションを利用するタイミング
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皆さんは、HPE GreenLakeソリューションのさまざまな見積もり方法を利用するタイミングも知っておく必要があります。このリストには、どの見積もりオプションを使用すべきかを判断するうえでの留意事項が示されています。たとえば、Distributor Marketplaceは、HPE GreenLake Quick Quoteを使用できない場合にのみ提供されます。Swiftセールスプログラムソリューションは、通常、総契約額が50,000～250,000ドルの案件に使用されます。カスタム見積もりは、特殊なお客様のニーズに対応できるうえに複数のテクノロジーを含めることができますが、準備には最も時間と手間がかかります。 

お客様に見積もりを提示するまでの時間を短縮すれば、競合サービスとの差別化を図ることができます。そのため皆さんは、HPE GreenLake Quick QuoteツールまたはDistributor Marketplaceを使用して見積もりプロセスを短縮することを検討しているかもしれません。通常は、HPE GreenLakeの各種見積もりオプションを使用する際のガイドラインが適用されますが、ソリューションに含まれるサービスではガイドラインが異なる場合があります。次のページからは、このスライドに示されている各見積もりオプションについて詳しく見ていきます。 

GLQQツールを使用して見積もりを作成する理由

お客様のニーズに合ったワークロードがGLQQツールに含まれていると、お客様と営業担当者双方のセールスプロセスを簡素化および短縮できます。このツールを使用すれば、より短時間で提案を行って機会を捉え、案件をクローズすることが可能です。 

GLQQツールを使用して見積もりを作成する場合のその他のメリットについては、以下をご覧ください。 

提案までの時間の短縮

•HPE GreenLakeソリューションではこれまで、複数回のBOMの作成、契約交渉、複数の承認、およびリーガルレビューが必要とされ、何らかの変更があるとプロセスをやり直さなければなりませんでした。

•また、プロセスが合理化されていたとしても、カスタムのHPE GreenLakeソリューションの構築には数日かかることがあるうえ、HPEが設計に関与する必要があります。

•GLQQツールを使用すれば、6回のクリックで価格の承認を得て8回のクリックで提案書を作成できます。

HPE GreenLakeの迅速かつ効率的な販売

•GLQQツールでは、テクノロジーや製品ではなく、ワークロードとビジネスメリットに重点が置かれます。ワークロードとお客様の要件に関する基本的な情報を入力すると、GLQQツールでお客様のニーズに合ったHPE GreenLakeソリューションの提案書が作成され、事前承認済みで拘束力のない価格が示されます。

内部プロセスよりも、お客様への説明に注力

•提案書を作成するまでの時間が短縮されるため、お客様への価値の説明により多くの時間を割き、常に競合企業の先を行くことができます。

エクスペリエンスの簡素化

•GLQQツールでは、BOMを作成したり、HPEとのミーティングのスケジュールを設定したり、承認を待ったりする必要がなく、お客様に提案書を提示するのに必要なすべてのものが数回のクリックで整います。

Swiftセールスプログラムで提供する理由
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HPE GreenLake: Swiftセールスプログラムは、HPE GreenLakeを初めて販売するパートナーに最適です。事前構成済みおよび価格設定済みのHPE GreenLakeソリューションを提供することで、セールスプロセスを簡素化しています。 

皆さんは、MSRP (希望小売価格) が記載されたDistributor Marketplaceを使用するか、GLQQツールを使用してストレージとコンピュートの容量の月額料金を確認することができます。HPEはサービスを標準化することで、交渉プロセスを簡素化するとともにセールスサイクルを短縮しています。皆さんは、たった1日でHPE GreenLakeの契約を締結することができます。 

HPEは、Swiftセールスプログラムを通じてリモートで提供することにより、小規模なお客様にHPE GreenLakeを提供できるようにしています。リモートデリバリによってコストが削減されるため、Swiftセールスプログラムで提供されるHPE GreenLakeソリューションの総契約額は、50,000～250,000ドルとなります。 

構成がシンプルでセールスサイクルが短く、低コストで開始できるHPE GreenLake: Swiftセールスプログラムを利用すれば、小規模なお客様もHPE GreenLakeソリューションをスムーズに導入できます。 

カスタムソリューションを提供する理由
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GLQQツールソリューションは多くのお客様のニーズに対応しますが、カスタムソリューションの作成が必要になることもあります。もちろん、GLQQツールで提案される事前構築済みの各種ソリューションに含まれない、新たなワークロードをサポートするHPE GreenLakeソリューションをお客様が必要とする場合には、カスタムソリューションを作成する必要があります。ただし、GLQQツールにそうしたワークロード向けのソリューションが含まれていたとしても、カスタムソリューションを作成しなければならない理由が他にもあります。多くのお客様は、推奨プロセッサーなど、事前承認済み価格のソリューションには含まれない、特定の要件を定めています。GLQQツールではハードウェアタイプをきめ細かく選択できないため、カスタム見積もりを作成する必要があります。 

また、お客様の既存の環境を復旧したり、HPE GreenLakeソリューションに組み込んだりしなければならない場合も、カスタム見積もりの作成が必要になることがあります。このようなケースでは、お客様が皆さんに提供を求めているソリューションではなく、既存のインフラストラクチャに基づく見積もりが必要です。 

ただし、カスタム見積もりを作成する予定であったとしても、前のトピックで説明したGLQQツールが役に立つことがあります。GLQQツールを使用すれば、暫定価格でしかないことを伝える必要はあるものの、お客様に関心を持ってもらうために概算価格を出すことができます。そしてその後、このトピックで概説したプロセスでカスタムソリューションを作成し、ソリューションの正しい価格を出してもらうことが可能です。 

学習チェック

ここで少し時間を取り、ソリューションについて学んだことを復習します。お客様のニーズに最も合ったHPE GreenLakeデリバリオプションを選択してください。答えは次のページに記載されています。 
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学習チェックの答え
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トピック2: HPE GreenLake Quick QuoteとSwiftセールスプログラム
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次は、HPE GreenLake Quick QuoteツールとSwiftセールスプログラムについて詳しく見ていきます。 

GLQQツールとは
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HPE GreenLake Quick Quote (GLQQ) は、HPEパートナーがお客様のHPE GreenLakeソリューションを簡単に構築できるようにサポートする、セルフサービスツールです。このツールによって大部分の内部プロセスが簡素化および短縮されるため、説明、提案、成約までをスムーズに進めることができます。 

GLQQツールを使用してHPE GreenLakeソリューションを構築することがお客様に適しているかを判断するにあたり、お客様のニーズに合った事前定義済みのソリューションを利用できるかどうかを確認する必要があります。このスライドには、GLQQツールで構築できる、特定のワークロード向けのソリューションの例が示されています。また、GLQQツールには、ビジネスクリティカルなストレージなどのワークロードに対応するオプションや、Swiftセールスプログラムソリューションを構築するためのオプションが含まれています。ただし、地域によって選択可能なワークロードは異なります。HPE GreenLakeチームでは、継続的に新たなワークロードを追加しているため、新たなオプションがないか、ツールを定期的に確認するようにしてください。 

GLQQツールは汎用性に優れていますが、その限界を理解して初めて、皆さんやお客様がメリットを得ることができます。GLQQツールのメリットが最も得られるのは、ソリューションでサポートする必要があるワークロードを把握しているものの、特に希望するテクノロジーはないというお客様です。GLQQツールを使用すれば、皆さんが見積もりをすぐに提示して、事前構築済みのHPE GreenLakeソリューションをお客様に短時間で提供できるようになるため、セールスプロセスには有用ですが、お客様に特定のニーズや要望がある場合、HPE GreenLakeのカスタムソリューションの方が適している可能性があります。 

GLQQツールの機会とは
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GLQQツールは、お客様にメリットをもたらすだけではありません。HPE GreenLakeの販売実績のないパートナーも、受注やビジネスの拡大に欠かせないリソースを得ることができます。 

価格が事前に設定されているため、お客様とはソリューションに重点を置いた会話を進めることができ、交渉に時間を取られずに済みます。また、専用のBOMが利用できるため、お客様のニーズに合ったHPE GreenLakeソリューションの特定をサポートすることに専念し、そうしたソリューションを迅速に提供することができます。 

皆さんはGLQQツールを活用することで、HPE GreenLakeの新規顧客を獲得し、SMBから大企業まで、あらゆる規模のお客様と関係を構築できます。また、すぐにソリューションを導入しなければならないお客様や、ITチームのリソースが限られているお客様に、シンプルなエクスペリエンスと迅速なセールスサイクルを提供できます。お客様にas a serviceソリューションのメリットを体験してもらうことでセールスの足場を築き、お客様が必要とする容量が増えるなかで継続的に収益を得ることができます。 

GLQQツールは、高額な報奨や顧客維持率の向上など、HPE GreenLakeの販売によるメリットを短期間で得るうえでも役立ちます。また、as a serviceの消費モデルを訴求することで、皆さんのサービスを差別化できます。 

GLQQツールを使用すべきタイミング
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GLQQツールによって提案できるソリューションは、SMBから大企業まで、あらゆる規模のお客様に対応する設計となっています。中堅企業やより小規模な企業の大口顧客向けにカスタム見積もりを作成することも可能ですが、HPEでは、可能であればGLQQツールを使用することをお勧めしています。大企業と同じように扱わなければならないことがある小規模な企業の例としては、システムインテグレーター (SI) やサービスプロバイダー (SP) が挙げられます。 

GLQQツールを使用できるパートナー
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2021年11月現在、このリストに記載されている国では、ディストリビューター、Tier 1パートナー、およびTier 2パートナーがGLQQを使用できます。GLQQツールのアウトプットは、パートナーのタイプによって大きく異なります。これらの国で販売活動を行っている場合は、ツールを利用できるかどうかをエンゲージメントマネージャーまたはパートナービジネスマネージャー (PBM) にご確認ください。ただし、Swiftセールスプログラムは、GLQQが利用できない国でも利用できる場合があります。 

GLQQツールがお客様にもたらすメリット

HPE GreenLake Quick Quoteツールは定期的に更新されています。本コースの公開時点で利用可能なワークロード、GLQQのメリット、アドオンオプションについては、以下をご覧ください。PBMに問い合わせたり、HPEのリソースを確認したりして、提供できるサービスに関する最新情報を把握するようにしてください。 

消費サービス

•コンピュート、ストレージ、VMを対象とするHPE GreenLakeクラウドサービス (今後対象ワークロードを追加予定)

•契約期間は36、48、または60か月間

•100/0から60/40まで調整可能なリザーブドキャパシティおよび変動キャパシティ

•GreenLake Centralによる使用量分析へのアクセス

•HPE InfoSight予測分析

メリット

•お客様のニーズに合わせて、3、4、または5年間から選択

•ガイド付きの構成により、提案までの時間を短縮

•ソリューション価値の説明に役立つ、自動SOWおよびビジネスケース作成

•リアルタイムの価格設定により、状況に応じた参考価格を決定

•モバイルに対応しており、場所を問わず簡単に使用可能

アドオンオプション

•HPE GreenLake Management Services

•コロケーションサービス

•アドバイザリおよびプロフェッショナルサービス

•パートナー主導のサービス

学習チェック

ここで少し時間を取り、HPE GreenLake Quick Quoteツールについて学んだことを復習します。次のうち、HPE GreenLakeソリューションの構築にGLQQツールを使用すべき状況はどれですか。(3つ選択してください)。答えは次のページに記載されています。 
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学習チェックの答え
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Swiftセールスプログラムの機会
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必要な容量が少ないお客様や、リスクを最小限に抑えてas a serviceソリューションを試してみたいというお客様には、HPE GreenLake: Swiftセールスプログラムソリューションが適しています (このオプションはHPE GreenLake Quick Quoteツールで選択できます)。また、Swiftセールスプログラムは、皆さんがHPE GreenLakeの販売方法を習得するうえでも役立ちます。 

HPE GreenLake: Swiftセールスプログラムが新たな機会を生み出すことで、皆さんは、検証およびテスト済みのHPE as a serviceソリューションを小規模なお客様に販売できるようになります。こうしたお客様には、少ない期首容量と、ニーズの増大やピーク時の要件にも対応できる拡張性を提供できるため、as a service案件の「ランドアンドエクスパンド (新規顧客の獲得と売上拡大)」が可能になります。 

お客様がHPE GreenLakeの利便性、柔軟性、経済性、ビジネス価値を体験すると、それをさらに求めるようになります。お客様は、変更指示を行うだけで、新たなテクノロジー、新たな拠点、新たなサービスを追加することができます。皆さんは、お客様がHPE GreenLake環境を最大限に拡張するまで、as a serviceソリューションを段階的に追加することができます。こうすることで、お客様はHPE GreenLakeのメリットが得られるようになり、エッジからデータセンター、そしてクラウドまでの環境全体を変革するソリューションを構築できます。 

HPE GreenLake: Swiftセールスプログラムがお客様にもたらすメリット

HPE GreenLake: Swiftセールスプログラムでは、HPEのインフラストラクチャソリューション、サポートサービス、および導入に対するシンプルな事前定義済みの単価をお客様に提示します。Swiftセールスプログラムを通じてお客様に提供できるメリットやサービスについては、以下をご覧ください。 

ハードウェアと使用量

•HPEが所有するNimble、Alletra、ProLiant、またはdHCI

•契約期間は36、48、または60か月間

•100/0から60/40まで調整可能なリザーブドキャパシティおよび変動キャパシティ

•HPE GreenLake Centralによる使用量分析へのアクセス

•HPE InfoSight予測分析

•GLQQでは、40%、30%、10%、または0%の変動キャパシティを選択可能

サポートサービス

•専任のリモートサービスアドバイザー

•4時間以内対応の24時間365日故障修理サポート (HD返却不要 (DMR))

•高度な電話対応

•プロアクティブな問題特定

•ファームウェアレベルのアドバイザリサービス

その他のサービス

•Nimble、Alletra、ProLiant、またはdHCIハードウェアの設置

•プロアクティブなキャパシティ管理と拡張

•四半期ごとのキャパシティレビュー会議

•パフォーマンスレポートと知識の移転

トピック3: HPE GreenLakeクラウドサービス

[image: ]

次は、HPE GreenLakeクラウドサービスについて学習します。 

HPE GreenLakeクラウドサービスにおける機会とは
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HPE GreenLakeクラウドサービスでは、皆さんに標準ソリューションセットを提供しています。これにより、VM、データベース、バックアップ、SAP HANA、コンテナ、コンピュート、ストレージなど、特定のワークロードのニーズを抱えるお客様のソリューションを簡単にサイジングして構築できます。お客様は、HPE GreenLakeプライベートクラウドで仮想マシン、機械学習運用 (MLOps)、およびコンテナの構築とライフサイクル管理を行うことができます。これらのソリューションは、エッジ、コロケーション施設、およびデータセンターでの提供が可能で、GLQQツールまたはカスタムBOMを使用して見積もりを作成できます。ソリューションをサイジングする前に、必要なクラウドサービスのワークロードが使用できることをGLQQツールで確認しておく必要があります。 

インフラストラクチャは、補完的なソフトウェアやオンプレミスのサービスによってワークロードに最適化されるため、お客様は特定のニーズが解決されることを確認できます。皆さんとお客様は、最新のアプリケーションとエッジのデータから、最もデータを多用するアプリケーションやハイパフォーマンスコンピューティングのニーズに至るまで、必要なワークロードを選択します。また、主要なワークロードをサポートするサービスを選択し、運用環境を選択し、ワークロードに関連する測定基準に基づいて料金を支払うことも可能です。 

HPEは、パートナーエコシステムの拡大により、対象となるユースケースの範囲を広げています。こうしたソリューションはいずれも、HPE GreenLakeカスタムソリューションに含まれるものと同じメリット (実際に測定された使用量に基づく支払い、予備容量のオンサイトバッファーによる迅速な拡張、エンタープライズグレードのサポートなど) を提供します。 

HPE GreenLakeクラウドサービスとは
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HPE GreenLakeクラウドサービスは、パブリッククラウドベンダーと競合しているときに提案するのに最適なソリューションです。クラウドサービスは、パブリッククラウドのメリットをオンプレミスで提供することで、データ主権、データイーグレスコスト、ベンダーロックインなど、お客様が以前から抱えているパブリッククラウドの課題を解決します。 

ご覧のように、HPE GreenLakeクラウドサービスは、機械学習からVDIまで、一般的なワークロードに対応する事前構成済みのソリューションを幅広く提供しています。4つのソリューションが紫色の枠線で囲われていることに気付くと思いますが、これらは、HPE GreenLake Quick Quoteツールで利用できるインフラストラクチャベースのソリューションであり、インフラストラクチャベンダーと競合しているときに提案するのに最適です。皆さんは、他のベンダーが約束する分散型クラウドサービスソリューションを提供できます。このソリューションでは、実装、メンテナンス、管理はHPEが行いますが、お客様は必要なインフラストラクチャを利用できます。 

オレンジ色のクラウドサービスは、現在、一定の範囲内で提供できます。緑色の枠線で囲われたソリューションを必要としているお客様がいる場合は、HPE GreenLakeのセールスと連携してソリューションを提供する方法について、PBMまたはエンゲージメントマネージャーにお問い合わせください。 

この後も、皆さんが提供できるHPE GreenLakeクラウドサービスについて学んでいきます。ただし、これらのソリューションは時間とともに変わるため、常に最新の情報を把握しておく必要があります。 

HPE GreenLake for Compute 
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HPE GreenLake for Computeは、お客様のあらゆるワークロードをサポートする、汎用性と耐障害性に優れたセキュアなソフトウェア デファインド コンピュートを提供します。これらのソリューションは、データセンターに直接提供される事前構成済みのモジュールにより、IT運用において、エンドツーエンドのクラウドのようなシンプルさと効率を実現します。HPE GreenLake for Computeソリューションでは、組み込みのバッファーキャパシティでニーズに即座に対応することで、オンデマンドのスケールアップ/ダウンが可能になります。従量制モデルでは、請求額と実際のコンピュートの使用量が直結しているため、お客様はコストの透明性を確保でき ます。 

また、極めて柔軟な汎用コンポーザブルコンピュートインフラストラクチャから、ビッグデータ分析やソフトウェア デファインド ストレージに適したモジュール式のコンピュートに最適化されたインフラストラクチャとストレージに最適化されたソリューションに至るまで、あらゆるワークロードに対応する構成をお客様に提供することが可能です。HPE GreenLakeは、複数の階層および規模にわたって事前構成済みのソリューションを提供しています。オンライン価格設定では、異なる構成やコストを簡単に確認して比較できるため、お客様にとって最適なソリューションを見極めることができます。 

対象となるお客様、および主要な各構成(コンポーザブル、汎用コンピュート、ストレージ最適化) で利用可能なソリューションについては、以下をご覧ください。また、Webサイト (https://www.hpe.com/us/en/greenlake/compute.html#offerings) でソリューションの最新情報を定期的に確認してください。 

コンポーザブル

説明: 

•ソフトウェア デファインド ソリューションによって効率と制御性が向上し、ITリソースを迅速に展開できます。HPE GreenLake with Synergyはコンポーザブルブレードインフラストラクチャであり、あらゆるワークロードをニーズに合わせて簡単に利用、サイジング、選択できます。

ソリューションのハードウェア: 

•構成のベースはHPE Synergy 480コンピュートモジュールです。

ユースケース: 

•テストおよび開発環境

•ディザスタリカバリのセカンダリサイト

•中～大規模環境で実行される、本番およびビジネスクリティカルなアプリケーション

•大企業およびミッションクリティカルな環境

ワークロード: 

•ハイブリッドクラウドまたはプライベートクラウド

•仮想化

•コンテナ

•中小規模のVDIおよび仮想化

•ビッグデータ (データ分析および管理を含む)

•自動化 (AIおよびチャットボット)

•SAP HANA

•EHR医療アプリケーション (EPIC)

汎用コンピュート

説明: 

•ラック最適化サーバーによってコンピューティング中心のワークロードをサポートし、省スペースで優れた拡張性を実現します。世界標準の安心サーバーであるHPE ProLiantサーバーとHPE Apolloサーバーが、サーバー起点のインテリジェンスを基盤とする柔軟なソフトウェア デファインドのアプローチにより、お客様が必要とするコンピュートを提供します。

ソリューションのハードウェア: 

•AMDプロセッサー搭載のHPE ProLiant DL325、インテルプロセッサー搭載のHPE ProLiant DL360、またはインテルプロセッサー搭載のHPE Apollo 2600

ユースケース: 

•ROBO、VDI、仮想化などの小規模なワークロードやコンピュート中心のワークロードに最適

•テストおよび開発システム

•データセンターのセキュリティアプライアンス、メッセージタイプのコラボレーションアプリケーション、HPCアプリケーションのテストおよび開発

•メモリまたはコンピュート負荷の高いアプリケーションに最適化

ワークロード: 

•ソフトウェア デファインド ネットワークおよび通信事業者のワークロード

•データ管理

•金融および科学技術計算のワークロード

•HPC、データ分析、AIおよび機械学習

•クラウドおよび高密度仮想化コンピュート中心のワークロード

•サーバー仮想化による統合

•IO中心のワークロード

•ファイルおよび印刷共有

•スケールアウト型データ分析エンジン

•ビジネスアプリケーション/ビッグデータ分析でのコラボレーション

•ソフトウェア デファインド ストレージ

•中規模のハイブリッド/プライベートクラウド

•大規模なVDIと仮想化

ストレージ最適化

説明: 

•オンプレミスの最もクリティカルなアプリケーションやデータについてもパフォーマンス、拡張性、管理性のバランスを取りつつ、データストレージを多用するワークロードをサポートします。HPE ProLiantサーバーとHPE Apolloサーバーが、ビッグデータ分析、 ソフトウェア デファインド ストレージ、バックアップとアーカイブなどのデータストレージを多用するワークロードに最適化されたアーキテクチャーを提供し ます。

ソリューションのハードウェア: 

•AMDプロセッサー搭載のHPE ProLiant DL385、インテルプロセッサー搭載のHPE ProLiant DL380、またはインテルプロセッサー搭載のHPE Apollo 4200

ユースケース: 

•ストレージ容量とコンピューティング性能の組み合わせに依存する、中小規模の環境

•ソフトウェア デファインド ストレージに最適

•バックアップとアーカイブ、オブジェクトストア、小規模なデータ分析のテストおよび開発

•中規模のファイルサーバー、高いコンピュートおよびメモリ性能を備えたソフトウェア デファインド ストレージに最適

•インメモリデータベースにおいて、高いコンピュートおよびメモリ性能を備えた大容量ストレージを必要とするアプリケーションに最適

ワークロード: 

•SAP HANA、仮想化データベース、ビッグデータ、データレイク、データ分析

•中小規模の仮想マシンソリューション

•データ分析とビッグデータ

•オブジェクトストレージ

•ソフトウェア デファインド ストレージ

•バックアップとアーカイブ

•金融および科学技術計算

•データ通信

HPE GreenLake for Storage 
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HPE GreenLake for Storageは、ビジネス成果を短期間で実現してデータを有効活用するのに役立ちます。ミッションクリティカル、ビジネスクリティカル、および汎用のワークロードをサポートする事前構成済みのソリューションにより、お客様は価値実現時間を短縮できるほか、最短14日で業界をリードするソリューションを展開できます。データ量は予想外に急増することがありますが、お客様は必要なタイミングで容量を追加できます。従量制課金モデルがもたらすシンプルさとコストの明確さは、需要に対応するうえで役立ちます。 

ITチームが通常業務に追われていては、最高の価値を提供することはできません。HPE GreenLake for Storageでは、HPEのエキスパートがお客様に代わって管理し、主要なメンテナンス作業を行うため、皆さんのITチームは戦略的なビジネスイニシアチブのサポートに注力できます。 

対象となるお客様、および主要な各構成(ミッションクリティカル、ビジネスクリティカル、汎用) で利用可能なソリューションについては、以下をご覧ください。 

ミッションクリティカル

説明: 

•極めて低いレイテンシと高いパフォーマンス、および100%の可用性を求めるワークロードにおいて、HPEのストレージが、最もクリティカルなアプリケーションにも対応できるパフォーマンス、可用性、拡張性に優れたソリューションを提供します。

ソリューションのハードウェア: 

•HPE Alletra 9000

–Data Services Cloud Consoleを含む

•HPE Primeraオールフラッシュ:

–コスト最適化型: raw容量が62～377TiBのストレージ

–バランス型: raw容量が195～782TiBのストレージ

–パフォーマンス型: raw容量が391～1530TiBのストレージ

ワークロード/ユースケース 

•高いパフォーマンス、極めて低いレイテンシ、100%の可用性を実現する耐障害性を求める、ミッションクリティカル、低レイテンシ、および高可用性ワークロードの実行

•次のようなワークロード:

–ミッションクリティカルなエンタープライズアプリケーション

–大規模データベース (SAP HANA、Oracle、SQL Server)

–ERP

–トランザクション処理

–高パフォーマンス、低レイテンシのワークロード

ビジネスクリティカル

説明: 

•可用性とパフォーマンスについての厳しいSLA要件があるアプリケーション、中規模データベース、混合ワークロード、仮想マシンファームに最適HPE Nimble Storageオールフラッシュアレイは、フラッシュによる効率的なアーキテクチャーを活用して、高速で信頼性の高いデータアクセスと99.9999%の可用性を実現します。

ソリューションのハードウェア: 

•HPE Alletra 6000 

–Data Services Cloud Consoleを含む

•HPE Nimbleオールフラッシュ:

–バランス型: 使用可能容量が30～123TBのストレージ

–パフォーマンス型: 使用可能容量が123～372TBのストレージ

ユースケース 

•非ミッションクリティカルな本番ワークロードなど、高パフォーマンスと高可用性を備えたビジネスクリティカルなアプリケーション

•次のようなワークロード:

–SMBおよび中堅企業

–ビジネスクリティカルなアプリケーション

–中規模データベース

–混合ワークロード

–VMファーム

汎用

説明: 

•汎用ワークロードと混合ワークロード、ディザスタリカバリと開発/テストデータのバックアップ、品質保証、分析に最適です。HPE Nimbleアダプティブフラッシュ ハイブリッドストレージアレイが、プライマリワークロードとセカンダリワークロードの両方で、コスト効率に優れたフラッシュのパフォーマンスを実現します。極めてシンプルなアーキテクチャーによって主要なワークロードをサポートし、99.9999%の可用性をもたらします。

ソリューションのハードウェア: 

•HPE Nimbleアダプティブフラッシュ:

–コスト最適化型: 使用可能容量が30～122TBのストレージ

–バランス型: 使用可能容量が122～307TBのストレージ

–パフォーマンス型: 使用可能容量が307～924TBのストレージ

ユースケース 

•信頼性の高いストレージ、優れたパフォーマンス、低レイテンシを実現するTier-2ストレージ構成

•次のようなワークロード:

–SMBおよび中堅企業

–汎用アプリケーション

–混合ワークロード

–ディザスタリカバリ

–セカンダリストレージ (開発/テスト/QA/分析データのバックアップ)

HPE GreenLake for Data Protection 
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日常業務から将来の戦略的プランニングに至るまで、企業活動に欠かせないのがデータです。データは膨大なビジネス価値の蓄積であり、保護する必要がありますが、組織が収集するプライマリデータの量が増えると、そうしたデータをバックアップして保護するという課題も増えることになります。 

HPE GreenLake for Data Protectionは、従量制モデルで提供される、エッジからクラウドまでの効率的なエンタープライズクラスのクラウドバックアップおよびリカバリを実現します。このエンドツーエンドのソリューションは、クラウド、仮想、および物理環境に展開される、迅速なリカバリから長期保持までをカバーしています。オンデマンドの拡張機能と柔軟な従量制課金モデルにより、お客様は膨大な初期費用やオーバープロビジョニングのコストを回避できます。また、複雑なバックアップ作業に追われていたITリソースを解放できます。 

お客様は、HPE StoreOnceにより、バックアップデータを95%削減できます。また、独立系ソフトウェアベンダー (ISV) パートナーの広範なエコシステムを通じて、HPEのストレージプラットフォームやサードパーティのストレージからクラウドへのシームレスなデータバックアップを実現できます。 

対象となるお客様と利用可能なソリューションについては、以下をご覧ください。 

オンプレミスのデータ保護

説明 

•極めて効率的なオンプレミスのデータ保護サービスにより、迅速なバックアップとリカバリを実現できます。オンプレミスのバックアップサービスでは、オンプレミスの迅速なリカバリ、クラウドのような消費、柔軟な拡張が可能になります。バックアップが安全かつ効率的に行われるほか、エッジからコアまでのRTO/RPOが短縮されます。HPE Recovery Manager Central (RMC) はHPEオールフラッシュアレイとHPE StoreOnceシステムを統合し、スナップショット機能とバックアップ保護を活用することで、フラッシュのスピードのアプリケーション保護、コピーデータ管理、およびクラウド対応のデータモビリティを低コストかつシンプルに実現します。

ソリューションのハードウェア: 

•Catalystおよび暗号化ソフトウェア搭載のHPE StoreOnce 5200～5650

•お客様は、Veeam、Commvault、Cohesityなどの追加のバックアップソフトウェアも柔軟に展開可能

ユースケース/ワークロード 

•RPO/RTOの要求が厳しいデータセンターでビジネスプロセスをサポートしながら、オンプレミスのデータを保護する必要があるお客様向け

•次のようなワークロード

–オンプレミスのバックアップとアーカイブ

ハイブリッドクラウドのデータ保護

説明: 

•HPEのオンデマンドクラウドサービスでは、お客様がクラウドにおけるバックアップデータの保存を簡単かつ効率的に、そして柔軟に行えます。お客様は、これまでのバックアップワークフローを変更することなく、プライマリストレージアレイからクラウドに直接バックアップできるようになり、管理の複雑さを軽減してバックアップインフラストラクチャのコストを削減しつつ、バックアップデータを有効活用できます。また、クラウドのロックインとイーグレスコストを回避しつつ、クラウドでのランサムウェア対策を強化できます。

•HPE GreenLakeでは、お客様がクラウドのリソースとオンプレミスのデータに同じバックアップポリシーを適用し、統合コントロールプレーンからあらゆるものを管理できます。

ソリューションのハードウェア: 

•HPE GreenLakeバックアップサービスを含むHPE StoreOnce 5200～5650

ユースケース/ワークロード: 

•ハイブリッドクラウド環境を実行しており、データ保護をクラウドにも展開したいと考えるお客様向け

•パブリッククラウドバックアップに代わるソリューションを必要としているお客様に最適

•次のようなワークロード:

–テスト/開発

–レポート

–分析

HPE GreenLake for Virtual Machines 
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HPE GreenLake for Compute、およびHPE GreenLake for Storageソリューションは仮想化や仮想マシン (VM) のワークロードに最適ですが、従量制のVMソリューションの必要性を見極めるにあたり、まずはHPE GreenLake for VMsを検討する必要があります。仮想化インフラストラクチャは、DevOpsやデータサイエンティストに卓越したアジリティと柔軟性をもたらします。オンプレミスのデータセンターにこのアプローチを取り入れることで、オーバープロビジョニングのコストが不要になり、コストの透明性が確保されるため、パブリッククラウドの請求額に驚くこともなくなります。 

HPEがVMインフラストラクチャを所有してインストールするため、最初の設備投資が不要になり、お客様は、実際の使用量に応じて変動する料金モデルと予測不可能な需要の急増に対応するためのバッファーキャパシティを利用できます。また、仮想化ソリューションをカスタム構築するというコストのかかる作業をなくすことで、TCOも削減できます。HPEは、お客様のニーズと予算に合わせてインフラストラクチャをカスタマイズするため、運用の効率化とソリューションの簡素化を実現するのに適した構成を簡単に選択できます。HPE GreenLakeは、汎用、ハイパーコンバージド、またはエンタープライズ対応VM向けに、コスト最適化型、バランス型、またはパフォーマンス型のオプションで提供される、モジュール式のビルディングブロックをベースとする構成を複数提供しています。 

対象となるお客様と利用可能なソリューションについては、以下をご覧ください。 

汎用VM 

説明 

•HPE GreenLake汎用VMは、VMwareまたはRed Hatのハイパーバイザー、およびHPEのコンバージドシステムまたは業界標準システムを使用して、あらゆる規模のVMに対応するコストまたはパフォーマンス最適化インフラストラクチャを提供します。皆さんは、HPEの市場をリードする業界標準サーバーであるHPE ProLiantをベースとするシステムを選択できます。

ソリューションのハードウェア: 

•HPE ProLiantコンピュートおよびHPE Nimble Storage

ワークロード/ユースケース: 

•Webアプリケーション、バッチ処理などの一般的なワークロード、およびその他の非ミッションクリティカルな本番ワークロード向け

•効率とアジリティを最大限まで向上させる設計

•中～高トラフィックのWebサーバー

•SAP HANA

•BPM/CRM (SaaS環境)

•SECaaS (Security as a service)

•インメモリ分析 (リアルタイムトランザクション処理)

ハイパーコンバージドVM 

説明: 

•ハイパーコンバージドシステムがIT環境を大幅に簡素化し、前例のない効率、パフォーマンス、耐障害性、インテリジェンスを実現します。HPE GreenLakeソリューションにはHPE SimpliVityとNutanixのオプションが含まれており、簡単に管理できるソフトウェア デファインド プラットフォームによってIT運用を効率化しつつデータセンターを簡素化できます。

ソリューションのハードウェア: 

•HPE Nimble dHCI、HPE SimpliVityまたはNutanixを含むHPE ProLiant DX

ワークロード/ユースケース: 

•あらゆるワークロードで最大限のパフォーマンス、耐障害性、インテリジェンスを実現する

•データセンター統合

•ROBO

•VDI/DaaS

•エッジ環境

•HPE Nimble dHCI、HPE SimpliVity、またはNutanixから選択

エンタープライズ対応VM 

説明: 

•特定のワークロードでコンピュート、メモリ、およびストレージ最適化のニーズを抱える大企業、本番または研究環境に適しています。ビッグデータ、NOSQLデータベース、グラフィックス処理、光学認識、高解像度ビデオ編集などの一般的なワークロードに最適です。

ソリューションのハードウェア: 

•HPE SynergyコンピュートおよびHPE PrimeraまたはHPE Nimble Storage

ワークロード/ユースケース: 

•コンポーザブルインフラストラクチャによる拡張を念頭に置いた設計

•ビッグデータ、グラフィックス処理、ビデオ編集、NOSQLなど、リソース消費量の多いワークロードに最適です。 

•ビッグデータ分析

•Synergy上のVMware Cloud Foundation (VCF)

•SAP HANA

•VMware仮想化

•拡張現実 (AR)

•光学式パターン認識 (バイオメトリクス、合成ビジョン)

•医療記録 (HIPAA、医用画像)

HPE GreenLake for Private Cloud 
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モジュール2で学習したように、 HPEは、HPE GreenLake Management Services (GMS) を基盤とする、包括的なマネージドプライベートクラウドソリューションを提供しています。このソリューションはVMWareがベースとなっており、HPE Ezmeralソフトウェアを使用して提供されます。 

お客様は、仮想マシンのオーケストレーションとプロビジョニングのサービスが受けられるため、開発者や事業部門が時間のかかるプロビジョニングサイクルに時間を奪われることがありません。またGMSが、インフラストラクチャ、ベアメタルコントローラー、ハイパーバイザーを含むクラウドスタックのライフサイクル管理を行います。 

プライベートクラウドがホストされているHPE GreenLake従量制インフラストラクチャには、HPE Synergy 480 Gen10コンピュートモジュール、HPE Nimble Storage HF40フラッシュアレイ、およびHPE ProLiant DL360 Gen10ユニットをベースとする管理クラスターが含まれています。 

この包括的なマネージドプライベートクラウドソリューションでは、運用コンソールを通じて、管理サービスと運用サービスがHPE GMSに委託されます。ワークロードに含まれるのがVM、コンテナ、機械学習運用 (MLOps)、ハイパフォーマンスコンピューティング (HPC)、クラウドネイティブアプリケーション、または非クラウドネイティブアプリケーションかを問わず、HPEなら、それらすべてを管理およびホストできます。また、コンテナ、MLOps、HPCなどの一部のクラウドサービスは、HPE GMSで管理できます。 

その他のHPE GreenLakeクラウドサービス

利用可能なその他のソリューションについては、以下をご覧ください。提供可能なソリューションは時間とともに変わっていきますが、これらのオプションをベースとするカスタムソリューションを構築できる点に留意してください。 

SAP HANA 

SAP HANAは、お客様が使用するミッションクリティカルなアプリケーションの非常に高いパフォーマンス要件に対応できるよう設計された、業界をリードするインメモリデータベースです。 

現在入手可能な最大かつ最速のベアメタルアプライアンス上でミッションクリティカルなワークロードを実行することで、卓越したパフォーマンスとアジリティを実現できます。またすべてが、HPE GreenLakeの従量制課金モデルで提供されます。 

HPEのSAP認定ハードウェアには、次のような特徴があります。 

•ミッションクリティカルなワークロードのデータを手元に置いておく (レイテンシを最小限に抑えてスループットを最大限まで高める) ことでパフォーマンスを最適化

•現在入手可能な最速のベアメタルアプリケーションのいくつかを使用して構築

パフォーマンスとサイジングの仕様に基づいて行われるデータ処理とデータ分析に最適です。 

コンテナ

HPE GreenLake for Containersは、HPE Ezmeral Container Platformを基盤とする、完全管理型の事前構成済みサービスで、お客様のデータセンターにある単一のHPE Synergyシャーシにインストールされます。 

これによってお客様は、アプリケーションの効率とポータビリティを向上させつつ、アプリケーションの開発期間を短縮してアプリケーション主導のイノベーションを推進できます。 

ソリューションの構成要素: 

以下を含む、HPE Synergy統合システム上のHPE Ezmeral Container Platform 

•オープンソースのKubernetesによるコンテナオーケストレーション

•事前統合済みの永続的コンテナストレージをサポートする、HPE Data Fabric

•VMware

アプリケーションの最新化、クラウドネイティブアプリケーション、高度な分析といったユースケースのためにコンテナソリューションを導入しようとしている大企業に最適です。 

VDI 

HPE GreenLake for VDIは、お客様のデータセンターやコロケーション施設のユーザーに仮想デスクトップを提供します。 

異なるワークスペース間でシームレスに作業できるようになり、従業員は場所を問わず、業務に必要なアプリケーションやデータにアクセスできます。 

ソリューションの構成要素: 

•Citrix WorkspaceまたはVMware Horizonソフトウェア、および従量制モデルのVDI向けに設計されたHPEの標準インフラストラクチャ

•HPE Synergy、HPE Nimbleなどを追加できるHPEのインフラストラクチャ

VDIのイニシアチブ、多数のリモートワーカー、季節変動、複数のユーザータイプを抱えるお客様に最適です。 

ネットワーク

Aruba as a serviceソリューションが、ライフサイクルのあらゆる段階でネットワーク運用を迅速化します。 

管理および最適化されたネットワークを月額料金制で利用することで、お客様は効率を向上させつつ、最初の設備投資を抑えることができます。 

ソリューションの構成要素: 

•Aruba WLANおよびLANソリューション

•Aruba CentralのMSPオプション

Arubaのインフラストラクチャを利用しているお客様、またはArubaのソリューションを検討しているお客様に最適です。 

学習チェック

ここで少し時間を取り、クラウドサービスについて学んだことを復習します。HPEのインフラストラクチャと、そのインフラストラクチャで利用できるHPE GreenLakeクラウドサービスを組み合わせてください。答えは次のページに記載されています。 
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学習チェックの答え
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革新的な HPE GreenLake Lighthouse 
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HPEの90%の契約更新率とHPE GreenLakeの30～40%の成長率が示すように、HPEは、HPE GreenLakeクラウドサービスを通じてas a serviceのカスタムソリューションを提供することを得意としています。HPEの業界をリードするインフラストラクチャおよびソフトウェアソリューションをモジュール式の標準ビルディングブロックに統合することで、同じように卓越したソリューションを大規模に提供することが求められるようになりました。 

それを実現するためにHPEが開発したのが、HPE GreenLakeクラウドサービス専用のクラウドネイティブプラットフォームである、HPE GreenLake Lighthouseです。エンタープライズの要件に合わせて調整済みのクラウドプラットフォームでは、お客様が必要なワークロードを簡単に選択できます。プラットフォームは、最適化されたブループリントを使用してそれらのワークロード向けに自動プロビジョニングを行います。 

すべてのコンポーネントは、それらがどのように統合されているのかを一元的に把握できるHPE GreenLake Centralによって管理および運用されます。お客様は、サービスオーケストレーション、クラウド運用、セキュリティ、コンプライアンスからコストおよびキャパシティ管理まで、環境内で行われているアクティビティに直接アクセスできます。そして何より、すべてのHPE GreenLake Lighthouse環境で整合性のあるエクスペリエンスを実現できます。 

HPE GreenLake Lighthouseは、モジュール単位で購入されたすべてのコンポーネントをパッケージ化したもので、ソフトウェアレイヤーなどの各種プラットフォームコンポーネントを自動化するコントロールプレーンで管理されます。 コンテナ、仮想マシンやベアメタルなどのプラットフォームソフトウェア一式が、単一のプラットフォームで実行および運用されます。お客様が実行しようとしているワークロードに応じたブループリントを使用することで、特定のインフラストラクチャにおけるワークロードのパフォーマンスを最適化できます。時間とともにお客様のニーズが変化するのに合わせて変更できるように、すべてがオーケストレーションされています。 

HPE GreenLake Lighthouseの提供開始
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アナリストたちは、HPE GreenLake Lighthouseに代表される、HPE GreenLakeを大規模に提供するというHPEの取り組みを理解しています。Forbes社の上席寄稿者であるPatrick Morehead氏は、「(HPE GreenLake) Lighthouseが、長期にわたってHPE (GreenLake) の成長を牽引していくと予想している」と話します。 1 

お客様は複数のクラウドサービスを単一のプラットフォーム上に展開できますが、HPE Lighthouseではクラウドを完全にオンプレミスで利用できるようにしています。HPE Lighthouseが特定のワークロードのニーズに応じたリソースでモジュールを構成するため、お客様はオンプレミスで複数の製品を組み合わせる必要がなくなります。HPEの社長兼最高経営責任者 (CEO) であるAntonio Neriは、このプラットフォームによって「構成が大幅に簡素化される」と話したうえで、次のように説明を続けます。「今すぐ複数のワークロードを実行するクラウドの機能が必要になったら、完全なクラウドネイティブソリューションである、HPE GreenLake Lighthouseで実現できます」。 

HPE GreenLake Lighthouseは、お客様やパートナーが購入できるソリューションではなく、クラウドサービスのイネーブラーです。このモジュール式のプラットフォームなら、複数のワークロードを展開することが可能になります。HPE GreenLake Lighthouseの効果はすぐに実感できますが、今はまず、それによって皆さんの業務がどのように変わるのかを確認しておく必要があります。HPE GreenLakeゼネラルマネージャーのKeith WhiteManagerは、「チャネルが現在行っている構成とオーケストレーションがすべて不要になるという点で、チャネルにとっては非常に有用」だと説明します。また、「私たちは基本的に、お客様のワークロードに最適化された構成を行っています。それによってパートナーは、そのお客様 (ビジネス) の課題に注力できるようになります」と話します。 

トピック4: その他のHPE GreenLakeサービス
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次にHPE GreenLake Coreソリューションのカスタム見積もりの作成について学びます。 

HPE GreenLakeの選択肢
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お客様は、スタックのどの領域から利用するか選択できます。お客様がアプリケーション、監視、ハイパーバイザーなどを管理する一方で、HPE、または皆さんのようなHPEパートナーが物理インフラストラクチャを管理することができます。HPE GreenLake CentralとHPE GreenLakeクラウドサービスでは、皆さんやHPEが自動化とオーケストレーション、および一部のセルフサービスとインフラストラクチャ管理を引き継ぐことができます。 

これらのソリューションでは、ワークロードに一部のHPE GreenLake Management Services (GMS) 機能が含まれます。ベアメタルワークロードとハイパフォーマンスコンピューティング (HPC) ワークロードが利用できるかどうかについては、PMBまたはエンゲージメントマネージャーにお問い合わせください。 

また、皆さんのHPE GreenLakeサービスにパブリッククラウドソリューションを含めることができる点にも留意してください。お客様が引き続き一部の管理と監視に責任を負う一方で、パブリッククラウドプロバイダーがソリューションの一部を管理する可能性があります。 

最後に、ハイブリッドクラウド向けのHPE GreenLake Management Servicesを利用すれば、その他のタスクの大部分をHPEに委託することが可能です。このトピックの後半では、HPEが提供するその他のサービスについて学習します。 

包括的なHPE GreenLake Centralソリューション
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HPE GreenLake Centralは、シンプルなポイントアンドクリックのインターフェイスを備えたセルフサービスポータルをお客様に提供し、効率的な管理と迅速な情報収集、およびHPE GreenLakeソリューションでのツールのカスタマイズをサポートします。 

HPE GreenLake CentralとConsumption Analytics Portal (CAP) は、すべてのHPE GreenLake環境に含まれています。HPE GreenLakeのお客様は、組み込みのバッファーにより、需要に先立って容量を確保できます。また、現在の使用パターンを確認しつつ、CAPで得られる有益な情報とキャパシティプランニングを通じて拡張を計画することが可能です。 

このポータルでは、グラフなどでリソース使用率を簡単に把握できるため、お客様はCAPを起動して詳細なレポート作成と分析が行えます。使用状況を可視化して有益な情報を引き出すことは、お客様がインフラストラクチャ支出のプランニングや見直しを行ううえで役立ちます。お客様は、サービスタイプ、場所、その他のさまざまな条件別に、コストを簡単に確認して管理することができます。 

CAPは、Continuous Compliance、Managed Cost Controls、マネージドプライベートクラウドといった他のアドオン機能とともに、HPE GreenLake Centralからアクセスできます。HPEのマネージドプライベートクラウドでは、開発者は5回クリックするだけでVMのリソースを起動させて展開できます。また、Continuous Complianceでは、管理者がパブリッククラウドのコンプライアンスを監視できます。 

HPE Consumption Analytics Portalのメリット

HPE Consumption Analytics Portal (CAP) はHPE GreenLakeの主要なコンポーネントの1つであり、サービスに含まれています。お客様は、HPE GreenLake CentralでCAPの概要を確認し、ポータルで詳細情報を取得することができます。このソリューションがお客様にもたらす価値については、以下をご覧ください。 

IT消費をより一層明確にできる

•Analytics Portalはきめ細かいカスタマイズが可能です。

•お客様は以下の単位で測定された使用量とコストをより一層明確にできます。

–日

–デバイス

–その他の側面

•インタラクティブな図、グラフ、およびレポートにより、迅速かつ簡単に分析が行えるようになります。

将来のコストを正確に予測できる

•Portalの情報を活用することにより、お客様は使用量とコストを制御できます。

•お客様は次のようなことが行えるようになります。

–柔軟に予算を編成する

–使用量の急増を知らせるアラートを設定する

–過去の使用量に基づいてキャパシティプランニングを行う

–将来のコストを正確に予測し、それに従って予算を編成する

使用量とコストをよりきめ細かく制御できる

•Analytics Portalは、以下によって現状をより一層明確化します。

–インタラクティブな図

–インタラクティブなグラフ

–インタラクティブなレポート

•整理された消費の情報を活用することにより、お客様は次のようなメリットを得られます。

–柔軟に予算を編成したりアラートを設定したりできる

–後れを取ることがなくなる

IT支出が最適化される

•Analytics Portalでは、お客様がIT支出を最適化できるよう実用的な情報が提供されます。

•ルールベースの分析により、使用量が環境に合っていない (リソースが不足しているか使用されていない) タイミングが特定されます。

•お客様はこれらの有益な情報を活用してコストを削減し、エンドユーザーのエクスペリエンスを向上させることができます。

ガバナンスおよび管理サービス
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HPEは、クラウド、データセンター全体またはその一部の運用など、戦略を効果的に実行するうえで必要なリソースとスキルを提供しています。これらのサービスは、いずれもIT環境の簡素化を目的としています。皆さんは、お客様がアプリケーションおよびデータのセキュリティとコンプライアンスを確保したり、インフラストラクチャを常に最新かつ信頼できる状態に維持したり、新しいテクノロジーを最高のパフォーマンスで稼働させてビジネスニーズをサポートしたりできるように支援することが可能です。 

また、企業がIT資産に関するデータ主導の有益な情報を取得して効果的な意思決定を行い、ビジネスを前進させることができるようサポートすることも可能です。サービスは随時、お客様、または皆さんとの話し合いを通じて追加できます。 

ガバナンスと管理
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皆さんは、HPE GreenLakeとHPE GreenLake Centralのサービスを提供するだけでなく、お客様のニーズに応じて各種の機能を追加できます。アドバイザリ/専門知識サービスを利用すれば、お客様は必要なスキルを獲得するまで待つことなく、テクノロジーやパートナーに関する専門知識を得ることができます。 

Right Mix Advisor (RMA) と移行サービスを追加すれば、お客様のクラウドへのスムーズな移行をサポートできます。RMAは、客観的なデータ主導の分析と移行に関するアドバイスにより、ハイブリッドクラウドの最適な組み合わせを実現します。移行サービスでは、HPEの広範な専門知識に基づいて、エキスパートによる最適な組み合わせのクラウドへのアプリケーション移行、またはテクノロジー移行のサービスを提供します。 

コスト最適化およびコンプライアンス管理では、お客様が投資の価値を最大限に高めるうえで必要な可視性と制御性を得られるようにサポートします。コスト最適化により、お客様はクラウドのコストを可視化して制御できます。このサービスは、HPE GreenLake Centralを通じてマネージドサービスソリューションとして提供されます。コンプライアンス管理では、リアルタイムの監視および推奨機能により、1,500以上のITに関するコンプライアンス管理を行います。 

最後に、皆さんはマネージドサービスプロバイダー (MSP) として、またはHPE GreenLake Management Servicesを通じて、フルスタックの専門知識と高度なサポートにより、IT環境を管理、運用、最適化する管理サービスを提供できます。 

Continuous Compliance 
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急激な変化によってクラウドがお客様にもたらす価値が大きく向上する一方で、環境の可視化が困難になり、コンプライアンス違反のリスクも増大しています。皆さんは、Continuous Complianceサポートを追加することで、お客様がそうしたリスクに対処できるようサポートすることが可能です。このサービスには、1,500を超えるコーポレートガバナンス対策、規制遵守、さらにベストプラクティスも含む、HPEの広範なライブラリが活用されています。 

Continuous Complianceは、お客様が指定した管理を監視し、お客様のインフラストラクチャをそれらの管理に照らし合わせて確認し、管理をコンプライアンスのフレームワークに定期的に同期させて最新の状態に保つことで、監査の準備に伴う時間、コスト、複雑さを軽減します。お客様は、HPE GreenLake Centralでコンプライアンスの状況を瞬時に把握できるうえ、詳細情報と推奨される修正方法をワンクリックで確認できます。 

学習チェック

ここで少し時間を取り、ソリューションについて学んだことを復習します。次のうち、HPE GreenLakeで利用できる機能とソリューションはどれですか。また、HPE GreenLakeソリューションに含まれているものはどれですか。2つの答えとそれぞれのボックスを組み合わせてください。答えは次のページに記載されています。 
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学習チェックの答え
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HPE GreenLake Management Services 
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HPE GreenLake Management Services (GMS) は皆さんのソリューションに追加でき、HPE GLQQまたはカスタムソリューションで追加することが可能です。24のタイムゾーン、9つのグローバルIT拠点、および30以上の言語にわたって、世界規模のソリューションを提供できます。各種のコンプライアンス認定資格、ドメイン分離、暗号化データ、および24時間365日のサポートにより、ソリューションのセキュリティを確保しつつ、パブリック/ハイブリッドクラウドに関するお客様のニーズに対応できます。 

HPE GMSは、数年前から連続してTSIA STAR Awardを受賞しており、最近では、Innovation in Managed Services and Strategic Adaptation部門で受賞しています。こうした専門知識は、広範なサービスの提供と5,000人以上のエキスパートの経験から得られたものです。 

そのすべてが、お客様の高い満足度と生産性につながっています。HPEはIDC社にビジネス価値の調査を委託し、企業がHPE GreenLake Management Servicesを利用することで実現できる潜在的な投資収益率 (ROI) を調べてもらいました。IDC社は、HPE GreenLake Management Serviceを複数年使用している複数のお客様にインタビューを実施し、GMSが組織のビジネスにもたらす可能性がある総合的経済効果を検証しました。その結果、お客様は35%効率が向上し、「通常運用の維持」に費やす時間を41%短縮し、計画外のダウンタイムを85%削減するとともに、3年間で287%のROIを達成していることが明らかになりました。  

HPE GreenLakeにおけるサービスの発展
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保証のみから、リアクティブまたはプロアクティブサポート、さらには環境サポートや包括的な管理まで、お客様はあらゆる段階のHPE GreenLakeサービスを活用することができます。その他のサービスを含まないHPE GreenLakeでは、リアクティブサポートと一部のプロアクティブサポートを提供します。HPE Pointnext Complete Careを追加すると、プロアクティブな環境サポートを利用できますが、HPE GreenLake Management Servicesでは、さらに多くのサービスを利用できます。 

まずはお客様にHPE GreenLakeを販売し、必要に応じてGMSを追加することで、スケールアップ/ダウンを行ったりセルフサービスを追加したりできます。各ソリューションで利用可能なサービスについては、以下をご覧ください。 

HPE Pointnext Tech Care 

•従量制課金

•オンデマンドで展開される柔軟な容量

•迅速なプロビジョニング

•オンサイトのバッファーキャパシティ

•使用量の監視

•容量のレポート

•キャパシティプランニング

•容量に関する警告

•OPEXの請求

HPE Pointnext Complete Care 

•SLAに基づく製品サポート

•高度な電話対応

•L2エキスパートへのアクセス

•ハードウェアの可用性

•ハードウェアの稼働状態監視

•プロアクティブなシステムファームウェアおよびパッチ通知

•アカウントサポート計画

•顧客関係

•エスカレーションサポート

HPE GMS

•ITサービス管理

–イベント管理

–インシデント管理

–変更管理

–問題管理

–構成管理

–リリース管理

–サービス要求管理

–キャパシティ管理

–可用性管理

•テクノロジー管理 (監視/運用/管理/アドバイス) 

–アプリケーション

–データベース

–ミドルウェア

–オペレーティングシステム

–コンテナ

–仮想化

–オンプレミス/ホステッドインフラストラクチャ

–パブリッククラウド

–バックアップ

–ディザスタリカバリサービス

–コンプライアンス/コスト

HPE GreenLake Hybrid Cloud Managed Services 
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HPE GreenLake Management Servicesには、Hybrid Cloud Managed Services、およびHPE GreenLake以外のソリューションのサービスを含めることも可能です。HPE GreenLake以外にも、プライベートクラウドまたはパブリッククラウドでワークロードを実行しているお客様については、GMSクラウド管理プラットフォームによってお客様のクラウドスイート全体を統合できます。このプラットフォームには、現在、HPE GreenLake Centralでアクセスできます。 

ここでは、HPEを通じて利用可能な機能について確認します。HPEがプライベートクラウドを管理する一方で、HPE GreenLake Centralを通じてパブリッククラウドへのアクセスを提供する仕組みに留意してください。この図の左側には、各セクションの詳細な機能が示されています。 

GMSを追加する方法
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お客様のニーズに応じてHPE GMSを導入し、案件規模を拡大する機会を逃さないようにすることが重要です。HPE GMSは、プラットフォーム、人員、プロセスを独自に組み合わせて提供します。皆さんは、お客様のニーズに合ったプラットフォームおよびエンゲージメントモデルで管理される、as a serviceのエクスペリエンスを提案できます。このソリューションは、リモート監視、キャパシティ管理、ワークロード最適化、およびインサイトを含む、as a serviceのエクスペリエンスを提供します。HPE GreenLakeの一部として、ハードウェアとともに実装することが可能です。GLQQツールでHPE GMSを選択するか、ハードウェアのBOMに追加することが可能で、それによって金銭的メリットを受け取ることができます。また、HPE GMSやアドバイザリおよびプロフェッショナルサービスのアップセルも可能です。 

HPE GMSは、広範囲にわたる高度な専門知識と自動化により、デジタルトランスフォーメーションを加速させます。お客様は、コア、クラウド、エッジにわたってエキスパートが提供するフルスタックの専門知識を活用できます。HPE GMS は、パブリッククラウド、コロケーション施設のオンプレミス、またはハイブリッドクラウドで提供されます。 

プラットフォームでは、包括的な監視、修正、インサイトの取得が可能になり、最先端の統合ツール、IP、および専門知識によって複雑で種類の異なるIT環境を簡素化できます。完全リモートからハイブリッド、オンサイトまで、お客様が希望するモデルで提供できます。 

最後に、HPE GMSは、プロアクティブな監視、関連付け、脅威の解消により、リスクを軽減してコンプライアンスを確保します。 

皆さんにとってのメリット
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HPE GMSを追加することで、さまざまなメリットが得られます。市場投入までの期間を短縮してコストと売上高を整合させるサービスにより、収益を向上させることができます。独自の新しいサービスを構築して、Experience as a service戦略を提案することもできます。また、グローバル展開とマネージドセキュリティソリューションにより、価値やサービス提供エリアを拡大できます。 

お客様に高価格商品を勧めることで得られるメリットや報奨金を逃してはなりません。セールスイネーブルメントや認定資格を利用することで、皆さんは会社にメリットをもたらすだけでなく、リベートや前払いのマージンを受け取ることができます。最後に、既存のソリューションをエンタープライズグレードのサービスで補完することで、サービスの拡充や新規顧客の獲得につなげることができます。 

まとめ
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このモジュールでは、ソリューションのさまざまな見積もりおよびデリバリ方法について学習しました。Swiftセールスプログラム、カスタムソリューション、HPE GreenLakeクラウドサービスから、お客様のニーズに合ったデリバリ方法を選択できます。ソリューションを見積もる際は、GLQQ、Distributor Marketplace (GLQQが利用できないSwiftセールスプログラムソリューションの場合)、またはカスタムBOSを使用できます。 

また、皆さんが提供できるクラウドサービスについても学びました。一部のサービスの詳細を確認し、GLQQを使用して構築できるクラウドサービスソリューションを見極めることができるようになりました。 

最後に、HPE GreenLake Management Servicesを中心に、提供できるその他のサービスについても学習しました。 


モジュール5: HPE GreenLake標準ソリューションの構築
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モジュール5: HPE GreenLake標準ソリューションの構築 

学習目的
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皆さんはここまでの学習でセールスプロセスを十分に理解し、状況に応じて適切な見積もり方法とデリバリ方法を選択できるようになっています。このモジュールでは、HPE GreenLake Quick Quote (GLQQ) ツールまたはSwiftセールスプログラムを使用して構築されたソリューションを含む、HPE GreenLake標準ソリューションの構築にセールスプロセスを適用していきます。トピック1ではHPE GreenLake Quick Quoteツールを使用する方法、トピック2ではGLQQとの統合、アウトプット、サイジングについて見ていくため、HPE GLQQツールのプロセスを完了できます。トピック3では、HPE GreenLake: Swiftセールスプログラムについて学習します。Swiftセールスプログラムソリューションを選択すべきタイミングと利用できる機能を確認します。 

このモジュールを修了すると、GLQQツールを使用してソリューションを構築するプロセス、およびSwiftセールスプログラムソリューションを選択するプロセスについて説明できるようになります。また、見積もりおよび提案プロセス (お客様の期待を高めるために皆さんが果たす役割を含む) について説明することも可能になります。 

トピック1: HPE GreenLake Quick Quoteツールの使用
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この最初のトピックでは、HPE GreenLake Quick Quoteツールを使用する方法を学びます。 

HPE GreenLake Quick Quote (GLQQ) ツール
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HPE GreenLake Quick Quoteツールは、皆さんが提供するHPE GreenLakeの構成と価格設定に必要なセルフサービス環境を構築するための手段として使用されます。GLQQのみを使用するソリューションはありませんが、代わりにこのツールを使用してSwiftセールスプログラムソリューションとクラウドサービスソリューションが構築されています。これらのソリューションは、HPE GreenLake: Swiftセールスプログラム、またはHPE GreenLakeクラウドサービスのいずれかになります。 

GLQQツールを使用する準備を整える
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モジュール3で学習したように、GLQQツールを使用する前の段階がアセスメントです。GLQQツールを使用するにあたり、お客様の環境に関する情報を入手する必要があります。こうした情報は、見極め、アセスメント、お客様との会話を通じて収集します。 

まず何よりも、構成のタイプなど、お客様のワークロードの要件を把握する必要があることは明らかです。たとえば、コンピュートのワークロードは、コンポーザブル、汎用コンピュート、またはストレージ最適化のいずれかになります。これらのオプションについてはモジュール4で学習しました。 

次に、ワークロードに関する特定の情報を入手する必要があります。それには、VMの数、変動キャパシティ、必要な容量などが含まれます。この情報は、従来のセールスでソリューションをサイジングする際に必要となる情報と似ていますが、この情報からソリューションを決定するのではなく、オプションとプランを選択していきます。 

お客様が抱えるその他の要件についても把握しておく必要があります。お客様は、GMSなどの追加のサービスを必要としているでしょうか。その他のワークロードのニーズはあるでしょうか。皆さんは、4つのワークロードを1つの見積もりにまとめることができます。 

最後に、価格決定とビジネスケースの作成に役立つ情報を入力する必要があります。価格設定については、パートナーのアップリフトとワークロードの測定単位 (UoM) を把握しておかなければなりません。UoMと価格設定については、モジュール6で詳しく見ていきます。ビジネスケースについては、現在の使用率、ビジネスへの影響、現在の購買に関する情報など、お客様のバリュードライバーについての情報を入手する必要があります。 

GLQQツールへのアクセス

必要な情報を収集したら、HPE GreenLake Quick Quoteツールにアクセスする準備が整ったことになります。GLQQツールにアクセスする方法については、以下の各手順をご覧ください。(これらの手順は、HPE Tech Proからのアクセス方法を示したものですが、Products and Solutions Nowからもツールにアクセスできます)。 

1.Tech Proにアクセスします。
 
https://techpro.hpe.com (英語) にアクセスして、パートナー認証情報を入力してログインします。各地域のサイトは次のとおりです。 

•北米: https://partner.hpe.com/group/upp-na/greenlake-flex-capacity

•EMEA: https://partner.hpe.com/group/upp-emea/greenlake-flex-capacity

•中南米: https://partner.hpe.com/group/upp-lar/greenlake-flex-capacity 

•APJ: https://partner.hpe.com/group/upp-apj/greenlake-flex-capacity

2.設定、価格、見積もりツールを表示します。

ツールセクションを探して[設定、価格、見積もり]を選択します。 

3.[GreenLake Quick Quote]を選択します。

ツールリストにある[GreenLake Quick Quote]を見つけて選択します。 

4.フォームに必要事項を入力します (パートナー組織の担当者として初めてアクセスする場合)。

アクセス権を要求する場合は、このフォームに必要事項を入力する必要があります。要求の処理には数日かかる場合があり、地域によっては、スペシャリストが担当者に連絡して企業の情報を収集し、簡単なトレーニングを行うこともあります。 

すでに組織にツールのアクセス権が付与されている場合は、すぐにツールにアクセスできます。 

GLQQツールの使用

ここでGLQQツールの使用方法を学習します。正確な手順は選択したワークロードやオプションによって異なりますが、このツールは直感的に使用できる設計になっているため、それぞれの手順を簡単に進められるはずです。 

仮想化プラットフォーム向けの従量制課金ソリューションを必要としているお客様のプロセス例に従って手順を確認してください。 

1.ワークロードの選択
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このプロジェクトに適用するワークロードをクリックします。 

2.要件の定義
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次にワークロードに固有の要件を入力します。この例では、ストレージワークロードのタイプが要件に含まれていますが、その他のワークロードには、それぞれに固有の要件があります。 

お客様が必要とする最大容量に基づいて要件を定義します(後でこの容量の変動率を定義します)。 

要件を入力したら[プランを表示]をクリックします。 

3.プランの選択
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このツールでは1つ以上のソリューションが推奨され、それぞれの違いが示されます。たとえば、コストが最適化されたプランが推奨されたり、パフォーマンスが最適化されたプランが推奨されたりする場合もあれば、複数のプラットフォームから選択できる場合もあります。希望のプランを選択したら[プランを選択]をクリックし ます。 

4.アドオンの選択とアップリフトの追加
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プランには、HD返却不要 (DMR) やサードパーティライセンスなどのアドオンを追加できます。 

どれだけ柔軟に容量を使用できるのかは、変動キャパシティの設定によって決まります。 

HPE GreenLakeソリューションには、必ず最大容量が設定されており、そのうちの特定の割合が予約されるため、お客様は最小使用量を約束することになります。そして残りの容量は変動キャパシティとして使用できます。たとえば、変動キャパシティが30%の場合、お客様は最大容量の70%を使用することを約束し、100%まで柔軟に拡張できるうえ、それを超えたとしても、HPEが組み込んだ10%のバッファーを使用することが可能です。 

このウィンドウでは、アップリフト (マークアップ) の割合も指定できます。右側の領域を見ると、それぞれのオプションによって単位あたりの価格とコミット容量の価格がどのように変わるのかがわかります。 

準備ができたら[見積もりを作成]をクリックします。見積もりを作成すると、前のページに戻ってオプションを調整できなくなります。 

5.ソリューションの確認とアウトプットの選択
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ここにはソリューションの概要が表示され、最大4つのワークロードを選択できます。 

セールスのアップリフトも変更できます。 

6.ソリューションの確認とアウトプットの選択
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該当するラジオボタンを選択して[エクスポート]をクリックすることにより、必要なアウトプットを1つずつエクスポートできます。 

別のドキュメントをエクスポートする必要がある場合は、後で見積もりに戻ることができます。見積もり自体に変更を加えることはできませんが、エクスポートする別のアウトプットを選択することは可能です。 

これらのアウトプットの詳細については、もう少し後で確認します。 

7.お客様のバリュードライバーの定義
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最後にお客様の現在の使用率と購入サイクルに関する情報を入力します。GLQQツールでは、これらの情報を使用して提案書のビジネスケースを作成できるようになっており、451 Research社とForrester社のテクニカルペーパーに基づいた、多くのお客様の現実的なデフォルト値が示されます。またここでは、お客様のSFDC-IDも指定する必要があります。 

  

HPE GreenLake Quick Quoteツールを追加する方法
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モジュール4で学習したHPE GreenLake Management Servicesは、HPE GreenLake Quick Quoteツールで簡単に追加できます。お客様の要件に基づいて必要なHPE GreenLakeのプランを標準として選択し、選択したプランの契約期間と変動キャパシティを設定する際に、GreenLake Management Servicesのアドオンを選択するだけです。ご覧のように、トグルボタンを切り替えるだけで済みます。 

プランの価格は、GMSサービスを含む価格に自動的に調整されるため、皆さんは通常の方法でワークロードを追加します。それによって生成される提案書と契約書には、GMSデータシートを契約書に組み込むことにより、GMSサービスが含まれることになります。これはカスタムソリューションでComplete Careを組み込む手順と同じです。(その方法については、モジュール6で詳しく見ていきます)。GMSの価格は、データシートに記載されている前提に基づいています。これらの条件を変更する必要がある場合は、PBMまたはエンゲージメントマネージャーにお問い合わせください。 

現時点では、GMSの詳細な内容を提案書や契約書に動的に追加することはできません。ただし、データシートにはGMSの標準SOWの内容が含まれており、契約書に組み組まれることになります。これは、セールス担当者がGMSのサービスについて説明する際の助けにもなります。 

GLQQ GMSの成果物
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ここで少し時間を取り、関連するHPE GreenLakeの構成を実行および運用する際に、GMSによって実行される特定のシステム管理アクティビティについて学んだことを復習します。これらの機能は、お客様に固有の要件に応じて、実装時に合理的な範囲内で変更することができます。デリバリはバンガロールのデリバリセンターが行いますが、その他の拠点からのデリバリについては、PBMまたはエンゲージメントマネージャーにお問い合わせください。サポートは30以上の言語でご利用いただけます。 

コンピュートクラスターとハイパーバイザークラスターについては、GMSがお客様の設計とポリシーに従ってオペレーティングシステム (OS) を管理します。GMSには、管理されるHPE GreenLakeシステムの設計や実装は含まれていません。皆さんは必要に応じて独自のサービス、またはHPEのその他のサービスを追加することで、こうしたお客様の要件に対応することができます。 

学習チェック

ここで少し時間を取り、GLQQに使用について学んだことを復習します。次のうち、HPE GreenLake Quick Quoteツールを使用する前に必要となる情報はどれですか。(3つ選択してください)。答えは次のページに記載されています。 
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学習チェックの答え
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トピック2: HPE GLQQツールにおけるプロセスの完了
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このトピックでは、GLQQツールで見積もりプロセスを完了する方法を見ていきます。また、アウトプットを利用して価格を設定し、BOMを作成する方法を学習します。 

HPEチャネルパートナーの役割

[image: ]

皆さんがディストリビューターか、Tier 1パートナーか、Tier 2パートナーかによって、HPE GreenLake Quick Quoteの使用方法が異なります。皆さんがGLQQを使用するディストリビューターを含むTier 2パートナーではない場合、GLQQツールを通じてHPEから基本価格を受け取ります。次に、ディストリビューターがパートナーへの販売価格を設定し、パートナーはそれをアップリフトとして使用します。Tier 1パートナーとTier 2パートナーは、ツールを使用して基本価格にアップリフトを追加します。Tier 2パートナーは、承認済みの価格アップリフトを適用する必要があるため、アウトプットとしてディストリビューター価格の概要またはSOWを受け取ることはありません。 

GLQQツールのアウトプット

GLQQツールでは、詳細なハードウェアの部品表 (BOM) は出力されませんが、HPEがソリューションの発注に責任を持つため、皆さんはカスタムソリューションと同じようなBOMを作成する必要はありません。なお、GLQQツールを使用するときは、基盤となるハードウェアではなく、コンピュートまたはストレージユニットに関して提供するものに重点を置きます。 

GLQQツールで出力されるのは、ケースを作成する際にお客様に直接提供できるいくつかの実行可能ドキュメントであり、皆さんは提案書、合計価格のExcelシート、およびHPE GLQQ SOWを出力することが可能です。また、後からこれのファイルのいずれかで提案書を取得する際に使用できるリンクが記載されたメールも送られてきます。 

最終的に、GLQQツールによって提案書とSOWを短時間で作成できるようになります。こうしたドキュメントを受け取るために、カスタムソリューションのようにHPEを通す必要はありません。 

各アウトプットの詳細については、以下をご覧ください。 

提案書

提案書は、お客様にソリューションを提示してビジネスケースを作成するのに役立ちます。提案書には以下が含まれます。 

•HPE GreenLakeの利用状況に応じた支払いのメリットに関するエグゼクティブサマリー

•容量の測定と報告の方法に関する説明を含む、サービスの概要

•(コンピュートユニットなどの) 利用単位について説明し、リザーブドキャパシティ、バッファーキャパシティ、および単価を示す支払いプロファイル*

•ソリューションのメリットの詳細とお客様に固有の情報を含む、ワークロードの概要*

•前提と責任に関する説明

*サービスを提案書に追加してここに含めることができます。 

合計価格のExcelシート

このファイル (チャネル作業ファイルとも呼ばれる) は、アップリフトを含む合計価格をできる限り簡単に作成するための土台となるExcelシートです。価格とアップリフトが正しいことを確認するのは皆さんの責任となります。 

Tier 2パートナーはこのファイルで該当するコストのみを確認し、販売価格を決定するにあたり、承認済みの価格アップリフトを各価格帯に適用する必要があります。 

SOWの注文書

SOWの注文書には、SOWとパススルー条件が含まれています。HPEはディストリビューターとの間でSOWを作成し、ディストリビューターは皆さんとの間でSOWを作成しますが、皆さんは、お客様向けのSOWを作成する必要があります。以下の内容を含むこの注文書によって、SOWを作成するための準備が整います。 

•HPE GreenLakeパートナー向けSOWの注文書

–SOWの注文書には、SOWの作成に必要となるすべての価格情報および技術情報が含まれます

•HPE GreenLakeパススルー条件

–パススルー条件は、サービスの利用規約です。ディストリビューターが異なる条件や追加条件を定める場合もあります 

GLQQの統合
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HPEは、SSETなどのツールとの統合により、HPE GreenLake Quick Quoteツールで簡単にセールスを完了できるようにしています。GLQQツールでは詳細なハードウェアのBOMは出力されないため、皆さんは今後もアウトプットのGLQQ見積もりを使用してBOMを作成する必要があるかもしれません。2021年11月1日現在、皆さんはミッションクリティカルなワークロードの見積もりを作成できます。また、SSETツールとの統合によってBOMを自動作成できます。 HPEは、今後もモジュール3で学習したツールの統合を計画しているため、皆さんが利用できる統合についてPBMまたはエンゲージメントマネージャーにお問い合わせください。 

BOMの作成
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お客様のワークロードがまだSSETと統合されていない場合、皆さんはHPEのアウトプットを利用してBOMを作成できます。One Configuration Advanced (OCA) を使用する必要がある場合もあります。OCAを使用してBOMを作成する方法については、モジュール6で詳しく見ていきます。上記の情報はすべて、お客様との会話とGLQQの出力が終わってから使用可能となります。GLQQで取得できるアウトプットの例もこのスライドに示されています。ただし、これはアウトプットのごく一部であり、価格はこの例にのみ適用されます。 

ソリューションへの追加
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皆さんがHPE GLQQツールによって得られる主なメリットの1つに、お客様のas a serviceへの移行をサポートすることで新たな機会を創出できることがあります。GLQQツールでは、迅速なデリバリ、事前構成済みのソリューションと価格設定がサポートされているため、皆さんはその他のHPE GreenLakeソリューションを今すぐ必要としているお客様に簡単に販売することができます。事前構成済みのオプションについては若干の変更が可能ですが、利用可能なオプションを除いて、プロセッサーやメモリを変更することはできません。大幅に変更したいお客様には、カスタムソリューションをお勧めします。また、現時点でGLQQツールでは利用できないHPE GreenLakeクラウドサービスを希望するお客様については、標準以外のソリューションを検討する必要があります。 

サードパーティのハードウェアやソフトウェア、またはArubaのソリューションを契約に追加することができます。たとえば、お客様が通常のHPE GreenLakeソリューションを契約することなく、Swiftセールスプログラムソリューションとオンプレミスサービスマネージャーによるサポートを利用したいと考える場合は、皆さんがオンプレミスサービスマネージャーの業務の一部を実行するサービスを追加することが可能です。 

また、GLQQツールは、ランドアンドエクスパンド戦略としても活用できます。変更指示を使用すれば、既存のお客様にソリューションを簡単に追加できます。 

トピック3: Swiftセールスプログラムソリューションの選択
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次は、HPE GreenLake: Swiftセールスプログラムソリューションを選択する方法を見ていきます。 

Swiftセールスプログラムを選択する方法と選択すべき理由
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HPE GreenLake Quick Quoteツールから、Swiftセールスプログラムソリューションを追加することも可能です。GLQQを使用して構築されたHPE GreenLakeクラウドサービスソリューションと、Swiftセールスプログラムソリューションとの相違点を理解しておくことが重要です。最初の相違点は、見積もりとツールの使用に関するものです。クラウドサービスは、HPE GLQQツールを使用するか、変更が必要となった場合はカスタム案件で見積もりを作成できます。大多数のパートナーがクラウドサービスを提供することができます。Swiftセールスプログラムソリューションは、GLQQを使用するか、Distributor Marketplaceで見積もりを作成できます。Swiftセールスプログラムソリューションが利用できるかどうか、およびその方法については、PBM、エンゲージメントマネージャー、またはディストリビューターにお問い合わせください。 

その他の主な相違点は、ソリューション自体にあります。Swiftセールスプログラムソリューションは、必要な容量に応じて価格が設定されます。クラウドサービスは厳選されたワークロードを提供する一方で、案件全体でさまざまな構成オプションを提供しています。Swiftセールスプログラムソリューションにはリモートデリバリが含まれるため、小規模なお客様にもご利用いただけます。 

Swiftセールスプログラムのサービスレベルと案件の規模

HPE GreenLake: Swiftセールスプログラムは小規模なお客様向けに構築されているため、サービスの相違点を認識しておく必要があります。Swiftセールスプログラムで販売されるすべてのHPE GreenLakeソリューションのサービスレベルと案件の規模については、以下をご覧ください。 

リモートサービスアドバイザー

リモートサービスアドバイザーが提供するサービス: 

•四半期ごとの会議の実施とレポート作成

•知識の移転

•パフォーマンスに関するアドバイス

•プロアクティブなキャパシティ管理

•アカウントサポート計画

パーシャルPSM 

Nimble、Alletra、dHCIのスペシャリストであるプロアクティブサービスマネージャーが提供するサービス: 

•InfoSightの詳細なレポート作成

•Nimbleハードウェアのサポート

•Nimbleのプロアクティブなキャパシティ管理

•Nimbleファームウェアアップデートの展開のサポート

導入

導入サービスの内容: 

•ハードウェアの導入と測定

故障修理

ソリューションにより継続的に価値を提供するためにHPEが提供するサービス: 

•サービスコールの優先対応

•4時間以内対応の24時間365日サポート (HD返却不要 (DMR))

•プロアクティブなアラート

5万～25万ドルの総契約額

総契約額は、お客様がSwiftセールスプログラムソリューションに適しているかどうかを見極める際の目安となります。お客様によって規模は異なりますが、すべてのSwift契約に以下を含めることができます。 

•HPE GreenLake Central

•Consumption Analytics Portal (CAP)

Swiftセールスプログラムのリモートデリバリ
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HPE GreenLakeは、一部のお客様にはあまりにも高額な投資と思われるかもしれませんが、Swiftセールスプログラムのリモートデリバリでは、小規模なお客様がリモートサービスアドバイザーにアクセスできます。Swiftセールスプログラムのリモートデリバリは、従来のHPE GreenLakeとは大きく異なるものです。お客様が成長した場合は、従来のHPE GreenLakeモデルにアップグレードして、新たな価値を提供することができます。 

テクノロジーの自動化が進み、リモートで提供されるサービスが増えるなか、データセンター内のオンプレミスで必要とされる成果物も少なくなっています。お客様は、Consumption Analytics Portal (CAP) などのポータルから情報やレポートを取得するのに慣れているため、リモートサービスの導入も理解できます。 

HPE GreenLake: Swiftセールスプログラムの初期構成

Swiftセールスプログラムは、総契約額が5万～25万ドルの案件向けに構成されていますが、この範囲外の案件にも適している場合があります。ただし、リモートデリバリオプションは小規模なお客様向けとなってい ます。 

お客様がそれ以上の容量またはサービスを必要とすると考えられる場合は、カスタムソリューションまたはQuick Quoteソリューションを検討するか、Swiftセールスプログラムの契約後に変更指示を行って、当面必要なストレージやコンピュートを提供することを検討してください。 

2021年11月1日現在、HPE GreenLake: Swiftセールスプログラムで利用できる主要なソリューションオプションは4つあります。GLQQツールで新しいオプションが利用可能かどうかを確認してください。Swiftセールスプログラムで現在利用できるハードウェアのオプションについては、以下をご覧ください。 

Nimble 
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Alletra 
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dHCI 
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ProLiant 
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学習チェック

ここで少し時間を取り、標準ソリューションについて学んだことを復習します。お客様の要件を読み、それぞれの要件とお客様のニーズに最も合う見積もりおよびデリバリオプションを組み合わせてください。各ボックスにすべての答え (少なくとも2つ) を組み合わせてください。答えは次のページに記載されています。 
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学習チェックの答え
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まとめ
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このモジュールでは、HPE GreenLake標準ソリューションの構築方法を確認し、HPE GreenLake Quick Quote (GLQQ) ツール、またはDistributor Marketplace (Swiftセールスプログラムソリューションの場合) のいずれかを使用できることを学びました。HPE GLQQツールを使用すれば、短時間で実用的な提案書を作成することが可能です。 

HPE GLQQツールは、セールスプロセスの簡素化に役立つものの、すべての販売に適しているわけではなく、より詳細なカスタム設計を求めているお客様には、HPE GreenLakeカスタムソリューションの方が適してい ます。 


モジュール6: HPE GreenLakeカスタムソリューションの設計
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モジュール6: HPE GreenLakeカスタムソリューションの設計 

学習目的
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このモジュールでは、HPE GreenLakeカスタムソリューションの設計プロセスを見ていきます。まず、見積もり段階後のアセスメントとサイジングについて確認し、次に、HPE GreenLakeカスタムソリューションのBOMを作成する方法を見ていきます。このプロセスでは、HPEのツールや従来のソリューションをサイジングする方法に関する皆さんの専門知識を活用することも必要となります。最後のトピックでは、価格設定について学びます。プリセールス担当者は価格設定には関与しませんが、お客様への販売価格を決定する際に必要となる手順を理解しておくことが重要です。 

このモジュールを修了すると、パートナーがカスタムソリューションのBOMを作成し、HPE GreenLakeクラウドサービスを設計するプロセスについて説明できるようになります。また、HPE GreenLakeに固有のツールを活用する方法を明らかにするとともに、見積もりおよび提案プロセス (お客様の期待を高めるためにパートナーが果たす役割を含む) について説明することも可能になります。 

トピック1: アセスメントとサイジング
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この最初のトピックでは、お客様の環境を評価し、ソリューションのサイジングを始めるプロセスを確認します。 

カスタムソリューションを構築するタイミングの見極め
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カスタムソリューションの構築方法について学ぶ前に、カスタムソリューションが必要かどうかを見極める必要があります。事前の見極めと要件の収集を行ってから、どの見積もりソリューションを使用するか決定しなければなりません。まずは、お客様が事前構成済み、または事前構築済みのソリューションを必要としているかどうかを見極める必要があります。事前構築済みのソリューションは工場で統合されているため、すぐに設置できます。また、特定のワークロードの要件で必要とされるソフトウェアを使用して、事前に構成できます。 

事前構成済みまたは事前構築済みのソリューションを必要としているお客様には、クラウドサービスまたはSwiftセールスプログラムソリューションが適している可能性があります。2021年11月1日現在、これらのソリューションにはコンピュート、ストレージ、プライベートクラウド、またはVMがあります。その時点で利用できるクラウドサービスについては、HPE GreenLake Quick Quote (GLQQ) ツールを確認してください。お客様がGLQQで利用可能なソリューションを使用したくない場合には、期首と期末のBOMを含むカスタムソリューションを構築する必要があります。ただし、お客様はクラウドサービスソリューションを使用したいと考えているものの、それがGLQQで利用できないだけかもしれません。 

次のステップは、皆さんの地域でGLQQツールが利用できるか確認することです。GLQQで利用できる事前構成済みのクラウドサービスソリューションを必要としているお客様がいる場合は、そのお客様がクラウドサービスソリューションの変更を求めているのか、使用したいハードウェアやサービスがあるのかを見極める必要があります。お客様によっては、推奨のプロセッサーなどの特定の要件を定めている場合がありますが、GLQQツールではハードウェアタイプをきめ細かく選択できないため、カスタム見積もりを作成する必要があります。皆さんは、利用可能なGLQQのソリューションを確認し、変更可能な部分を十分に理解しているはずですので、お客様にはカスタムソリューションの方が適していたとわかるまで、GLQQの提案書を完成させることはありません。また、お客様の既存の環境を復旧したり、HPE GreenLakeソリューションに組み込んだりしなければならない場合も、カスタム見積もりの作成が必要になることがあります。このようなケースでは、お客様が皆さんに提供を求めているソリューションではなく、既存のインフラストラクチャに基づく見積もりが必要です。 

GLQQが利用できない場合は、Swiftの需要があるかどうかを見極める必要があります。Swiftセールスプログラムソリューションの場合、総契約額を25万ドル以下にする必要があります。お客様が必要とするのは、ほぼ変更なしで利用できる、事前構成済みのコンピュート、ストレージ、または分散型ハイパーコンバージドインフラストラクチャ (dHCI) ソリューションです。また、お客様はリモートデリバリオプションも気に入るはずです。お客様のニーズがSwiftセールスプログラムソリューションに適合する場合、Distributor Marketplaceを探す必要があります。HPEでもそのサポートが可能です。Distributor Marketplaceは、Swiftセールスプログラムが利用可能で、HPE GreenLake Quick Quoteツールが利用できない一部の国で利用できます。皆さんが利用できるかどうかについては、PBMにお問い合わせください。 

HPE GreenLakeカスタム見積もりオプション
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GLQQツールが販売に適していないと判断した場合でも、クラウドサービスソリューションを提案することができます。この表と皆さんのクラウドサービスソリューションに関する専門知識を活用して、完全なカスタムソリューションを構築する必要があるか、またはモジュール4で学習したクラウドサービスソリューションを構築できるかを見極めます。お客様がいずれかのクラウドサービスオプションをカスタマイズしたいと考えている場合は、カスタムクラウドサービスソリューションを構築することも可能です。 

クラウドサービスソリューションを構築する際は、期首と期末のBOMを含む同様のプロセスに従う必要があります (その方法はこのモジュールで詳しく見ていきます)。クラウドサービスソリューションでは、お客様のワークロードのニーズに合わせてハードウェアが構築されるため、皆さんは迅速にBOMを作成してソリューションを出荷できるようになります。 

Initial Budgetaryソリューション: 機会のサイジングと検証
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モジュール1～3では、このスライドに示されている手順1～3に従ってHPE GreenLakeソリューションを見極める方法を学習しました。BOMの作成に先立ち、皆さんはチームを構築し、設計のパラメーターを理解し、お客様の環境を評価して、その準備を整える必要があります。こうした作業は、ここに示されている3つの公式な手順のどの段階でも行えますが、開始する前に、機会の見極めと登録を行う時間が十分にあることを確認してください。また、HPEの役割は国によって異なりますが、いずれにして、皆さんが登録の承認を得る必要があります。また、プロセスに関する質問に回答する、案件責任者 (DO) も配置します。 

BOM作成の前に
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お客様の要件を明らかにしてセールスチームを構築したら、チームメンバーと要件について話し合う必要があります。この話し合いはミーティングまたはメールで実施できますが、すべてに問題がないことを確認することが重要です。適切なサイズを検討してソリューションを提案したこと、現在のお客様の環境 (略図を含む)、お客様の要件とビジネス目標を正しく理解していることを確認する必要があります。この時点で、ディストリビューターと話し合う必要があるかもしれません。 

次に、設計のパラメーターが正しいことを確認する必要があります。サイジングとアセスメントを適切に行えるように、測定単位、拠点数、成長予測を決定する必要があります。また、契約期間、前払い資金または従量制課金として支払われる金額など、お客様が必要とする金銭面の条件を定めることも必要です。お客様がどちらのユースケースに該当するか、また故障したコンポーネントについてどのような処理を希望するかも、この段階で重要となります。 

パラメーターを決定したら、設計を確認して理解する必要があります。HPEはそのためのリソースを提供しています。皆さんは、チーム内の専門家に意見を求めたり、必要に応じてソリューション設計者を追加したりできます。また、ソリューションや移行に関するコンサルティングサービスを利用することも、Right Mix AdvisorなどのHPEのサービスをお客様に提供することも可能です。さらに、カタログ価格、データシート、またはリファレンスアーキテクチャーを使用したり、これらの参考資料を最初のドキュメントに添付したりできます。ただし、その価格はあくまで参考価格です。 

最後に、アセスメントツールやサイジングツールを使用して、お客様の環境を正確に測定することも可能です。これらのオプションについてはモジュール3で学習しました。 

アセスメントとサイジングのベストプラクティス
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HPE GreenLake環境を適切にサイジングすることが、お客様の満足度と案件の収益性を高めるうえで重要となります。アセスメントを行えば、詳しく調査したうえでお客様にとって最善の判断を下すことができますが、それには時間がかかります。こうしたアセスメントやサイジングに関するベストプラクティスを確認しておく必要があります。 

リソース使用率の変動について理解するために、少なくとも1週間分 (可能であれば繁忙期) のデータを収集するようにします。広範囲のデータを収集することは、皆さんがHPE GreenLakeを適切にサイジングしたり、お客様が「変動」キャパシティの範囲における使用率がリザーブドキャパシティ/最低支払額を下回っていないことを確認したりするのに役立ちます。こうした変動は、HPE GreenLakeの価値を示すうえで重要となります。 

必要な情報をすべて入手するのに6～7種類のツールを使用する場合があるため、特定のツールを念頭に置いてアセスメントに取り掛かってはなりません。HPEが開発したデータコレクターである、Solution Assessment Foundry (SAF) を含めることを強く求めてください。SAFにより、お客様の環境にある既存のワークロードを把握する時間が短縮され、設計およびサイジング段階へのインプットとして利用できるほか、勘や推測を排除して、お客様の現在の環境を正しく理解できます。VMwareを利用しているお客様には、HPE CloudPhysicsも最適です。 

使用するツールを選択する前に、パフォーマンスのサイジングと容量のサイジングのどちらが必要かを見極める必要があります。皆さんの事業部門が選択をサポートできます。ソリューションによっては、それぞれに異なるツールが必要となる場合もあります。たとえばNimbleでは、パフォーマンスのサイジングにInfosight、容量のサイジングにNinjaが必要となります。 

皆さんは、3か月でおよそ80%のリソース使用率 (または選択したリザーブドキャパシティ) となるようにソリューションをサイジングしようとしています。お客様が導入初日に80%の使用率を達成することが理想ですが、その限りではないのは、お客様が必ず最小使用量の料金を支払うためです。 

結果についてお客様と話し合うことを忘れないようにしてください。その結果が、お客様が新しいHPE GreenLake環境から取り除こうとしている要素を反映していることが何より重要となります。 

SAFのビジョン

[image: ]

ここで少し時間を取り、確認からアセスメント、サイジングまで、Solution Assessment Foundryで使用可能なツールについて確認します。なお皆さんは、CloudPhysics、RMAなどのサードパーティツールを含む、各種の確認およびアセスメントツールを使用できます。また、サイジングとBOMの作成には、ソリューションセールス イネーブルメントツールキット (SSET) とOne Config Advanced (OCA) も使用できます。 

見極めチェックリスト
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このスライドには、皆さんがBOM作成を始める前に、案件責任者が完成させるチェックリストの1つが示されています。ここで改めて、案件責任者が必要とするすべての情報を提出していることを確認してください。案件責任者はソリューション設計者の採用を担当し、特に左側の項目に注意を払います。 

学習チェック

ここで時間を取り、サイジングとアセスメントについて学んだことを復習します。お客様の環境について調べるために、サイジングツールやアセスメントツールを使用する前に必要となる情報はどれですか。(2つ選択してください)。答えは次のページに記載されています。 
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学習チェックの答え
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トピック2: ソリューションの設計とBOMの作成  
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このトピックでは、ソリューションを設計してBOMを作成するプロセスについて詳しく見ていきます。 

Initial Budgetaryソリューション: 期首と期末のBOMの作成
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皆さんはすでに、期首および期末のBOMを作成する準備が整っています。これらのBOMは、表示価格BOMとしてOne Configuration Advanced (OCA) で作成する必要があります。また、それが通常のプロセスとなっている場合は、ディストリビューターにOCAで表示価格BOMを作成してもらい、作成されたファイルを戻してもらうことも可能です。このトピックの後半では、そのプロセスについて見ていきます。 

期首と期末のBOM 
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カスタムのHPE GreenLakeソリューションには、HPEが期首に提供するソリューションを定義する期首のBOMとソリューションの拡張可能な最大サイズを定義する期末のBOMの2つが含まれています。 

期首のBOMは、他のBOMと同じように作成しますが、1つだけ大きな違いがあり、最大10%のバッファーを含めた1日目のサイズを指定する必要があります。ここでは、常に将来の成長を見据えて計画を立てる、従来のソリューションのベストプラクティスは無視します。HPE GreenLakeは、オーバープロビジョニングの削減が主なビジネスメリットの1つとなっているため、HPE GreenLakeの期首のBOMではオーバープロビジョニングを避ける必要があります。お客様が1日目に実際に使用する量と、3か月間をカバーするための変動キャパシティを見極めます。 

期末のBOMを作成するにあたっては前年比成長率を明確にし、そこに契約期間を乗じます。また、お客様の戦略プランを検討し、契約終了時に必要となる容量を見積もることも必要です。ここでも最大10%のバッファーを含めることができますが、HPE GreenLakeソリューションで指定可能なバッファーには一定の上限があるため、大規模なソリューションでは、HPE Pointnext Servicesからバッファーを10%未満に抑えるよう求められることがあるという点に注意してください。ソリューションにこの制限が適用された場合、通常はBOMの提出後に期末のBOMの変更に関してHPEの案件責任者から皆さんに連絡が入ります。 

期末のBOMを作成するときは、プロセッサーやメモリなどのコンポーネントを含む製品に関して、期末のBOMと期首のBOMが完全に一致していなければならないという点に留意してくだい。期首のBOMとの唯一の違いはデバイスの数量であり、たとえば、期首のBOMに3.84TBのドライブを搭載したHPEのストレージアレイが含まれていた場合、期末のBOMには3.84TBのドライブを複数含めることが可能ですが、7.68 TBなどの容量の違うドライブを含めることはできません。期末のBOMは、契約終了時に予想されるお客様の容量に合わせて作成する必要があります。 

HPE GreenLake OCAの使用
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皆さんは、BOMの作成にOne Configuration Advanced (OCA) を使用するため、OCAのベストプラクティスを把握しておく必要があります。BOMをGreenLakeの販売と登録しておくと、ツールが適切なBOMの作成をサポートし、問題が解消されます。 

別々に請求されるコンピュートとストレージなど、テクノロジーを区別する必要がある場合は、それぞれの期首および期末のBOMを作成します。ファイル名の前に「GreenLake Start」または「GreenLake End」を付けて名称を揃えます。 たとえば、特定の構成における期首と期末のBOMはすべて、「GreenLake Start_Synergy_2frame_5YR_NoAMS」などと記述的に命名します。頭の中や紙の上でソリューションを設計したら、期首のBOMを作成し、ファイル名の最初に「GreenLake Start」を付けて保存し、次に新しいUCIDを付けてもう一度保存したら、「GreenLake End」に名前を変更し、期末のBOMを作成して作業を終えます。また、BOMがNinjaSTARSやSSETなどの他のツールからのインプットと一致するようにしておく必要があります。 

さらに、成長率を把握しておくことも必要です。未知の要因がある場合は、合理的な範囲で最も低い成長率で測定します。また、オーバープロビジョニングを避けるために、バッファー容量の上限を設定しておくことも忘れないでください。成長率を計算しなければならない一方で、その部分が期首と期末のBOMで一致していることも確認する必要があります。数量は変更可能で、変更する必要もありますが、製品は同じでなければなりません。たとえば、期首のBOMのSynergy SY480を、4年目のSY620に置き換えることはできません。 

最後に、適切なサービスを導入していることを確認する必要があります。参考BOMには、製品の要件にかかわらず、Pointnext Tech Careを含める必要があります。これは単に、サービス価格を見積もるためです。Complete Careを追加して、価格に含めることができます。SOWに署名するための最終BOMには、すべてのサポートクレジットとトレーニングを含む、削除されたすべてのサービスが含まれます。お客様がトレーニングおよびその他のサービスを要求する場合は、そのサービスをComplete Careのサービス見積もりに追加できます。期末のBOMにはファクトリーエクスプレスを含めるようにしてください (Synergyの見積もりを除く)。HPEが価格設定モデルで相違点を説明します。 

サポート要件の定義: プロアクティブサポートサービス
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HPEでは、HPE GreenLakeのBOMに最低限のサポートレベルのHPE Pointnext Tech Careを含めることを皆さんに求めていますが、これはお客様とプロアクティブサービスについて検討すべきではないということではなく、むしろ検討することを強くお勧めしています。皆さんは、HPEの案件責任者にお客様が求めているプロアクティブサービスを示す必要があり、HPE Pointnext Servicesは、その情報に基づいてHPE GreenLakeソリューションの一部となるHPE GreenLakeサービスのカスタムソリューションを作成します。なお、皆さんはBOMにこれらの成果物を含める必要はなく、案件責任者に伝えるだけでかまいません。 

HPE GreenLakeサービスのコア機能の一部と、含められることが多いオプション機能がスライドに記載されています。 

これらのサービスを環境のその他の部分に追加することを希望するお客様もいるかと思いますが、そうしたお客様には、HPE Pointnext Complete Careを提供できます。 

サポート要件の定義: A&Pサービス
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皆さんは、期首と期末のBOMにハードウェアの物理的な設置のSKUを含める必要があります。対象となるソリューションで利用できる場合は、ファクトリーエクスプレスを含めることも可能です。これらのサービスは、皆さんが提供することもHPEに提供してもらうこともでき、どちらが提供するのかはBOMに記載します。 

また、コンサルティングサービスをはじめとする、その他のアドバイザリサービスのSKUをBOMに含めることも可能ですが、パートナーである皆さんは、インストールサービス以外のHPE A&Pサービスを提供することはできませんので注意してください。ただし、お客様に各自のプロフェッショナルサービスを提供することは可能です。 

また、HPE GreenLake Management Services (GMS) をソリューションに追加して、BOMに含めることもできます。BOMにHPE Pointnext Complete Careを追加するのと同じ方法でGMSを追加すると、GMSのデータシートをSOWに追加できるようになります。 

OCAでの期首のBOMの作成
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HPE GreenLakeの期首のBOMはあらゆるソリューションのBOMに似ていますが、OCAでBOMを作成するときはいくつかの要件に留意する必要があります。 

期首のBOMの要件については、以下をご覧ください。 

UCIDと名前

UCIDには、期末のBOMとは異なる一意のIDを使用する必要があります。また、名前は「GreenLake Start」で始まるものにしなければなりません。 

製品

必ず最初のニーズに基づいて期首のBOMのサイジングを行います。サードパーティの製品を含める場合は承認が必要です。 

サービス

BOMには、HPE GreenLakeの契約期間に合わせて設定されたHPE Pointnext Tech Careを含めるとともに、皆さんとHPEのどちらがサービスを提供するのかを示す必要があります。 

その他のサービス、トレーニングクレジット、およびサポートクレジットはすべて削除します。 

インストールなどのサービス

また、必要に応じてインストールサービス、ファクトリーエクスプレス (利用できる場合)、およびアドバイザリ & プロフェッショナル (A&P) コンサルティングサービスを含めるようにします。 

OCAでの期末のBOMの作成
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期末のBOMには、HPE GreenLakeの契約期間の終了時に必要なソリューションを記載します。期末のBOMと期首のBOMは、規模以外の点で一致している必要があります。 

期末のBOMの要件については、以下をご覧ください。 

UCIDと名前

期末のBOMには、期首のBOMとは異なる一意のUCIDを指定します。また、名前は「GreenLake End」で始まるものにしなければなりません。 

製品

期末のBOMの製品は、期首のBOMの製品と完全に一致していなければなりません。たとえば、プロセッサータイプ、ディスクサイズ、メモリ容量などを変更してはなりません。 

電源も一致させる必要があります。 

サービス

期首のBOMと同じHPE Pointnext Tech Care、およびインストールなどのサービスを含めます。数量は期末のBOMの数量に基づいて設定し、HPE Pointnext Tech Careの期間はHPE GreenLakeソリューションの期間に合わせます。価格の設定は、HPE Pointnext Servicesが適切に行います。 

たとえば、期首のBOMと期末のBOMにそれぞれ3台と6台のDL360サーバーを含めて期間を4年とし、6台のDL360サーバーをサポートする4年間のHPE Pointnext Tech Care 24x7と6台のDL360サーバーをサポートするインストールサービスを指定します。 

期首と期末のBOMの項目の確認
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この表は、期首と期末のBOMに含める項目を確認する際の参考になります。どちらのBOMにも製品の数と説明が含まれるということを覚えておいてください。これらの項目は、2つのBOMでほぼ同じです(たとえば、期末のBOMにNimbleアレイの拡張シェルフが含まれるといった点で製品の数が少し異なる場合がありますが、期首と期末のBOMの製品を一致させる必要があるというルールにだけ留意してください)。なお、どちらのBOMにも製品の数量が含まれますが、期末のBOMの方が数量が多くなります。 

皆さんはOCAで表示価格BOMを作成し、そのBOMをExcel形式でエクスポートする必要がありますが、このBOMの価格は参考価格でしかなく、割引を適用してはならないという点に留意してください。利用単価は、皆さんがBOMを提出した後にHPEが計算します。 

また、前述のその他のガイドラインに従って正しいサービスを含め、皆さんとHPEのどちらがサービスを提供するのかを示す必要があります。 

さらに、サードパーティのハードウェアやソフトウェアをBOMに含めたい場合は、承認を得る必要があるということを忘れないようにしてください。 

ソリューションのドキュメント化
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HPEの案件責任者は、皆さんが提案したソリューションを検証してHPEの経営幹部に推奨できるよう、お客様の要件とそれらのソリューションの内容がわかるドキュメントを求めます。そのため皆さんは、お客様の規模と成長率、HPE GreenLakeの契約年数、サイトの数、および (ビッグデータ分析などの) ソリューションのユースケースをドキュメントにまとめる必要があります。また、お客様が提案依頼書 (RFP) に含めた特別な要件がある場合は、それらも記載する必要があります。さらに、求められているプロアクティブサポートのオプションも忘れずに明記しなければなりません。 

期首と期末のBOMに関しては、それぞれ3つのファイルを提供します。まずはBOMの作成に使用したサイジングの情報を含め、サイジングツールのアウトプットをExcelにエクスポートします。また、期首のBOMと期末のBOMのOCAファイルもExcelにエクスポートします。そして最後に、期首と期末両方のBOMのラックレイアウトをドキュメントにまとめます。 

学習チェック

ここで少し時間を取り、BOMの作成について学んだことを復習します。期末のBOMの要件はどれですか。正しい答えを選択してください。答えは次のページに記載されています。 
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学習チェックの答え
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BOMチェックリスト
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案件責任者は、参考用としてこのスライドに示されているチェックリストを完成させてBOMを検証します。皆さんがこのトピックで前述したガイドラインに従っていれば、作成したBOMはチェックリストの各項目を満たしているはずです。これは重要な節目であり、適切に行われないと、セールスプロセスが数日延びることになります。 

当初予算の編成プロセス: BOMの送付
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プロセスのこの時点で、皆さんはお客様のユースケースと要件を記載したドキュメントの収集を完了し、期首と期末のBOMのSizerのアウトプットとOCAファイルをExcelにエクスポートしてラックレイアウトを決定しています。これらのすべてのドキュメントをHPE Pointnext Servicesの案件責任者に送付します。 

当初予算の編成プロセス: BOMの確認とORの要求
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HPE Pointnext Services案件責任者 (DO) は、次の手順に責任を負います。DOは、見極めチェックリストを使用してBOMを確認し、機会レビュー (OR) 見極めフォームを完成させてORを要求します。DOは、ORでHPE Pointnext Servicesの管理者にソリューションを提示します。BOMに必要な変更が加えられたら、HPE Pointnext Servicesプリセールスチームにソリューションが割り当てられ、そこでソリューションの価格が定められます。ほとんどの場合、DOとその他のHPE Pointnext Servicesのスタッフは、このプロセスの管理において皆さんの関与を必要としませんが、DOからORへの参加を求められることがあります。 

学習チェック

ここで少し時間を取り、プロセスについて学んだことを復習します。パートナーである皆さんが、OCAで期首と期末のBOMを作成したと想定し、プロセスを完了するための各手順を順番に並べ替えてください。答えは次のページに記載されています。 
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学習チェックの答え
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トピック3: 価格設定
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次は、カスタムソリューションの価格設定プロセスについて見ていきます。ただし、プリセールス担当者である皆さんは、価格設定に責任を負わない場合があります。 

当初予算の編成プロセス: 価格設定
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ORが終了すると、HPE GreenLakeプリセールスチームがソリューションに適用される利用単価を設定します。たとえば、仮想化プラットフォーム向けのソリューションには、コンピュートユニットとストレージユニットが含まれる場合があります。HPE GreenLakeプリセールスは、この参考価格をディストリビューターに送付しますが、HPEがTier 1パートナーと直接連携している場合は、HPE GreenLakeプリセールスからパートナーに直接価格が送付されることもあります。次に、ディストリビューターがマークアップを追加してパートナーに価格を送付します。皆さんはここで利用単価に追加したいマークアップの割合を決定する必要があります。また、利用状況に応じた支払いの消費モデルがどれだけTCOの削減とROIの向上に貢献するのかをお客様に示すビジネスケースも準備します。 

この時点の価格は、すべて参考価格であるという点を覚えておくことが非常に重要です。お客様に参考価格を提示し、お客様から次に進む同意を得られたら、別のプロセスで合計価格を算出してSOWに署名します。このプロセスについては、モジュール7で説明します。このトピックの後半では、参考価格について皆さんが知っておくべき内容を見ていきます。 

価格帯のアウトプット
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プリセールス担当者である皆さんは、価格設定には責任を負いませんが、HPE GreenLakeの価格設定の仕組みを理解することが重要となります。商談では価格の詳細ではなく価値に重点を置く必要がありますが、最終顧客に提示する単価にマークアップを追加することが重要です。ここに単価を入力すると、HPE GreenLakeのビジネスケースが比較されます。  

価格、単位、使用量、価格帯、および階層が果たす役割とそれらを使用してどのように価格が上昇するのかを示す方法については、以下をご覧ください。 

価格

•従量制の価格設定。

•1か月の単位あたりの価格。

•ハードウェア、ソフトウェア、インストール、およびサポート (HPE Pointnext Complete Care Layer 2) を含む。

単位

•HPEが毎月の使用量を測定する要素。

•サーバー、ブレード、物理コア、コンピュートユニット、GB、TB、コンピューティングモジュール、ポートなどが単位に該当する。

使用量

•お客様への請求は、これらの単位の実際の平均使用量に基づいて各月末に行われる。

•使用量には最小コミットメントが適用される。

階層と価格帯

•各料金階層には価格帯が設定される。

•各価格帯には使用される単位のボリュームに基づく単価が設定される。

•使用量が増えて (または減って) 新しい価格帯になると、その月にすべての単位が新しい価格に移行 する。

使用量の測定単位
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皆さんは測定単位を十分に理解しているはずですが、どのユースケースでどの単位が使用されているのかを注意して見るようにしてください。サーバー単位の計算にはOCA、SSET、およびHPE Pursuitを活用できますが、お客様から質問される場合に備えて、計算方法を理解しておくことが重要です。 

仮想環境におけるコンピュートユニットは1GB RAMとなります。RAMの15%がサーバーの実行に必要なオーバーヘッドとみなすと、仮想環境の合計RAMは85%です。この例では、サーバーあたりのコストを633.41ドルと想定します。各サーバーには、合計768GBのRAMが搭載されています。サーバーの合計RAMに利用可能量 (85%) を乗じると、その仮想環境で使用できるRAMは653GBとなります。 

次に、サーバーの月額料金を仮想環境の利用可能量で割ると、コンピュートユニットあたりのコストは0.97ドルとなります。 

価格の計算
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HPE GreenLakeの価格はシンプルでわかりやすくなっています。パブリッククラウドモデルの価格とは異なり、HPEでは価格と階層を簡素化し、請求額を簡単に計算して把握できるようにしています。 

このスライドに示されているのは、RAMが1GBのコンピュートユニット (CU) の仮想ワークロードの価格例であり、価格帯には、ベースラインの使用量が80%、変動使用量が20%のボリュームが示されています。このソリューションでは、サポートの面でスケールメリットを活かすことができるため、すべての単位のボリュームが増えると価格が低下します。 

皆さんは、これらの数値を示して初月請求額を計算できなければなりません。これはHPE GreenLakeの価値を示すうえで非常に重要となるため、その仕組みを理解して計算に慣れておいてください。初月請求額は、リザーブドキャパシティの料金か使用量から算出した金額のいずれか高い方になります。 

この例では、1日目の「期首の容量」が100%になっています。1日目に導入した6,530単位のベースラインの容量が80%であるため、ベースラインの使用量の単位は5,224単位となり、この使用量に開始価格を乗じると初月請求額が算出されます。この例では、リザーブドキャパシティのコストの方が高くない限り、初月請求額は7,836ドルとなります。 

初月請求額 (またはリザーブドキャパシティ) に契約期間の月数を乗じるだけで、総契約額を算出できます。 

まとめ
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このモジュールでは、お客様の環境を評価し、ソリューションをサイジングしてBOMを作成し、カスタムソリューションの料金を伝える方法を学習しました。次のモジュールでは、提案書の作成と成約について詳しく見ていきます。 


モジュール7: HPE GreenLakeソリューションの完成
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モジュール7: HPE GreenLakeソリューションの完成 

学習目的
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このモジュールでは、始めにコストについての話し合いで使用される用語と会話のポイントを確認し、コスト事例を作成してコストに関する説明を裏付ける方法を見ていきます。トピック2では、お客様のニーズとHPE GreenLakeのビジネス価値について学んだことに基づいてお客様にソリューションを提案し、お客様が実現できる価値を明らかにする方法を詳しく見ていきます。 

トピック3では、発注、実装、そしてソリューションのデリバリへと至るセールスプロセスの最後の手順を確認します。さらにトピック4では、変更指示プロセスに加え、案件の規模を拡大する方法や自らを信頼できるアドバイザーとして位置付ける方法を詳しく見ていきます。 

このモジュールを修了すると、お客様の金融サービスに関する要件を明らかにするとともに、ビジネスケースを作成して具体的に説明することが可能になります。また、SOWと価格設定テンプレートのプロセスの各手順をリストアップしてセールスを完了し、SOWの重要な確認項目を説明できるようになります。最後に、エンゲージメントのルールやさらなる専門知識もしくはツールの取得、活用、またはその両方が必要になるタイミングなど、見積もりおよび提案プロセスの手順を明確化して説明し、各手順の計画を立てることが可能になります。 

トピック1: コストに関するビジネスケースの作成
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このトピックでは、HPE GreenLakeのビジネスメリット、そしてそれらのメリットがお客様にもたらす価値について説明する方法を見ていきます。 

メリットを算出してビジネスケースを作成する
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お客様向けのビジネスケースの作成を開始するときは、利用可能なツールを活用してHPE GreenLakeならではの価値を強調するようにしてください。お客様はコストを検討してきているため、支出に関する意思決定を行う際に、ソリューションに組み込むリソースを重視します。ビジネスケースを提示するときには、HPE GreenLakeの利益によってもたらされる投資収益率を再認識してもらうことに重点を置く必要があります。 

HPE GreenLakeソリューションによってお客様が実現できるコスト削減額、運用効率の向上、市場投入までの期間の短縮について概説することも必要です。HPEでは、お客様にとってのメリットを算出し、具体例を示しながらメリットを説明し、その価値を浮き彫りにするうえで役立つツールとリソースを提供しています。これらのツールとリソースについては、次のページから詳しく見ていきます。 

コストに関する概念

ビジネスケースの作成を始める前に、コストに関する概念を理解しておく必要があります。お客様とコストについて話し合うのは皆さんだけではありませんが、重要な概念と語句はしっかり理解しておかなければなりません。HPEファイナンシャルサービス (HPEFS) の担当者の助けを借りることはできますが、HPE GreenLakeの経済的価値を説明する方法がわかっていれば、最初の会話やその後に、信頼できるアドバイザーとしてサポートするのに役立ちます。 

皆さんは、このスライドに示されている語句のいくつかを知っており、普段から商談で使用していることもあるかもしれませんが、これらの語句と説明に目を通し、コストに関する話し合いでそれらが重要となることを理解しておいてください。コストに関する概念の詳細については、「Financial Acumen Fundamentals for Sales」コースで学習できます。 

投資収益率 (ROI) 

•投資収益率 = 純利益/投資

•所有コスト/長期的な投資と関連して、投資で得られる価値。

投資回収期間

•投資の回収にかかる期間を計算するのに使用される数学的手法。

•予想される資金流入額を予想される初期コストで割ることで算出されます。

総所有コスト (TCO) 

•製品に関連する、予想される直接コストと間接コストの合計額。

貨幣の時間的価値

•潜在的な収益力があるため、現在利用可能な貨幣は将来の同じ金額を上回る価値があるという原則です。貨幣は利益をもたらす可能性があることから、企業にとっては将来の資金より現在の資金の方が価値があります。同様に、現在の負債は将来のコストの増加につながります。

割引率

•予想される投資の収益率。言い換えると、企業が投資期間に受け取れると予想する利益の割合を指します。投資の将来の利益を企業にとっての現在の価値 (現在価値) に整合させるために使用されます。

正味現在価値 (NPV) 

•貨幣の時間的価値を考慮して、投資の価値を測定するために使用されるパフォーマンス指標。

•投資の年間推定利益に割引率 (予想される投資の収益率) を掛けることで算出されます。

コスト事例の作成
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HPE GreenLakeの価値を示すには、ソリューションがもたらす金銭的メリットを明確に説明できるようにする必要があります。HPE GreenLakeと従来型のセールスを比較したグラフを見ると、こうした金銭的メリットがどこで生み出されるのかがわかります。 

最初のメリットは、最初の購入時に得られるものです。お客様は、機器の購入に多額の初期投資を行うことを避け、現金を温存してビジネスに再投資したいと考えています。次のメリットは、お客様が必要なタイミングで容量を展開できるため、使用率が大きく向上する点です。使用率が向上すると、電力、冷却、データセンター設置、ソフトウェアライセンス、サポートやメンテナンスなどのコストが減るといったメリットがもたらされます。 

オンサイトバッファーがあるということは、お客様がビジネスニーズに瞬時に対応できるため、市場投入までの期間を短縮できることを意味します。新製品を迅速に市場に投入し、サービスやソリューションをこれまでより短期間で提供できれば、ビジネスの資金を集めて新たな収益源を迅速に開発することができます。 

4つ目のメリットは、HPEが契約開始時に単価を約束するという点です。お客様の容量が増えるにつれて単価が下がるため、お客様にとっては予算面で助かるだけでなく、コストと使用量を整合できるうえに、ビジネスへのチャージバックも可能になります。このようにして、IT部門が社内のサービスプロバイダーの役割を果たすことができます。 

5つ目のメリットは、お客様がITリソースをより重要な領域で活用できるようになることです。業界をリードするHPEのアカウントチームがプロアクティブなサポートを提供してキャパシティ管理を行うことで、ダウンタイムも削減できます。 

最後の要素は、従来の購入モデルに比べ、HPE GreenLakeソリューションでは現在価値が重視される点です。資本 (現在価値) を温存することでコストが削減されるため、HPE GreenLakeは従来型のソリューションよりもコストを抑えることができます。 

学習チェック

ここで少し時間を取り、このトピックで今までに学んだことを復習します。HPE GreenLakeソリューションでは、正味現在価値をどのように算出しますか。(1つ選択してください)。答えは次のページに記載されています。 
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学習チェックの答え
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HPE GreenLake Quick Quoteのメリットの理解
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次は、いくつかのHPEツールのアウトプットの例と、それらのツールを使用してビジネスケースを作成する方法を見ていきます。このスライドには、HPE GLQQツールのアウトプットの例が示されています。これらの数字は、HPEの大口顧客10社で確認されている平均的なメリットに基づくものです。これらは仮定の平均値であるため、これだけのメリットが得られるということをお客様に約束しないでください。その代わりに、Business Caseツールや皆さんの計算結果を使用すれば、お客様の心に響くメリットの正確な数値を算出できます。このようなメリットをもたらすいくつかの要素については、次のページで詳しく見ていきます。 

HPE GreenLake Quick Quoteツールを使用したビジネスケースの作成
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これらのメリットを算出する方法については、以下をご覧ください。黄色の円で囲まれたプラスの矢印で示されているのがホットスポットです。 

金銭的メリット

HPE GreenLakeの主な金銭的メリットは、以下によってお客様にもたらされます。 

•オーバープロビジョニングのコストの回避:

–従来のIT購入では多額の初期費用が必要なため、投資回収期間がかなり長くなる可能性があります。また、購入した資産の大部分が長年使用されないため、オーバープロビジョニングの比率が高くなります。

•キャッシュフローとNPVの向上:

–お客様が一度に多額の資金を投入しないため、HPE GreenLakeに対する割引価値の影響が小さくなります。

市場投入までの期間に関連するメリット

HPE GreenLakeの強みの1つに、ITサプライチェーンのリードタイム短縮があります。Quick Quoteのアウトプットで市場投入までの期間に関連するメリットを見積もるときには以下を使用します。 

•プロビジョニングプロセスの日数の短縮によるコスト削減効果:

–HPE GreenLakeでは、お客様はHPE GreenLakeソリューションを使用して容量とテクノロジーの拡張計画を立て、それらを迅速に拡張できます。つまり、これまでよりはるかに早く新しいプロジェクトを開始することが可能になります。

•ビジネス・アジリティの向上 (収益創出機会の向上): 

–HPE GreenLakeは従来のインフラストラクチャ購入モデルに縛られないため、新しい資産が届くまでに長い時間がかかる調達プロセスで無駄になる時間が減ります。

サービスに関連するメリット

サービスに関連するメリットとは、HPE GreenLakeソリューションに組み込まれたサービス (ポータル、管理など) の評価額を指します。 

•HPE GreenLakeでは日常的な資産の保守と管理がカバーされるため、IT部門は他の部分に注力し、新たな価値の創出やプロジェクトに貢献できます。

投資収益率

HPE GreenLakeがお客様にもたらすこれらすべてのメリットは、全体的な投資収益率の向上に貢献するものであり、見積もりに反映されます。 

Business Caseツールを使用したビジネスケースの作成

[image: ]

このスライドに示されているようなBusiness Caseツールを使用することで、より正確な見積もりを作成することも可能です。このツールやそのアウトプットは、HPE GreenLakeで使用できるBusiness Caseツールの一例にすぎません (地域によって異なります)。HPE GreenLakeと従来の購入モデルを比較するために入力する必要がある数値については、以下をご覧ください。なお、編集可能なフィールドは青色でハイライトされています。編集可能なフィールドの隣に、黄色の円で囲まれたプラスの矢印で示されているのがホットスポット です。 

BOMの表示価格

従来の購入の期首と期末のBOMの表示価格を入力します。 

•できる限り正確にお客様の現状を反映した数値を入力します。

•これらの数値は、左側の1年目と右側の5年目のフィールドに入力する必要があります。

お客様の成長計画のカスタマイズに使用できる情報がある場合は、成長率のフィールドにそれを入力します (このスライドには示されていません)。 

•この数値を入力すると年間成長率と期末のBOMの計算が行われます。

•何も入力しなければ、ツールによって従来の比較で使用されているマークアップのデフォルト値が示されます。

割引合計

最初の購入とそれに続く変更指示の販売割引合計を入力します。 

•これらの数値は、左側の1年目と右側の5年目のフィールドに入力する必要があります。

ツールによって最初の購入におけるパートナーの販売額とBOM間の差額が計算されます。 

•これらの金額は入力したフィールドの下に表示されます。

従来の購入の計算

従来の購入の計算は、この表に入力した数値に基づいて行われます。 

•販売額の1年目の数値は、上のフィールドに入力した販売推定額です。

•販売額の2～5年目の数値は、BOM間の差額を分割したものです。

•年次は、パートナーのマックアップ、売上税、オーバープロビジョニング、およびサービスを追加した、お客様に提示される金額です。

•合計は各年の合計額です。

マークアップ、アドオン、リベート

ここには、売上税、配送料、および/またはアドオンの割合を追加します。これらの割合は組織に固有のものですが、以下に示すデフォルトの割合になります。 

•従来の購入のマークアップのデフォルトの割合は20%です。

•売上税やその他の手数料のデフォルトの割合は7%です。

•Partner Readyバックエンドリベート合計のデフォルトの割合は5%です。

トピック2: 提案書の作成
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次は、お客様固有のニーズに対応する提案書を作成する方法を見ていきます。 

提案書

[image: ]

HPEでは提案書作成の土台となるテンプレートをいくつか用意していますので、提案書をまとめるにあたり、まずはそれらを確認してください。GLQQツールを使用する場合は、GLQQツールのアウトプットで提案書を受け取ることができます。またHPEでは、HPE GreenLakeカスタムソリューションで使用する提案書のプレゼンテーション (PowerPoint) も用意しています。皆さんが独自の提案書を作成したいという場合は、それでもかまいません。提案書を作成するプロセスは、お客様、そして皆さんの状況によって異なります。皆さんに最も合ったプロセスで提案書を作成するようにしてください。 

また、どの方法で提案書を作成するかにかかわらず、お客様との会話で活用できる、以下の戦術を考慮してください。 

まずはこれまでの会話でお客様に聞いたビジネス目標から話を展開します。皆さんは、どのワークロードがどのインフラストラクチャでサポートされるのかという点に重点を置くことにより、これらのビジネス目標と技術的目標を結び付けられなければなりません。 

HPE GreenLakeソリューションについて話し合うときは、お客様にもたらされるメリットを説明します。ここでは、単にスピードとフィードについて説明するのではなく、HPE GreenLakeの機能とHPEのインフラストラクチャの機能に関する専門知識を活かして価値を裏付けます。そうすれば、HPE GreenLakeについて学んだことを活かして機能と価値を結び付け、コンサルティングアプローチでメリットを際立たせることができます。交渉しているのではなく、価値について説明しているということを忘れないでください。 

価値を示して機能と結び付けるときは、このコースやHPEのその他のリソースで入手できるお客様事例や市場データが役に立ちます。これらの具体例を活用すれば、強い立場で会話を展開できます。 

最後に、最も重要なポイントして皆さんに提供されるHPEのリソースを利用します。HPE Pointnext ServicesやHPEFSの担当者を含む、HPEのチームを活用してください。 

提案内容の整理
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HPE GreenLakeがお客様に提供できる、これら4つの価値のカテゴリのことは覚えているかと思いますが、ビジネスケースを作成するにあたっては、これらのメリットのそれぞれをお客様に合わせてカスタマイズする必要があります。 

これに関しては、お客様の心に響く2～3個の重要なポイントを選ぶといいでしょう。このようにすれば、お客様が金銭的な決定を行うときに使用するのと同じ評価基準を用いて、HPE GreenLakeで提供できる実際の金銭的な価値を簡潔に伝えることが可能です。 

また、提案書の中でHPE GreenLakeの仕組みを説明することも重要です。お客様がインフラストラクチャの監視の仕組みや使用量を制御したり予測したりする方法を把握できるように、HPE GreenLake CentralとConsumption Analyticsポータルについても必ず説明してください。皆さんまたはHPEが提供するかどうかにかかわらず、サービスの仕組みについても説明します。お客様のニーズに合った提案書を作成するために、調査を行わなければならないこともあります。 

お客様の優先事項に基づく価値を強調
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提案する際は、お客様の優先事項と皆さんが提供できる価値を整合させることが重要となります。すでに皆さんは、ビジネス課題とお客様に提供できる価値を十分に理解していますので、それらを整合させることができます。 

コストを懸念しているお客様は、クラウドの優れた経済性を求めています。そうしたお客様は、資金を温存してITの需要をより正確に予測し、ITコストと使用量を整合させる必要があることを皆さんに話すはずです。 皆さんは、HPE GreenLakeによってオーバープロビジョニングを回避して使用率を向上させ、初期投資をなくして従量制課金を利用できることを提案します。 

2020年から2021年にかけての世界的なパンデミックが経済に与えた影響により、これまで以上にITの予測が困難になっているというお客様が増えています。需要が変わりやすく、景気回復の見通しが立たないなかで、ITの容量を決定することは困難です。HPE GreenLakeでは、お客様が容量を事前に展開し、リカバリを待ち、必要なタイミングですぐに使用できます。 

それにより、対応を迅速化して調達サイクルを短縮し、成長を加速させたいと考えるお客様が求めるアジリティの向上も実現できます。こうしたお客様には、HPE GreenLakeによってビジネス・アジリティが向上し、サプライチェーンのリードタイムが短縮され、プランニングに費やす時間や新しい容量、またはテクノロジーが導入されるまでの待ち時間を削減できることを説明します。 

このようなお客様の中には、既存のソリューションが拡張できないために、アジリティが不足しているお客様もいます。アジリティのニーズは、オンプレミスのパブリッククラウドのように拡張性に優れたソリューションによってITの制御性を強化したいという声かもしれません。こうしたお客様は、Consumption Analytics Portalのアクティブなキャパシティプランニングを活用できます。また、as a serviceの消費モデルによってマルチクラウドやマルチスタック環境のロックインを解消し、スケールアップ/ダウンを簡単に行えます。  

最後に、皆さんはお客様から、ますます複雑になる環境を管理するのに苦労しているという声を聞くかもしれません。こうしたお客様は、効率を向上させ、ITの負荷を軽減してよりビジネスに重点を置いた業務に注力させたいと考えています。HPE GreenLakeでは、サービスを統合してサービスのコストを最小限に抑えるとともに、業務の委託や自動化によってIT部門の負荷を軽減することが可能です。 

トピック3: 成約とデリバリ
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ここでは、成約のプロセスについて学習します。 

ディストリビューターに価格を確認
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ディストリビューターと話し合う場合、GLQQツールではディストリビューターからの参考価格が示されるということを忘れないようにしてください。お客様への提案を行う前には、ディストリビューターとこの価格をダブルチェックして合計価格を算出する必要があります。サービスはソリューションに簡単にバンドルできるようになっており、この時点で追加してもかまいません。その後、自社の利益に合ったマークアップを指定していることを確認し、設定した価格に自信を持ってお客様にソリューションを提示します。 

HPE GreenLake Formalソリューション
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このトピックでは、発注で終了するFormalソリューションのプロセスを詳しく見ていきます。ここに示されているように、このプロセスにはHPEの組織が関与し、皆さんは、HPEFS、ハイブリッドIT、およびHPE Pointnext Servicesのアカウントマネージャーや担当者とやり取りすることになります。HPEの内部プロセスは複雑なうえ、それぞれに異なる場合もあるため、ここではそのすべてについて説明しませんが、皆さんがどのように関与するのかを理解できるよう、順を追ってプロセスを確認していきます。 

発注を完了するには、価格を決定してSOWを完成させる必要があります。SOWに関しては、パートナー向けとお客様向けのSOWを作成して署名したうえで承認を得る必要がありますが、このプロセスについては次のページで説明します。 

合計価格については、同時に進められることもある個別のプロセスで承認を得る必要があります。皆さんとディストリビューター (利用する場合) のそれぞれが参考価格にマークアップを追加します。このトピックの後半では、SOWの作成と承認のプロセスを詳しく見ていきます。 

SOWの作成
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SOWの作成は、HPE Pointnext Services案件責任者 (DO) またはパートナービジネスマネージャー (PBM) がHPEエンゲージメントマネージャーに依頼した時点で開始されます。合計価格の承認は、このプロセスのバックグラウンドで行われることもあり、DOまたはPBMは、必要に応じてエンゲージメントマネージャーを関与させます。 

依頼を受けたエンゲージメントマネージャーはHPE SOWを作成し、それをディストリビューターに送付します。標準ソリューションの場合、この時点ですでにSOWは作成されていますが、どちらにしても、ディストリビューターはその後HPEと交渉してパートナー向けのSOWを作成します。このドキュメントは、「参考価格」または「拘束力のない価格」と呼ばれることもあります。 

最終版のSOWに含められる情報

皆さんは、SOWの注文書、SOWのパススルー条件、および価格で構成される、複数のSOWの作成に携わることになります。これらのSOWの構成要素については、以下をご覧ください。なお、価格設定プロセスについては、次のページで詳しく見ていきます。 

SOWの注文書

以下のように定義されるSOWの注文書は、HPE GreenLake Quick Quoteツールのチャネル作業ファイルを使用するか、HPEとディストリビューターの助けを借りて作成されます。 

•すべての機会に対して一意。

•HPE GreenLakeソリューションの変動条件と一意のパラメーターを含むドキュメント。

•HPEからディストリビューター、またはTier 1パートナーに提示される合計見積もり。

•HPEに送り返され、すべての関係者が署名するとすぐに合意に至る注文書。

•ディストリビューターからHPEへのメールによるSOWの注文書の送付は、パートナープログラムガイドの規定に従って法的に実施可能な行為とみなされます。

SOWのパススルー条件

SOWのパススルー条件: 

•ディストリビューターからパートナー、およびパートナーからお客様に伝達する必要がある、HPE GreenLakeの一連の条件。

•最終顧客に提示される、リセラー向けの最終版のSOWに含める必要がある。

•交渉の余地はなく、何かあるたびに変更されることもない。

•ディストリビューターとHPE間の合意を必要としない。

価格

SOWには価格が含められます。価格は別のプロセスで決定されますが、これについては次のページで説明します。 

•最終版のSOWで示される価格はHPE GreenLakeソリューションの単価のみ。

•1つの単価にソリューションのすべての要素が含められる。

•皆さんは期首のBOMで提供するサービスを示す必要がある。

•皆さんは、予約BOMの作成を依頼されることがある。この予約BOMには、サービスを除く正式なBOMのすべての項目を含める。

•皆さんはHPE Pointnext Tech CareまたはHPE Pointnext Servicesのインストールサービスに代わる独自の故障修理およびインストールサービスを提供できるため、エンゲージメントマネージャーは予約BOMにそれらを含めない。

SOWの承認
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ディストリビューターからパートナー向けのSOWを受け取ったら、皆さんは各自でSOWを作成する必要があります。そして作成が終わったら、お客様と交渉してこのSOWを完成させます。 

パートナー向けのSOWとお客様向けのSOWの名称が違うこともありますが、それぞれの呼び方を気にする必要はありません。それより重要なこととして、皆さんは、ディストリビューターが作成してパートナーが署名するSOWとパートナーが作成してお客様が署名するSOWの2つがあるということを覚えておいてください。 

合計価格の設定
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SOWへの署名の前に合計価格を含める必要がありますが、これについては交渉可能です。この価格はHPE GreenLakeソリューションの単価であり、各料金階層の容量が増えた場合の価格帯とともに表に示されます。 

GLQQソリューションの場合、ディストリビューターの承認、個別のSOWでのパートナーおよびお客様との交渉、またはその両方のみが必要な価格を含むチャネル作業ファイルがツールによって作成されます。パートナーのサービスは、ソリューションに簡単にバンドルできるようになっており、バンドルすれば単一のソリューションの見積もりを作成することが可能です。SwiftセールスプログラムのDistributor Marketplaceを使用して構築されたソリューションの場合、ディストリビューターがHPE GreenLakeの契約書作成をサポートします。 

カスタムソリューションに関しては、(モジュール4で学習したように) パートナーが正式なBOMを提出し、HPEが内部プロセスでそれを承認します。そしてパートナーが、HPEのDOまたはPBMを通じて合計価格を要求し、HPEのソリューション設計者とHPEデリバリの担当者が、見積もりの承認と編集を行います。合計価格はその後、ディストリビューターに伝えられます。 

次に、パートナーがSOWの価格設定の一因となる予約BOMの作成を依頼されることがあり、パートナーが予約BOMを作成して価格に合意すると、HPEセールスオペレーションおよびデリバリがそのBOMを使用して注文を予約します。 

割引率
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割引率はHPEが社内で決定するため、皆さんはこれに関して責任を負いません。この割引率は重要であり、全世界で同じですが、国によって価格が変わる場合があるということを覚えておいてください。価格引き上げについては、必要に応じてPBMまたはエンゲージメントマネージャーにお問い合わせください。ただし、事前にHPEが皆さんの価格とマークアップを確認する必要があります。 

SOWの完成
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SOWまたはHPE GreenLakeの契約書に署名したら、HPE SOWの注文書とPO (必要な場合) がディストリビューターからDO、PBM、またはその両方にメールで送付され、そこからエンゲージメントマネージャーに転送されます。その後、エンゲージメントマネージャーが予約パッケージを作成してデリバリに提出し、デリバリが他の部門とともに注文を引き受けます。 

学習チェック

ここで少し時間を取り、正式なプロセスについて学んだことを復習します。パートナーが責任を負うのはプロセスのどの部分ですか。答えは次のページに記載されています。 
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学習チェックの答え
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HPE GreenLakeの機会のライフサイクル
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HPE GreenLakeソリューションの注文が完了したら、パートナーの皆さんがお客様のソリューションのデリバリと実装をサポートします。また、ディストリビューターとHPE、その中でも特に移行マネージャーと緊密に連携します。新しいHPE GreenLakeソリューションの実装は、セールスチームとデリバリチームが力を合わせて行います。 

HPEの注文の引き受け
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注文の引き受けと確認には、移行マネージャー、HPE GreenLakeプロジェクトマネージャー、HPEFS、およびHPE GreenLakeチーム全体が関与します。ここではまず、移行マネージャー (TM) とHPE GreenLakeプロジェクトマネージャー (GLPM) がサイトの準備状況を確認してからHPEFSの承認を受けます。 

次に、HPE GreenLakeビジネスチームがすべての見積もりを引き受け、内部プロセスで注文を次の段階に進めます。その後、TMとGLPMがソリューションの計画を立てて注文を監視し、それが完了したら、ソリューションの構成と設置を行います。このプロセスについては、次のトピックで詳しく説明します。 

HPE GreenLakeの請求プロセス
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HPE GreenLakeサービスが有効になり、お客様が設置と稼働に合意すると、請求書が作成されます。請求金額の計算方法を忘れてしまった場合は、ExcelのBusiness Caseツールを使用して価格を見積もる方法が記載されたモジュール6のセクションをご覧ください。なお、請求書には「アップリフト」とも呼ばれるパートナーとディストリビューターの利益が含まれています。 

測定
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ハードウェアのデリバリと設置が完了すると、HPEのデリバリチームがこのスライドに示されている手順に従ってお客様の測定のセットアップを行います。ソリューションの構成が完了すると、手順7に示されているように、アカウントサービスマネージャー (ASM) がHPE GreenLake CentralとHPE GreenLake Billing Managerのログイン情報を提供してトレーニングを行います。皆さんは、キャパシティプランニングのページなど、HPE GreenLake Centralに含まれている役に立つ機能やツールのメリットを理解しておく必要があり、HPE GreenLake Centralポータルの使用方法をわかっていれば、より強力なパートナーとしてお客様の成長をサポートできます。 

HPE、ディストリビューター、チャネルパートナーには、HPE GreenLake Centralの専用ビューへのログイン情報とトレーニングが提供されます。各ユーザーは、各自の請求データと価格設定データのみを閲覧できます。皆さんは、お客様がツールを使用できるようになる前に、HPE GreenLake Centralのインスタンスの請求ページにマークアップを追加する必要があります。そして皆さんが最終的なお客様の単価を入力すると、お客様はツールのメリットを得られるようになります。お客様がConsumption Analytics PortalとHPE GreenLake Centralのすべてのメリットを得るには、手順9を実行する必要があります。 

Centralのパートナービュー
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皆さんは、HPE GreenLake Centralのパートナーインスタンスにアクセスできます。お客様の導入をサポートするため、パートナー請求先アカウント表の最初の列で該当する請求先アカウント名をクリックして、Partner Billing Accounts Managerにアクセスする必要があります。皆さんは、お客様が利用しているサービスの分析結果を確認できます。これらのサービスには、使用量と請求情報を示す月額料金レポート、および一定期間内の実際の使用量と予測使用量を示すキャパシティプランニングレポートが含まれます。 

HPE GreenLakeのエンドカスタマーエクスペリエンスで最も重要となるのが、HPE GreenLake Centralのダッシュボードで使用量と料金を確認する機能です。皆さんが価格を入力すると、HPE GreenLake案件で皆さんの直接のお客様となるリセラーまたは最終顧客が実際のコストを確認できます。また、請求先アカウントの通貨を確認したり、請求先アカウントの端数処理のタイプを変更したり、皆さんの料金を入力したりでき ます。 

HPEが、皆さんが入力した価格設定データを何らかのビジネス目的で使用することはありません。皆さんの価格設定データを閲覧できるHPEの従業員のみが、そのデータを使用するソフトウェアの構築とサポートに責任を負います。HPE GreenLakeチャネル案件の各当事者は、各自が支払うコスト、および下流の当事者に直接請求する料金のみを閲覧できます。 

トピック4: サポートと拡張
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このトピックでは、HPE GreenLakeのセールスプロセスの一例を見ていきます。 

HPE GreenLakeの変更指示
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HPE GreenLakeソリューションのデリバリと実装が完了したら、お客様がビジネス目標の達成に必要なリソースを確実に得られるようにすることに注力します。皆さんはBilling Managerでお客様の使用量を注視する必要があります。HPE GreenLake CentralポータルのサブセクションであるBilling Managerでは、お客様の既存のソリューションに新たな容量やテクノロジーを追加する必要があるかどうかを判断するのに欠かせない情報が提供されます。ASMもキャパシティプランニングを行うため、皆さんはASMと連携して追加のニーズに備えることができます。お客様の要件が明確になったら、皆さんとASMが、お客様による変更指示書の作成をサポートする必要があります。 

変更指示は、カスタムソリューションと標準ソリューションで同じプロセスに従って行われます。Swiftセールスプログラムのメリットの1つに、お客様がHPE GreenLakeを簡単に導入できることがあります。お客様がHPE GreenLakeソリューションを導入したら (SwiftセールスプログラムとGLQQのどちらを利用して構築された場合でも)、皆さんは変更指示を行うだけでソリューションを拡張できます。 

変更指示における責任

変更指示がスムーズに行われるよう、皆さんは変更指示プロセスで各当事者が責任を負うタスクを把握しておく必要があります。変更指示の処理において皆さん、ディストリビューター、およびHPEが負う責任については、以下をご覧ください。 

パートナー

パートナーの責任は、元のプロセスの責任とよく似ています。パートナーが負う責任は、次のとおりです。 

•確立されたプロセスですべてのリードを登録する

•機会の見極めをサポートする

•お客様へのサービスの販売とプロビジョニングに関する独自の契約を締結する

•BOMを作成してHPEに送付する

•HPEとサービスの構成を決定する

ディストリビューター

•サービスの変更に関する完成したSOWの注文書をHPEにメールで送付する

•パートナーへのサービスの販売とプロビジョニングに関する独自の契約を締結する

HPE 

•パートナーが登録した機会の確認、見極め、承認を行う

•SOWの注文書を提示する

•ディストリビューターから完成したSOWの注文書を受け取る

•SOWの注文書に従ってハードウェアを定義したうえでお客様に発送する

•パートナーに連絡を取って設置とキャパシティ管理を支援する

•パートナーとサービスの構成を決定する

変更指示プロセス
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新たな容量が必要とされていることがわかったら、皆さんかHPEがこのスライドに詳細が記載されているプロセスを開始します。皆さんは主に、ニーズを認識すること (これについてはデリバリチームが行うことも可能)、新しい拡張BOMを作成すること、表示価格のファイルを要求すること、HPEにBOMを送付すること、そしてお客様に変更指示書を提示することに責任を負います。 

皆さんは、このスライドに示されている個人だけでなく、HPE GreenLakeプロジェクトマネージャー (GLPM) とも連携する可能性があります。ただし、必要とされる変更の規模によって、このプロセスが変わることがあります。サイズ変更の見極めについては、次のページから詳しく見ていきます。 

なお、サイズ変更がない場合は、ディストリビューターが送付する前に、HPEにBOMを送付することができます。また、HPEFSが変更指示書を承認する必要があるため、皆さんはBOMの承認後に承認を得る必要があります。 

HPE GreenLakeの変更指示のサイジング
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変更指示の規模により、必要なプロセスが異なります。パートナーセールスは、複雑度が低い変更指示を実行できますが、ディストリビューターとプリセールスは、より複雑な変更に関与しなければならない場合があります。このスライドは、3つの一般的な変更指示の規模について説明しています。複雑度、およびそれぞれのプロセスと要件については、以下をご覧ください。 

複雑度が低い

•既存の製品

–既存のBOMに変更指示に必要な数量を追加します。

–OCAとXLS形式のスプレッドシートの両方を含める必要があります。

–パートナーが関与する場合、見積もりにサービスを追加する必要はありません。

–追加や変更にあたっては、料金階層を理解しておく必要があります。

•製品の追加

–新しい期首と期末のBOMを完成させます。

–OCAとXLS形式のスプレッドシートの両方を含める必要があります。

–パートナーが関与する場合、見積もりにサービスを追加する必要はありません。

–BOMは、初回デリバリに合わせて作成する必要があります。

–HPE PointnextまたはHPE GreenLakeのソリューション設計者、および拡大されたセールスチームと話し合ってコミットレベルを決定するとともに、新製品向けにバッファーを含める必要があるかどうかを見極めます。

–既存製品の手順を活用します。

–追加や変更にあたっては、料金階層を理解しておく必要があります。

複雑度が中程度

•既存の製品

–既存のBOMに変更指示に必要な数量を追加します。

–OCAとXLS形式のスプレッドシートの両方を含める必要があります。

–パートナーが関与する場合、見積もりにサービスを追加する必要はありません。

–GMSサービスの変更指示と更新された容量が一致していることを確認します。

–Pointnextの実装に関するSOWにおいて、BOMの内容がすべて説明されていることを確認します。

– BOM ではなくPointnextのSOWに、ハードウェアもソフトウェアも含まれていないことを確認します。

–追加や変更にあたっては、料金階層を理解しておく必要があります。

•製品の追加

–新しい期首と期末のBOMを完成させます。

–OCAとXLS形式のスプレッドシートの両方を含める必要があります。

–パートナーが関与する場合、見積もりにサービスは含まれません。

–BOMは、初回デリバリに合わせて作成する必要があります。

–HPE PointnextまたはHPE GreenLakeのソリューション設計者、および拡大されたセールスチームと話し合ってコミットレベルを決定するとともに、新製品向けにバッファーを含める必要があるかどうかを見極めます。

–既存製品の手順を活用します。

–GMSサービスの変更指示と更新された容量が一致していることを確認します。

–Pointnextの実装に関するSOWにおいて、BOMの内容がすべて説明されていることを確認します。

–BOMではなくPointnextのSOWに、ハードウェアもソフトウェアも含まれていないことを確認します。

–追加や変更にあたっては、料金階層を理解しておく必要があります。

複雑度が高い

•既存の製品

–既存のBOMに変更指示に必要な数量を追加します。

–OCAとXLS形式のスプレッドシートの両方を含める必要があります。

–パートナーが関与する場合、見積もりにサービスを追加する必要はありません。

–GMSサービスの変更指示と更新された容量が一致していることを確認します。

–Pointnextの設計および実装に関するSOWにおいて、BOMの内容がすべて説明されており、SOWがサービスとしてのデリバリと整合していることを確認します。

–BOMではなくPointnextのSOWに、ハードウェアもソフトウェアも含まれていないことを確認します。

–ベストプラクティスに従って、設計とBOMを整合させます。

–追加や変更にあたっては、料金階層を理解しておく必要があります。

•製品の追加

–新しい期首と期末のBOMを完成させます。

–OCAとXLS形式のスプレッドシートの両方を含める必要があります。

–パートナーが関与する場合、見積もりにサービスは含まれません。

–BOMは、初回デリバリに合わせて作成する必要があります。

–HPE PointnextまたはHPE GreenLakeのソリューション設計者、および拡大されたセールスチームと話し合ってコミットレベルを決定するとともに、新製品向けにバッファーを含める必要があるかどうかを見極めます。

–既存製品の手順を活用します。

–GMSサービスの変更指示と更新された容量が一致していることを確認します。

–Pointnextの実装に関するSOWにおいて、BOMの内容がすべて説明されており、SOWがサービスとしてのデリバリと整合していることを確認します。

–BOMではなくPointnextのSOWに、ハードウェアもソフトウェアも含まれていないことを確認します。

–ベストプラクティスに従って、設計とBOMを整合させます。

–追加や変更にあたっては、料金階層を理解しておく必要があります。

変更指示書を追加する方法
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SwiftセールスプログラムでDistributor Marketplaceの価格表を使用している、この例をご覧ください。お客様が100～125TBのストレージが必要だと考えている場合、実際にはその半分しか使用されない可能性があります。多くのお客様はストレージを50%オーバープロビジョニングしていることが調査で明らかになっているためです。このお客様には、HPE GreenLake: Swiftセールスプログラムソリューション (HF40のオプション2など) を提案することをお勧めします。このソリューションなら、お客様は2,277.65ドルの月額料金で48.4TBのストレージを利用できます。 

また、必要に応じて12.1TBのバッファーを使用できます。このバッファーストレージについては、80%のリザーブドキャパシティを超えて使用した月のみ、GB単位で料金を支払います。お客様の使用量が容量の90%に達すると、GreenLakeのASMとお客様が対応について話し合います。ASMまたはリモートサービスアドバイザー (Swiftの場合) がお客様に対し、容量を追加するかどうか、また追加する場合はその容量を確認します。お客様が必要な追加容量を指定すると、皆さんまたはASMが、追加する容量とGBあたりの価格が記載された、簡単な1ページの変更指示書を作成します。HPEは、追加の容量を提供してインストールします。変更指示によって容量が増えると、次のオプションレベルに到達し、GBあたりの価格が低下します。 

変更指示書の提出は、必要な場合にのみ行うことが重要です。変更指示が早く履行されると、お客様は必要以上の料金を支払うことになります。変更が行われると、リザーブドキャパシティと最小コミット容量が引き上げられ、お客様は11TBまたは12TBを使用できるようになりますが、2回目の変更指示書の月額料金を満額支払う必要があります。 

信頼できるアドバイザーになる
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HPE GreenLakeソリューションの変更指示プロセスでは、皆さんがプロアクティブに行動することにより、皆さんとお客様に最大限のメリットがもたらされます。ソリューションの設計変更に伴う販売機会は別として、皆さんは変更指示によってお客様のニーズに対応しているということを示す機会を得られます。Consumption Analytics Portalでお客様の使用状況を確認し、お客様と話し合う中で業務要件の変化に伴うソリューションの調整が必要かどうかを判断してください。 

また皆さんは、常にお客様の優先事項に気を配ることにより、お客様がHPE GreenLakeソリューションで最良のエクスペリエンスを得られるようにするとともに、信頼できるアドバイザーとしてお客様との関係を発展させることが可能になります。そうすれば、信頼できるアドバイザーとして、またプロアクティブなパートナーとしてのメリットがもたらされるようになり、現在の案件の規模を拡大したり、将来の案件の数を増やしたりできるようになるだけでなく、迅速に問題を解決したり、コストを削減したり、リソースを提供したりすることが可能なパートナーとしての評価も高まります。 

コースの修了
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おつかれさまでした。このコースを修了しました。 

試験の準備
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このコースを最後まで受講していただきありがとうございます。 

自習および参照用として、HPE Pressからこのコースの無料のLearner Guideをダウンロードしてください。お好きな電子書籍リーダーでコンテンツをご覧いただけますので、試験勉強にお役立てください。 

HPEでは、皆さんに関連する試験であるHPE0-P27を受けて合格していただくようお勧めしています。皆さんには、試験に向けてこのコースを受講していただくことをお勧めしていますが、コースを修了するだけで試験に合格できるという保証はありません。このトレーニングコースに加え、試験項目は実地での経験で得た知識に基づく内容になっている場合もあります。試験の詳細については、試験のWebページ (https://certification-learning.hpe.com/TR/Datacard/Exam/HPE0-P27 (英語)) をご覧ください。 


[image: ]

HPEのソリューションの詳細については、 www.hpe.com (英語) をご覧ください。 

 2021 Hewlett Packard Enterprise Development LP.本書の内容は、将来予告なく変更されることがあります。ヒューレット・パッカード エンタープライズ製品およびサービスに対する保証については、当該製品およびサービスの保証規定書に記載されています。本書のいかなる内容も、新たな保証を追加するものではありません。本書の内容につきましては万全を期しておりますが、本書中の技術的あるいは校正上の誤り、省略に対しては責任を負いかねますのでご了承ください。 
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